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【prologue】





　何が悪かった？

　　　＊

　基本的にゆかりは忙しい。

　彼女は世界の頂点に立つ企業群を抱える古こ都と家の娘にしてその次期社長候補で、そのための下積みを毎日のように行っている。学校が終わるとそそくさと帰り、複数の家庭教師を招いて――大学生に主要五教科を習うというレベルではなく、有名大学の教授や企業の最前線で活躍する重役などを相手にして――自宅での学習に勤いそしんでいるらしい。だから電話やメールもその学習が終わる午後十一時を過ぎてからでないと許されておらず、そうして連絡を取り合えるのも三十分程度しかない。その後には復習並びに明日の予習が待っていて、だからゆかりが寝るのは午前一時ころか遅いときには二時過ぎまでかかってしまうらしい。

　とにかく忙しい。

　超多忙。

　だから、だ。

　二月のバレンタインデーにめでたく付き合うことになったにもかかわらず初デートまでこぎつけるのに三月上旬の試験休みまでかかったのも仕方ないし、正午に駅前で待ち合わせをしてあまりに久しぶりにふたりきりになれるからって興奮して思わず一時間前に待ち合わせ場所に来た俺おれが一時間どころかまさか二時間以上も待ちぼうけをくらったとしてもそれは彼女が疲れていてついつい寝坊してしまったんだから仕方ないんだと思う。

　思う。

　……思うけど、さ。

　わかるだろうか。この、ふつふつと蓄積されていくフラストレーションってやつ。

　あとはなんだろう？

　急いで来たから汗だくになってひたすら謝るゆかりを「いいから。気にしなくていいから」となだめて、とりあえずご飯を食べようということになって、何ど処こか食べるところを探している道すがら俺的にあくまでさり気なくつなごうとした手を「あ、や」と反射的に振り払われた、こと。あれはちょっと――というか相当なダメージだった。心の。思わず茫ぼう然ぜんとする俺にゆかりは慌あわてて「あ、いやその、今は、ちょっと、ごめん。えへ、えへへ」と笑って誤ご魔ま化かしたけど、それがよけいによくなかったと思う。何がごめんなのか説明してほしかった。というか手を振り払われたことが辛つらくて恥ずかしくて俺はその時点で帰りたくなってた。

　それでもデートは続行しないといけない。俺とゆかりはオシャレで小奇麗なお店に入った。ネットやら情報誌やらで必死こいて情報をかき集めて自分的にあくまでさり気なくそこに誘導したことは墓まで持っていく秘密だ。

　席について料理を注文してからも、俺は気力を取り戻すのに必死だった。純粋にデートを楽しもうと、頑張って自分に言い聞かせていた。デートはまず会話から、という文ぶん七しち経由のアドバイスを頼りに「ゆかりは進路どうすんの？」と振ってみた。もうすぐ三年生に進級する俺たちにとっては今最もホットな話題だった。

「え……うん」なのにゆかりは歯切れ悪そうにしてから、逆に訊たずねてきた。「鉄てつ平ぺいくんは、どうするつもりなの？」

　来た！　と思ったよ。俺は胸を張って答えた。

「進学クラスに行く」

　そこでゆかりが顔色を変えたのは、気のせいではなかったんだろう、今思えば。

　俺は意気揚々と続けた。本当は私立・就職の混合クラスを希望していたけど、担任の葉は山やまに無理を言って変更してもらったこと。自分は猛勉強をして国立でも私立でもどこだっていい、とにかく有名な大学に進学してそこでも猛勉強をしてやがては超マンモス企業ＫＯＴＯに就職すること。そこで自力でのし上がってゆかりの祖父にして現社長である源げん之の助すけさんに自分を認めてもらうこと――

　ゆかりと自分のこれからを見据えての、俺おれなりの考えだった。源之助さんは俺とゆかりが付き合っていることをまだ知らなくて、さらには反対すらしているらしい。源之助さんに俺たちを認めてもらうためには、まず俺自身が認めてもらわなければいけない。真剣に考えて自分で決めた選択だった。

　俺はてっきり、ゆかりには喜んでもらえるのだとばかり思っていた。

　なのにゆかりが発した言葉は、

「……本気なのかな」

　だった。

　当たり前だろ、と言い返そうとした俺は、言葉を飲み込んだ。

　ゆかりは眉まゆ尻じりをつり上げて――怒っていたから。

「私、前に言ったよね？　『鉄てつ平ぺいくんには何も背負わせたくない』って。わかってくれてると思ってたのに……」

　俺はなんでゆかりが怒っているのかわからなくて戸惑いながら、

「でも源之助さんに認めてもらうには、俺が認めてもらわなくちゃ始まらないだろ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「だから今、私、頑張ってるんだよ。私ひとりでもできることを証明すれば、おじいちゃんだって文句はないはずだから。鉄てつ平ぺいくんはそんな、無理なんてしなくていいんだよ」

　俺おれはものすごく悲しくなった。

　自分でも甘いことを言っているのはわかっていた。はっきり言って自分の成績は学内順位の中でも下から数えた方が早い。そんなのでいっぱしの大学に一発で受かるなんて可能性は限りなく低い。

　でも努力はしたいと思った。ゆかりのために、何かしたいと思っただけなんだ。

　なのにそんなにあっさりと否定しなくてもいいんじゃないか？

　俺はなんだか本当にやる気を失ってしまった。会いたいときに会えないしたまに会えば思い切り遅刻されるし手は振り払われるし挙あげ句くの果はてには進路の否定だ。俺がふてくされるのだって無理もないと思う。

「……進路の話の、続きなんだけど」

　顔を上げた俺に、ゆかりは、言った。



　私、転校しようと思うの。



「おじいちゃんが私たちのことを反対してるのは、私がひとりじゃ社長はやっていけないと思ってるからなの。社長になる私を仕事の面で支えられる人、それがおじいちゃんの理想。私はその前提を壊そうと思う。私はおじいちゃんに、私ひとりでもやれることを証明する。誰だれかに支えられなくても立派に社長の仕事をこなせることを証明する。そうすれば鉄平くんが無理しなくても済むようになる。鉄平くんは好きなことをしていいんだよ。自分のやりたいことを見つけて、自分のために生きて――その中で私たち、付き合っていこうよ。そのためにも私、転校しようと思ってる。いま考えている転校先は教育カリキュラムがしっかりしていて、専門性にも特化しているところなの。そこでなら、より将来のための勉強ができる。あと有名企業とのコネクションが強いところだから今のうちにそのコネをつないでおけば先々でも有益になる。早いうちに土台を固めたいの。早くおじいちゃんに認めてもらって、鉄平くんと付き合うことも認めてもらいたい。だから頑張ろうと思う。……あ、大丈夫だからね？　頑張って時間、作るから。鉄平くんとの時間は、ちゃんと作るから」

　……その後のことは、あんまり覚えていない。

　気が付いたら俺は「ふざけんなよ!!」と怒鳴っていて、ゆかりが肩をすくませるのも構わず当たり散らしていた。断片的に覚えているのは「転校ってなんだよ」「時間？　作れてねえじゃん」「ひとりで勝手に決めるなよ！」というフレーズくらい。あとは最低すぎて思い出したくもない。

　そのうち、ゆかりも涙目になって言い返し始めていた。「どうしてそんなにひどいこと言うの？」「私だって頑張ってるのに」「今日だって頑張って時間作ったのに」「そもそも猛勉強って、どれくらい本気なの？　今もやってるの？」「鉄てつ平ぺいくんはそれでいいの？　私なんかのために将来を決めちゃっていいの？」「おじいちゃんに認めてもらうって、本当にできるの？」

　本当にできるの？

「やってみなくちゃわかんねえじゃん！」

「わかるよ！」

　売り言葉に買い言葉だった。俺おれも、ゆかりも。

　それはわかってたけど――でも、ぐさりときたんだ。

　本当にできるの？

　痛いところを突かれた。俺の理想論は現実論をぶつけられて粉々に砕かれた。俺はそれで取り返しがつかないくらいに正気を失い、それからも俺たちは罵ののしり合ってとうとうケンカ別れしてしまった。



　いろんな良くないものが、うまい具合に噛かみ合った。憎いくらいに最悪な形で。そこに『転校』なんて飛び道具が出てきて、俺は混乱して、わけがわからなくなって、最悪な失敗を犯した。

　あれから電話もメールもなくなった。

　学校では会話することもなくなった。



　俺はあの日ゆかりが着ていた服も思い出せない。

　　　＊

「奴やつらの企画に便乗、というのが良くなかったな」

　大おお目め玉だまは、上司のこのネチネチしたところが嫌いだった。

　とにかく粘着質なのだ。ネチネチネチネチ餅もちをつくように人の揚げ足をとり、しかもそれが本題へと至るまでの前置きだからうっかり聞き流すこともできない。いくらこの局がブラックユーモアを売りにするところとはいえ、日常生活からそんなことに喜びを見出さなくても、と思う。よくセクハラするし。お尻しりを触ったりとか「君はいつ結婚するんだね？」とか。

「便乗はいけなかったですか」

「うん。いけなかったな。最悪だよ」思い切りやる気のない返事をしたのだが、上司は軽く流してしまった。「外部に協力を求めたのも敗因のひとつだが、そもそもあの舞台はＯＴＶお気楽テレビの奴らが用意したものだ。最初から奴らに利があったと言える」

　要するに上司が言っているのは、外世界におけるバレンタインデーの企画についてだった。

　先日、大おお目め玉だまの所属する放送局ＢＴＶブラックテレビはそのライバル局であるＯＴＶお気楽テレビ主催のイベントに便乗した。外世界の学まなび舎やに爆弾を仕掛け、それを解体する外界人の様子を撮影するということを行ったのだ。しかしそれは協力者である第二世界の生命体が途中で裏切り、見事なまでに失敗に終わってしまった。

「企画が失敗したせいで予定していた特番の放送枠がぽっかり空いてしまった。これがどれだけの痛手かわかるか？　視聴率はほとんどＯＴＶに奪われその時間枠は一ケタにも満たなかった」上司は嘆かわしいと言わんばかりに首を振った。「最悪な結果だ。君が高視聴率を期待してくださいと言うから信用して費用を出したのに、企画は失敗するわ放送はできないわ視聴率は低迷してその後の放送にも影響するわ、さんざんだ。これを最悪な結果と言わずして何とする？」

「……申し訳ありません」

「ああ、別に君を責めているわけじゃない。ただツメが甘かったな、という話をしているのさ」

　責めてんじゃん。大目玉は内心口を尖とがらせた。どうでもいいから本題に入ってほしい。まさかネチネチ失敗をつつくためだけに自分を呼び出したわけではあるまい。

「敗因はさっきも言った通り、外部に協力を求めたことと、舞台の設定を他局に委ゆだねてしまったことの二点だ。それはわかるな？」

　大目玉は頷うなずいた。

「だったら、その反省を活いかそう」

「……と言いますと？」

「わからないのか？　だから君はいつまでたっても年齢＝彼氏募集歴なんだよ」

　大目玉はどうして刃物のひとつでも持って来なかったのか、激しく悔いた。

「今度は我々が動くということさ。便乗などしない」

　上司は不敵に笑った。



「舞台は、我々ＢＴＶが作る」



    

  
    
      


【第１話・三倍返し上等！】

残り一八〇分

残り五二九六八メートル



　バスの外を流れる景色は、目まぐるしく変わっていく。

　校舎周りの住宅街から街中へ――そして高速道路を抜け郊外へ。県立羽は原ばら羽ばね高等学校の生徒たちを乗せたバスは順調に目的地に進んでいた。

「学園ってこんなに広いのかよ？」「下へ手たな大学よりでけえぞ」「エスカレーター式だから中高大が全部詰まってるんだって」「しかも全面、塀が囲んでるぜ……」「これなら逆に守りにくそうじゃね？」「でも俺おれ、写真で見たことあるけどめちゃめちゃ高い塀だったぞ確か」「しかも防犯センサー付き。寂さびれたところにあるから、犯罪防止のために一瞬で警察に直通するようになってるらしいぜ」「マジか……」「つうかお前、なんでそんなに詳しいの？」「先週捕まった山やま下したいるだろ。そいつから聞いた」「山下……」「男だ……」「男だよ……」「私からしたら変態だけど……」「まあ、それはさておき」「さておき」「さて」「さてさて」「さてさてさて――」

　バスの中央に集まって地図を広げていた生徒たちは一様に腕を組み、一斉に呟つぶやいた。

「どう攻める――？」

　そんな輪からひとり外れ、窓際の席で景色を眺めながら鉄てつ平ぺいは頬ほお杖づえをついていた。

　心底疲れたようにため息をつき、先ほどから思い出したように首元にそっと手をやっている。正円状の針金が鉄平の首回りを一周し、喉のど仏ぼとけの位置には指先程度の極小のデジタル時計がぶら下がっていた。サイズがぎりぎりなので人に見てもらわなければいけないのだが、それには全部で五ケタの数字が並び、時間が経過するにつれて――いやバスが進むにつれてどんどん減っていく仕組みになっていた。

　鉄平はまたため息をつく。先ほどから何回繰り返しているかわからない。

　考えてしまうのだ。

　今さらジタバタしても仕方ないのはわかっているけれど、ついつい考えてしまう。

　――俺だって警戒はしていたんだ。一応。

　前日の夜から押入れの中を入念にチェックし今朝も問題のないことを確認した。体力に関しても《ある事情》によりこのところ寝不足続きだったが、今日に限っては早寝早起き朝シャン米に味み噌そ汁しる目玉焼き（醤しよう油ゆ派）駄目押しにバナナと完かん璧ぺきだった。登校中も常に周囲に目を凝らし曲がり角や物陰、ご近所の玄関などそれらしいところにも注意を怠らなかった。

　つい一ヶ月ほど前、改築ついでにピンク色に染められた羽は原ばら羽ばね高校の校舎が見えてからは、特に気を遣つかった。抜き足差し足忍び足で校門を抜け近くを歩いていた女子に「なにあれ。気持ち悪い」と囁ささやかれつつも（へこみつつも）、壁を背に、鞄かばんを前に、一点の隙すきなく教室にたどり着き、扉をうっすら開けて中を確認。眠そうな男子の低い声の会話、朝からテンションの高い女子の談笑、淡く光と熱のこもる室内、陽光を弾はじく机と椅い子す。いつもと変わらない、気だるい朝の、日常的な教室の風景に安あん堵どしつつも前後左右上下の警戒は怠らずにいた。

　そうだ。そうやって朝からずっと警戒していた。けれど。

　――甘かった。

　鉄てつ平ぺいはがっくりとうなだれる。

　――いっそのこと学校を休めば良かったんだ……。

　こうして鉄平たちがバスに乗っている理由。

　それは朝のホームルームに起きたのだった。

　　　＊

　恐ろしく敏感になりながらもしかし何事もなく朝のホームルームは始まり、時期的に期末テストの返却も終わって気が緩ゆるんでいたのか担任の葉は山やまも多少覇は気きのない声で連絡事項を告げ、やっぱり事件もなく五分も経たたずにショートホームルームは終わった――。

　鉄平は例の女が現れるのを今か今かと待ち受けていたのだが（現れた瞬間に教室を飛び出すつもりだった）、とうとう奴やつは現れなかった。

　奴。例の女。

　言うまでもなく槍やりヶが岳たけのことだ。

　槍ヶ岳――鉄平のいるこの世界とは別の世界、『内世界』の住人。そこで流は行やっている《ザ・外界ウォッチング》というテレビ番組のリポーターである。

　槍ヶ岳と言えば、イベントである。今までの例を挙げればクリスマス・イヴとバレンタインデー――昨年の十二月と今年の二月、鉄平は特別企画と称して槍ヶ岳にさんざん振り回されてきた。

　イヴにて『薄幸少女を救ってください』と言われてテロリストと闘い、

　バレンタインにて『女子高と交流会をしていただきます』と言われて爆弾処理に奔ほん走そうした。

　イベントの度に現れる、最悪を持ち込む女。それが槍ヶ岳。

　そして今日は三月十四日。

　ホワイトデーだ。

　槍ヶ岳が飛びつかないわけがなかった。

　タイミング的にホームルーム時にやって来ると鉄平は踏んでいたのだが、しかし一向に「ホワイトデー特別企画デスッ!!」と槍やりヶが岳たけが突撃してくることもなくホームルームは終わってしまい、葉は山やまは眠そうな顔で出席簿を抱え教室を出て行こうとする。いささか拍子抜けした思いで鉄てつ平ぺいはその背中を目で追っていた、

　そのときだった。

「――んぁ？」教室の扉を開けた葉山の目の前に、黒い男の人影が立ちふさがった。「誰だれだお前？」

　ぱっと見に黒い影に見えたのは、そいつが全身黒ずくめの格好をしていたからだ。黒いＴシャツに黒ずんだジーパン、目ま深ぶかに被かぶった黒い帽子。何ど処こかひょろい印象を受けるそいつは――

「ぐふっ!?」

　いきなり葉山の脇わき腹ばらにボディブローをかました。

　茫ぼう然ぜんとする２―Ｃの視線をよそに、そいつは腹を押さえてくずおれる葉山を一瞬で肩に担ぎ上げ、そのまま教室の外へ――廊下の向こうに行ってしまった。

「な、なんだ？」

　鉄平は慌あわてて席を立ち、開きっぱなしになった戸に飛びついた。頭を廊下に覗のぞかせると他ほかのクラスメイトたちも同じように鉄平の下や上から頭を覗かせた。

「ぐえっ」「はうっ」「うひょっ」

　なんと廊下では他のクラスの教師たちまでもが、先ほどの黒い男と全く同じ格好をした集団に昏こん倒とうさせられ運ばれていくところだった。あるクラスでは「先生っ？　先生ー!?」と生徒たちが追いかけていくところもあった。

「なんだこりゃ……」

　誰かが茫然と呟つぶやいたとき、『ガガピッ』と校内放送用のスピーカーが奇声を発した。鉄平たちははっとして黒板の上に備え付けられていたスピーカーを見上げた。



『――――あなたたちはここで何をしているのかしら？』



　スピーカーから飛び出したのは、女の声だった。大人の女性――槍ヶ岳？　と一瞬思ったが違う。

　鉄平の知らない女の声だった。

『どうしてここにいるの？』

　あまりに唐突な問いかけに、鉄平たちは立ち尽くした。女の声が訊たずねている意味が全くわからなかった。

「ど、どういう意味だ……？　何が起こって――」

『どうして百ゆ合り百ゆ合り学園に行かないの？』

　そのときクラス中の生徒の顔つきが豹ひよう変へんするのを、鉄てつ平ぺいは敏感に察した。誰だれもが冷水を浴びたように目の覚めた顔をしていた。

　ものすごく嫌な予感がした。

『一ヶ月前、あなたたちは百ゆ合り百ゆ合り学園と合同授業を行ったわね。バレンタインデーに』

　一ヶ月前の二月十四日。

　バレンタインデーに槍やりヶが岳たけが持ちかけてきた企画は、男子禁制・高たか嶺ねの花として有名な女子高、私立百合百合学園と鉄平たちの羽は原ばら羽ばね高校との《バレンタイン交流企画『あなたのハートをゲットです』》だった。それは学園と羽原羽高校で合同授業を行い、交流を持とうというもの。

　鉄平は結局、爆弾探しやらゆかりとの気まずい関係やらでそれどころではなかったが――実際交流企画は大成功のうちに幕を閉じたらしい。新聞部の集計によれば羽原羽高校×百合百合学園のカップル成立率は学園生の参加数の過半数を超えたのだという。

『なのにホワイトデーの今日、あなたたちは一体何をそんなに悠長にしているのかしら？』

　ただそのカップルが長続きしているかというと、そうでもない。

　簡単に言えば百合百合学園の教師陣が学園生に羽原羽高校の生徒との交際を禁じてしまったのだ。

　そもそも交流企画は鉄平とゆかりの仲を裂く――ただそれだけのために、大企業ＫＯＴＯの現社長にしてゆかりの祖父・古こ都と源げん之の助すけが強引に開催したものだった（無論そう仕向けたのは槍ヶ岳だが）。ＫＯＴＯとはあらゆる部門に精通し業界を圧倒する超マンモス企業。学園への資金援助も行っている面もあり、その社長である源之助の声は、あらゆる財界にコネクションを持つ学園にとって絶対である。源之助が「やれ」と言えばたとえ学園側が学園生の交際に関して厳しい規則を持っていたとしても、何の取とり柄えもない県立高校と交流会を行わなければいけないのだった。

　しかし交流会が終わればもう文句はない。バレンタイン交流企画が終わるや否や百合百合学園の教師陣は一斉に学園生たちに通達した。今後は羽原羽高校の生徒との一切の接触を禁ずる――と。それを犯した場合、退学処分もあり得ると。

　これにより結ばれるはずだったカップルのほとんどが引き裂かれた。交際禁止の通達に学園生は案外あっさりと引き下がったが、それでも諦あきらめ切れなかった羽原羽高校の男子生徒が想おもい人の学園生に近付いて学園から訴えられかけるということもあった。その事件以来、羽原羽高校の教師からも「学園との関かかわりを禁じる」という命令が下ってしまった。

　だから――

『あなたたちの気持ちはそんな安っぽいものだったのかしら？』

　羽原羽高校全体に、どこか燻くすぶった空気が漂い続けていたことには、鉄平も気付いていた。

『確かに、実際に学園の女子たちと共有したのは半日も満たない短い時間だったわ。そして教師の言うことには逆らいがたいという面もわからないではない。でも――そんなものなのかしら？　あなたたちの人を想おもう気持ちは、そんなものだったのかしら？』

　女の言葉に触発されて、クラスメイトたちの目がどんどん険けわしくなっていく。中には口元を歪ゆがめて「そうだ……こんなもんじゃねえ……」などと呟つぶやいている男子までいる。鉄てつ平ぺいの嫌な予感は確信的なまでに膨れ上がっていった。

　――マズイ。絶対にマズイぞ。

　鉄平のクラス２―Ｃにも学園生とあわやカップル成立、というところまで行った奴やつは少なくない。それでなくても学園生に一方的に惚ほれてしまった奴だっている。

　そんな奴らを焚たき付ける女の意図。それがなんとなく鉄平にも見えてきた。

『そんなあなたたちに、お姉さんがいいことを教えてあげる』鉄平の不安をよそに、謎なぞの女は続ける。『ホワイトデーはナニをする日なのか』

　また大変なことが始まる――それは確信にも似た思いだった。



『――――好きな女の子に《三倍返し》をする日よ』



　鉄平が床を蹴けって教室を飛び出すのと同時に、その背中を追うように生徒たちの声が爆発した。「そうだ！　その通りだ！」「今こそ立ち上がるときだ！」「止められねえ、俺おれは誰だれにも止められねえ！」「お姉さまは私のものよッ!!」

『邪魔立てする教師は全すべて捕らえたわ。あとはあなたたちの意志次第。お返しをしたいという者はグラウンドに集まりなさい。私が――お姉さんが学園まで連れて行ってあげる』

　廊下を走り、階段を飛び降りるように駆け下りながら――鉄平はあらゆる教室から鬨ときの声があがるのを聞いた。

「さ・ん・ばい!!　さ・ん・ばい!!」

　バレンタイン交流企画以来、羽は原ばら羽ばねには変にノリに便乗する癖くせがついていた。生徒たちは次々と歓声をあげ、それは徐々に大きく膨れ上がっていく。

　――冗談じゃねえ。冗談じゃねえぞッ！

　鉄平は足がもつれるのも構わず走る。走る。走る。やがて玄関を飛び出し校門までたどり着いて――

「ッ!!」

　立ち止まった。

　校門のど真ん中。

　そこに、黒ずくめの女が立ちふさがっていたのだ。

　スカートとジャケットの黒いフォーマルスーツ。黒いハイヒール。肩口をやや越えるストレートの黒髪。黒縁・上縁のオシャレ眼鏡めがね。口元には黒いホクロが一粒。頭のてっぺんからつま先にいたるまで黒一色の貫徹。

　徹底的に黒にこだわったファッションは、ある種槍やりヶが岳たけに通じるものがあったが――しかしもちろんこの女は槍ヶ岳ではない。槍ヶ岳よりも少し背が高いように見える。眼まな差ざしは知性を帯び、やり手のキャリアウーマンといった印象を受けた。

　どこか冷笑的な笑みを浮かべ、女は腕を組んで鉄てつ平ぺいを待ち受けていたのだった。

「何ど処こに行くつもりなのかしら。五十嵐いがらし鉄平くん」

　女の声は、校内放送と同じ声だった。鉄平はじりじりと後ずさる。

「……誰だれだテメエ」

「『誰だテメエ』？」女は眉まゆをひそめた。「初対面の、しかも年上のお姉さんに向かって、タメ語のテメエ呼ばわりは感心しないわね。槍ヶ岳はどういう教育をしているのかしら」

　女の口から槍ヶ岳の名前が出てきたことで、鉄平は確信した。やっぱりそうなんだ。

　こいつは《内界人》なんだ。

　槍ヶ岳と同じ、内界人。

　内界人とは、鉄平のいるこの世界とは別の――彼らの言葉でいう『内世界』（またの名を『第一世界』）という世界に住む人間のことを言う。反対に鉄平の世界は『外世界』（またの名を『第三世界』）。

　内界人の有する『科学』は外世界のそれを遥はるかに凌りよう駕がし、『第二世界』という狭はざ間まを経由することで自由に世界間を行き来することができる。その要領で槍ヶ岳は度々鉄平の元に現れ好き勝手に振り回してくれたのだ。この女が放送室で声を流した後、こうして瞬間的に鉄平の前に移動してきたこともこの『科学』によるものだろう。

　……またなのかよ？

　鉄平は何よりもまず泣きたくなった。槍ヶ岳だけでも相当に厄やつ介かいなのに、また妙な奴やつが登場したのである。これからの苦労が確信されてやるせなくなった。

「名前くらいは槍ヶ岳から聞いていないのかしら？」女は頬ほおに手を当てた。「私の名前は大おお目め玉だま。ＢＴＶブラックテレビの専属リポーターよ」

　大目玉。ＢＴＶ。心当たりのあり過ぎる名前だった。

　この名前たちこそ、前回のバレンタイン爆弾騒ぎの主犯。

　槍ヶ岳の所属するＯＴＶお気楽テレビのライバル局、ＢＴＶブラックテレビ。ＢＴＶというテレビ局はブラックユーモアを売りにしているらしく、槍ヶ岳の持ち込んだバレンタイン交流企画に便乗して羽は原ばら羽ばね高校の校舎に爆弾を仕掛けるというとんでもないことをしでかした。そしてそれを鉄平たちが解体処理に走るのをカメラに収めようと目もく論ろんだのだった。

　結局その目もく論ろ見みは失敗に終わったのだが、槍ヶ岳を参考に内界人の性質を考えると、それで引き下がってもらえるとは鉄平も思っていなかった。

「今度は……何のつもりだ」鉄平は恐る恐る訊たずねた。「爆弾の次は、何だ」

「そんなに警戒しないでほしいわね。槍やりヶが岳たけの相手をしていたら無理もないけど」大おお目め玉だまは苦笑し、「何のつもりも何も、親切にあなたたち羽は原ばら羽ばねを百ゆ合り百ゆ合り学園に連れて行ってあげると言っているのよ。あなたたちはそこで、自分の意志で学園に突入する――ただそれだけの話」

「嘘うそつけッ！」鉄てつ平ぺいは断言した。「お前は槍ヶ岳と同じ、内世界の人間なんだろ!?　だったらそれだけで済むわけねえじゃん！」

「もちろん収録はさせてもらうわ。《ホワイトデー特別企画『羽原羽高校ＶＳ百合百合学園』》とでも銘めい打うって。でも実際私たちがやることと言えば羽原羽高校の生徒たちを百合百合学園まで招待し舞台を作る――ただそれだけのこと」

「ンなわけねえじゃん！　バレンタインに自分たちがやったことを忘れたつもりかよッ？」

　バレンタインデーに羽原羽の校舎に爆弾を仕掛けたのは、この大目玉を始めとするＢＴＶブラツクテレビの連中だ。槍ヶ岳たちＯＴＶお気楽テレビがそれを事前に偽物とすり替えたから被害はなかったものの、そうでなかったら今いま頃ごろこの校舎は粉々に吹き飛び尋常でない数の生徒たちが死んでいたのだ。

　未遂に終わったとはいえ、その愉快犯的殺意を、鉄平は見逃すわけにいかない。というか何な故ぜ内世界の警察はこいつらをシバかないのかすこぶる疑問だ。

「俺おれは絶対にお前らを許さない」

　鉄平はきっぱりと言った。

「別に具体的にどうこうしようとは思わない。でも――ずっと許さない。俺の大切な仲間を」ゆかりを。「危険にさらした、そのことはずっと許さない。だからお前らの命令とか番組の収録とか、そういうのには関かかわらないし従わない。そんなつもりは、ねえ」

　拳こぶしを握り締め、大目玉を真っ向から睨にらみ付けて――鉄平は静かに怒っていた。

　大切なものがたくさんある。この学校に。

　それを壊そうとする奴やつは、誰だれであろうと許さない。

　近付けさせない。

「俺が言いたいことはそれだけだ。わかったら帰れよ」

「……やっぱり一筋縄ではいかないわね」はぁ、と大目玉はため息をついた。「ところでひとつ訊たずねてもいいかしら」

「あ？」

「古こ都とゆかりが今、何ど処こにいるのか気にならない？」

「……ッ！」

　ゆかりは今日、

　欠席だった。

「お前、まさか……！」

「ああ、カンチガイしないで。別に人質になんてしていないわ」大おお目め玉だまはあっさりと否定し、「ただ最近、あなたと古こ都とゆかりが不仲だという噂うわさを聞いたから。言ってみただけよ」

「……」

　今度は鉄てつ平ぺいが黙る番だった。

　三月上旬のある日。初デートでケンカ別れをしてから、鉄平とゆかりは会話のひとこともなくなってしまった。教室で毎日顔を合わせているのだが、言葉を交わすこともちょっとしたやり取りも何ひとつなかった。鉄平がぐちゃぐちゃと考えて何もできない間も、ゆかりから何かアプローチしてくる素振りもない。

　バレンタインのときよりもずっと気まずい空気が、ここ最近続いていた。

　それが噂になっているなんて――

「――噂？」

　はっと気付いた鉄平に、大目玉は頷うなずいた。

「悔しいけれどＯＴＶお気楽テレビの《外界ウォッチング》は内世界でも一番人気の番組よ。その特番といえばあなたたちふたり。『鉄平×ゆかり』カップルは内世界でも有名なのよ」

「ゆ、有名？」

　鉄平の反応が面白いのか、大目玉はふっと笑った。

「内世界においてあなたたちを知らない内界人はいないわ。誰だれもが皆、あなたたちの活躍と恋の行ゆく方えを楽しみにしてる。今も五つくらいの出版社がふたりのカップル解説書を出版させてもらえるようＯＴＶに打診しているわ」

「いやいやいや意味わかんねえしっ」

「ちなみにＯＴＶがあれだけあなたに干渉しておいて罪に問われないのは、その人気があるためなのよ。下へ手たに上が手を出すと暴動が起こるからね」

　鉄平は唖あ然ぜんとせざるを得なかった。

　超理不尽!!

「もっとも、今も問題があると言う人はいるけれど。ほとんどの内界人は不問にしているわ」

「プライバシーってもんはないのかよそっちには！」

「そんなわけであなたたちは特例中の特例なのよ」大目玉は鉄平のツッコミをかわし、「だからどんなに無茶なことをあなたたちに強しいても、罪には問われにくい。曖あい昧まいに見過ごされているから」

　――と。

　目の前から大目玉の姿が消えた。

　え？　と思った瞬間に、背後から首筋を撫なでられるような気配を感じた。慌あわてて振り返る鉄てつ平ぺいの首回りを、背後に移動していた大おお目め玉だまの両手が一瞬だけ被おおってさっと引っ込んだ。

「――な？」

「おっと、うかつに触れちゃダメよ」大目玉はニコリと笑って鉄平の手を掴つかんだ。「下へ手たに引っ張ったりしたら、爆発しちゃうから」

　鉄平は凍りついた。恐る恐る視線を下にやると、何か極細の針金の輪が自分の首に下がっていた。

「こ、これは……」

「この首輪は今日の正午きっかりに爆発する」大目玉はニコニコと続けた。「走ったり飛び跳ねたり、ある程度の衝撃には耐えられる。しかし強引に外そうとする――例えば引っ張るといった――動きを感知したら、爆発するようになっているわ。解体も不可能といっていい。取り付けた私にもできない。前回の交流会で使うタイミングをなくしちゃったから、今回再利用してみたわ」

「な――おい」

「解除方法はただひとつ。特定の解除信号を持つ《鍵かぎ》を首輪に差し込むこと。もちろん正午までにね。その《鍵》は――」

　言われなくても鉄平にはその言葉の先がわかった。やられた。

《鍵》は百ゆ合り百ゆ合り学園にある。否応なしに鉄平を学園に行かせるつもりなのだ――。

　しかしそれ以上のオマケを、大目玉は加えてきた。



「《鍵》は、学校を公欠し百合百合学園の編入試験を受けに来ている古都ゆかりが持っている」

　　　＊

　……というわけで。

　グラウンドに現れたのはほとんど廃車同然のボロボロのマイクロバスだった。集まった生徒たちは一一七名（うち四四名が何な故ぜか女子）、合計四台のバスにバラバラに乗り込んでいった。全員が乗り込むとバスは予告なく走り始めた。大目玉の姿は気がつけば何ど処こかに消えていた。

　一、二年生の混合で初対面の人間が少なくなかったはずなのだが、同じバスに乗った生徒たちは学年どころか男女関係なく顔を突き合わせ、大目玉から与えられた学園の敷地図を広げて真剣に戦略を練っていた。今日に備えて学園側が警備を強化しているということを聞いたため、全員が真剣だった。

「この塀は越えられないのか？」「いや無理だろ」「でも全員で肩車してひとりでも塀の向こうに越えられれば、そいつが正門を開けて……」「ひとりじゃすぐに捕まっちゃうよ」「第一そんな雑技団みたいなことできねーよ」「裏門とかないの？」「業者の搬入用の出入り口があるな……」「ああ、ダメっぽくね？　まず正門の前を通らなくちゃいけない」「あ、バスの上に乗るとか？　そっからジャンプ」「落下して脚の骨折れるに決まってるじゃない。もうちょっと真ま面じ目めに考えてよ」「向こうもなんか対策とかしてんのかな？　ボディガードとか」「ンな馬ば鹿かな」「でも警備員くらいはいそうよね。男子禁制なんだからそれを見張る人は当然いるわけで」「よくよく見たら塀の周りもほとんど森だな」「じゃあ正門の前を迂う回かいして別ルートから、ってのは」「無理っぽいわ。少なくともバスで行くのは難しい」「なあ、噂うわさで聞いたことがあるんだけど。百ゆ合り百ゆ合り学園って郊外の寂さびれたところにある分、犯罪防止のために監視カメラをたくさん設置してるって……犯罪を未然に防ぐためとかなんとか」「うわ、それ早く言えよ！　それってもしかしたら学園までの道路にもカメラがあるかもしれないってことじゃないか？」「ま、まさか……」「いやあり得るぞ」「でも公道にカメラなんて」「確か敷地一帯の道路は公道じゃなくて、学園が買い取ってるって聞いたことがある、学園生から」「マジか」「マジっぽいな」「百合百合学園なんだもんな……」「どうする」「どうする？」

　どうする？

「てっぺーもなんか案とかないか？」

　ふと気付いた藤ふじ森もり文ぶん七しちが言い、窓際でふてくされていた鉄てつ平ぺいは億おつ劫くうそうに目だけで振り向いた。

「……」

「な、なんだよ？」

　鉄平にジト目で見られ、文七はちょっと後ずさる。

　この男、藤森文七は鉄平と同じ２―Ｃのクラスメイトだ。本人は無造作ヘアと主張して止やまない頭髪は正直ただのボサボサ髪で、詰つめ襟えりのボタンは全開にして中の赤い派手なシャツはだらしなく裾すそを出している。両耳にいくつもピアスの穴が空いているが肝心のピアスはない――大方毎度のごとく朝っぱらから生活指導の先生に没収されたのだろう。どこかぼんやりとした風ふう貌ぼうで、これで自分はイケメンと考えているらしいが無論クラスの誰だれからも認知はされていない。中途半端にチャラチャラした男だ。

　そんな文七は、何な故ぜかバスに乗り込んだ面子メンツの中心に立って敷地図を広げていた。どうやら暫ざん定てい的なリーダーに選ばれたようだ。

　鉄平はうろんげに級友を見つめ、口を開いた。「ひとつ聞いていいか？」

「え？　何さ」

「お前、ハヤミマコトだろ？」

「……え？」

「え。じゃねえよ。ハヤミマコトなんだろ？」

「え……えぇ？」

「えぇ。じゃねえよ。ハヤミマコトなんだろ!?」

「誰だれだよそれ!?」

　半ば八つ当たり気味な詰問だったが、鉄てつ平ぺいが疑うのも無理はなかった。

　昨年のクリスマスもひどいものだったが、先月のバレンタインも劣らずにさんざんだった。校内に仕掛けられた爆弾を高校生の自分たちが解体処理して回るという、理不尽極まりない展開。そしてこのクラスメイトの藤ふじ森もり文ぶん七しちには『第二世界』の生命体、ハヤミマコトが《擬態》して入れ代わっており、本物は長い間監禁されていたのだという。バレンタインデーの翌日、戻ってきた本物の文七に話を聞いてみると「ここ二週間ばかりの記憶が曖あい昧まいなんだよな。バレンタイン交流企画って何だっけ？」とぼんやりとしたコメントが返ってきた。本人は軽い記憶喪失としか思っていないようだが（能天気にもほどがある）これは内界人たちに記憶操作を施されているためだった。内界人たちはこうして記憶を操作することで自分たちの存在を知られないようにし、実際バレンタインの爆弾騒ぎを知っている外界人は鉄平とクラスメイトの古こ都とゆかり、そしてバレンタイン交流会で知り合った私立百ゆ合り百ゆ合り学園の学園生、霧きり島しま曜よう子この三人だけだった。

　今日もイベントということでハヤミマコトの登場を危き惧ぐしたのだが――

「ハヤミマコトなんだろ!?」

「だから誰なんだよそれ!?」

　今日は違うらしい。

　……何はともあれ。

　羽は原ばら羽ばね高校の生徒が百合百合学園に突入するのに交じり、学園で編入試験を受けているらしいゆかりから《鍵かぎ》を得られなければ、本日の正午を持って自分は死ぬ。今回はそういうことになった。

　自分の命がかかっている――そのことについて鉄平はあまり重く捉とらえていなかった。今までの例から考えれば、ずいぶんと気が楽だからだ。他人の命は何ひとつ関係ない、自分のためだけに奔ほん走そうする。自分の命がかかっているにしても、これまでの経験に比べればなんてことはないように思えた。大丈夫。自分はやれる。ただ――

　鉄平は唇を噛かんだ。

　――ゆかり……。

　ほんとに転校しちゃうのかよ？

　今月の始めにようやく初デートをしてから――初ケンカをしてから、ゆかりとは気まずいままだ。あの日から電話もメールもなくなり、教室では極力視線を合わせないようにしている。ゆかりはまだ怒っているらしくあちらからのリアクションは皆無だ。鉄平の方も仲直りするきっかけもないままに徒いたずらに時間だけが経たってしまった。

　ゆかりは今も、着々と転校の準備を進めている。そのことを知って鉄平はショックだった。本気でゆかりが何を考えているのかわからなくなった。

　――平気なのか？

　今ここで離れてしまって――俺おれたちは大丈夫なのか？

　軽く鬱うつになってうなだれる鉄てつ平ぺいの横から、文ぶん七しちが話しかけてきた。

「そういえばてっぺー。熱いよな、お前って」

「……あ？　何の話だよ」

「何って。百ゆ合り百ゆ合り学園には今、ゆかりちゃんがいるんだろ？」

「――え？」鉄平は驚いて顔を上げた。「なんで知ってんの？」

「ん？　だってゆかりちゃんが言ってたぜ。転校するって。ちょうど今日じゃなかったっけ編入試験」

　そうだった。鉄平は思い出した。徹底的に空気が読めないのか、こいつは自分たちが気まずいのも構わず普通に話しかけていたのだった。自分にも、ゆかりにも。そのときゆかりから転校のことを聞き出していてもおかしくはない。でも。

　鉄平は少しショックだった。自分の知らない事実をただのクラスメイトの文七が知っていたのだ。こんなどうでもいい奴やつが……。

　ずーんとさらに落ち込む鉄平に、文七は能天気に続けた。

「いやー、それにしてもお前は熱い男だよ。見直しちゃったよ」

「……だから、何の話だ？」

「何って。あれだろ？」

　文七はきょとんとした顔で言った。

「ゆかりちゃんを連れ戻しに行くんだろ？」

　驚いた顔をする鉄平に、文七は首を傾かしげた。

「あれ？　違ったか？　てっきりてっぺーはゆかりちゃんの転校には反対で、それが原因でケンカしてんだと思ったけど。俺の考えすぎ？」

「あ……いや」

　鉄平は首を振る。そうか。そうだよな。

　――俺はここ数日、何を悩んでいたんだろう？

　連れ戻すとまではいかないまでも――我慢する必要は、ないんだ。

　正直な気持ちを、率直に伝えればいい。一度でダメなら二度でも三度でも何度でも。ひとりで悩んで考えてたんじゃ何も解決にならない。これは俺だけの問題じゃない、俺とゆかりの問題なんだ。

　話しに行こう。ここずっと考えていた俺の気持ちも、俺がやろうとしていることも全部伝えて、その上でゆかりの気持ちを聞いて。

　それからもう一度、ふたりで悩もう。

　それでいいんだ。

　それで――

「……ん？」鉄てつ平ぺいはふと気付いて、文ぶん七しちに訊たずねた。「お前、今なんて言った？」

「へ？　『俺おれの考えすぎ？』ってとこ？」

「いやもっと前」

「『てっきりてっぺーは転校には反対で』」

「その続き」

「『それが原因でケンカしてんだと思ったけど。』」

「それだよ。け、ケンカって何のことだ」

「……本気で言ってんの？　てっぺーとゆかりちゃんのケンカのことだよ」

「なんで知ってんだよ!?」鉄平は思わず身を乗り出した。ケンカのことは誰だれにも話した覚えはない。「ゆかりが言ったのかっ？」

「言ってないよ。でもそんなのすぐにわかることだろ？」文七は心底呆あきれたような顔をしていた。「仲のいいお前らがここ最近はギスギスしてたんだ。気付くなっていう方が無理な話だろ」

「そ、そうかな……」

「……ひょっとしてお前らが付き合ってるのもバレてないと思ってる？」

「なんだと!?」

　衝撃を覚えたように鉄平は立ち上がった。それこそ自分たちの仲は誰にも言った覚えはない。教室でも極力覚られないようにしていたというか休み時間もゆかりは自習していたのでそれっぽいことはしたこともなく、だから誰にも気付かれてないと思っていた。

「なんで知ってる!?」

「いやゆかりちゃん、健けな気げにお弁当作ってたりしたじゃん。てっぺーに。他ほかにも色々あるけどそれだけで決定的だろ」

「ば、馬ば鹿かな！」

「どちらかっていうとこの場合の馬鹿はてっぺーだよな。ちなみに言っとくけど、てっぺーとゆかりちゃんが付き合ってることはウチのクラスだけじゃなくて学校中に知れ渡ってるからな」

「なっ、なんだって!?」

　鉄平は驚きよう愕がくして車内を見回す。同じクラスの生徒はもちろんのこと他クラスや一年生までこちらを見て頷うなずくのだった。

「五十嵐いがらし先輩と古こ都と先輩のカップルは有名スよ」一年生の男子が言った。「環境を越えたカップルッス。なんかすげえッス」

「萌もえるよねー」

　これは二年生の別クラスの女子。

　口々に生徒たちが言うには、鉄てつ平ぺいとゆかりが付き合っているという事実は加速度的に校内に広まったとのこと。一般人鉄平が有名ゆ企業かの娘りのハートを射止めた――学園生との交際を禁止された羽は原ばら羽ばねの生徒たちにとってそれはほとんど伝説的な出来事だったのだ。

「ちなみにイヴに全身複雑骨折で入院していたことも、俺おれらの中で伝説です」

「それを言うな！」

　鉄平は思わず腰を浮かせて窓を背にした。信じられない。恥ずかしくて誰だれにも言わずにおいたのに、それがクラスどころか全校にまで知れ渡っているとは……！

「今まで隠し通せていたと思ってたお前は本当にアッパレだよ……まあいいさ」文ぶん七しちは嘆たん息そくして、「とにかく、全校的にてっぺーとゆかりちゃんが付き合っていることは周知の事実だし、それと同じくらいにふたりがケンカの最中だってことも周知の事実だ」

「うぅ……ッ！」

　鉄平はぎくりと硬直し、三度面子メンツの顔を見渡すと皆一斉に頷うなずくのだった。

「俺ら応援してるんですから」

「もうちょっと頑張ってくださいよ」

「男でしょ？」

「くぅぅ……！」

　なんだか全身の血が沸ふつ騰とうしそうなほどの羞しゆう恥ちを覚え、鉄平は頭を抱えた。自分のことがクラスにも学校にも別世界にすらも知られている――

　世界は狭かった！

「しかしお前も憎いよ。ホワイトデーに恋人を連れ戻しに行く――燃えるシチュエーションじゃん。実際アレなんだろ？　バレンタインのお返しもちゃっかり用意してあんだろ？」

「……」

　ちゃっかり用意してあった。今は詰つめ襟えりの内ポケットの中にある。

　さんざん迷って用意したプレゼントだった。昨日までどうやって仲直りしたらいいのかわからなくて、とりあえず街中を不審者のごとくさまよいさまよいしてようやく見つけたものだ。実際どうやって渡すのか、どうやってうまく仲直りするのに役立てるのか、全然考えていなかった。

　鉄平は深く嘆息して――でも腹をくくった。こうなったら、必死になってゆかりの元に走ろう。

　自分の命のために。

　プレゼントを渡すために。

　ゆかりの手を、もう一度つなぐために。

「……そういえば」鉄平はふと気付いた。「文七はなんでこのバスに乗ってんだ？」

「え？」

「だってお前、バレンタインの記憶ないんだろ？　コクる相手なんていないじゃん」

「何言ってんだよてっぺー！」文ぶん七しちは声こわ高だかに宣言した。「これから見つけるに決まってんじゃん！」

「……イヴの合コンといい、お前のその欲望は何ど処こから生まれるんだ」

「それこそ何言ってんだてっぺー。皆似たようなもんだろ？」

「え？」

　言われて鉄てつ平ぺいが見回すと、車内の生徒たちはまたまた一斉に頷うなずいた。

「別に俺おれら、告白とかされてないッス」「でも好きなんだ」「だからこの想おもいを知ってもらうんです」「お姉さまに伝えないと私、溢あふれちゃうんです」

「…………本当に色々突っ込んでやりたいんだけど、とりあえずこの面子メンツに女子が交ざっているのはおかしいよな」

『恋愛に性別なんて関係ないのデス』

　……

　どこか機械を通したような音声が車内に響き渡り、鉄平は動きを止めた。

　声は――車内マイクによるものだった。そしてその声は……。

「……」

　ゆらりと立ち上がり、鉄平は生徒たちを押しのけて運転席に向かった。そこでは当然の如ごとく運転手が前を向いて運転していた。清潔すぎるくらいに真っ白な制服を着、目ま深ぶかに被かぶった帽子からは赤い髪が覗のぞいている。

「……オイ」

『ハイ。何か御用でしょうか？』

　車内マイクを手にした運転手が、笑顔でこちらに振り向いた。

　白いフレームの下縁眼鏡めがねが真っ先に目に入った。パンツスーツの制服も制帽も真っ白。唯一真っ赤な髪は野や暮ぼったいおかっぱで前髪がきれいに切りそろえられている。左手はマイク、右手はハンドルを握り、その両手は白い手袋をはめている。そいつは何がそんなに嬉うれしいのか恐ろしく上機嫌な笑顔を浮かべてこちらの顔を見上げていた。

　その胸元には『やりがたけ』とひらがなが書かれたネームプレート。

「……何してんだ」鉄平は眩暈めまいがした。「槍やりヶが岳たけ……」

『ハイハイ槍ヶ岳です』運転手――槍ヶ岳は楽しくて仕方がないといったようにニコニコと頷いた。『どうも一ヶ月ぶりです』

　こいつこそが全すべての元凶。

　昨年のクリスマス・イヴ以来、鉄平を振り回し続けている――内世界のＯＴＶお気楽テレビの専属リポーターである。

　　　＊

　曜よう子こは笑顔でゆかりに解説した。

「ここが高等部第二食堂です。第一食堂は和食が主なんですけど、ここはイタリアンがメインです。本場の有名レストランから招いたシェフが料理長をしているのでとっても美お味いしいんですよ。あたしのオススメはランチメニューの車海え老びのフリットです」

「フリット？　フリットってリゾットの親しん戚せき？」

「……え？」

「え？　あ、あれ？　私おかしなこと言ったかな？」

「いえ、その……ああ、わかりました！　古こ都と家のシェフさんはあんまりメニューの解説はなさらないんですね？」

「え？　ううん、それくらいはしてくれると思うよ。おじいちゃんと食べるときはいつもシェフの人がいろいろ教えてくれてたし。ただ私が、そういうイタリアンとかを食べる機会が少ないから……」

「イタリアンは苦手なんですか？　和食や中華の方がお好みだとか？」

「あ、うん。そうそう、私は和食が好き。今の時期は鯛たいが美味しいんだよ」

「あ、わかります！　あたしもつい最近銀座の老舗しにせで鯛の炭火焼きを……」

「いいなぁ、炭火焼き。私なんてガスコンロで精一杯だよ」

「……え？」

「え？　あ、あれ？　私おかしなこと言ったかな？」

「いえ、その……もしかしてゆかりさん、料理は……あ、いや、その、まさか自分でなんて」

「？　うん、そうだよ。ひとり暮らしだから自炊してるんだよ、私」

「ええっ」

　信じられない、という顔で驚く曜子に、ゆかりは苦笑した。やはりＫＯＴＯ現社長の孫にして次期社長候補の自分が自炊している、というのはよほどおかしなことらしい。

　自宅のアパートから市バス、電車、学園バスと乗り継ぐこと二時間強。朝イチから行われる編入試験のため私立百ゆ合り百ゆ合り学園を訪れたゆかりは今、学園生の霧きり島しま曜子に学園の中を案内してもらっていた。

　ちょ、ちょっと休憩しません？　という曜子に誘われ、ふたりは食堂の二階にあるカフェテラスに移動した。曜子は飲み物を持ってくると言いカウンターに小走りに駆けていく。

　名前こそ「食堂」となっているが、その実、それだけでやっていけそうな高級レストラン然とした建物である。あまり派手さはなく、シンプルな調度品のそろったシックな内装。二階のカフェテラスはそれこそ学生食堂とは思えない、一階のイタリアンから一転、ログハウス風の木材の匂においが香る、ゆうに百人単位は収容できるだろう広い空間だった。学園は自然の多い土地にあり、ゆかりが座った窓際から覗のぞく景色――遊歩道や建物の棟、その向こうに広がる森――と木材の店内とはうまい具合に調和しているように感じた。ただ何な故ぜか店内に他ほかの客の姿はなかった。

　切り株状の椅い子すに腰掛けて、ゆかりがしばらく脚をぶらぶらさせていると、お盆を持った曜よう子こが戻ってきた。お盆の上にはほんのり湯気の立つカップがふたつ。

「いい匂においだね。紅茶かな」

「ハーブティです」曜子はニコリと笑った。「ローズヒップとハイビスカスのブレンド。あたし、これに蜂はち蜜みつを入れるのが好きなんです」

　曜子とは先月行われた交流企画で同じグループに割り振られ、そして共に爆弾解体に挑んだ仲でもあり、企画後も何かと連絡を取り合うようになった。

　霧きり島しま曜子。ふんわりボブシルエットの襟えり足あしロングの髪に、整った笑顔を浮かべる、雰囲気のキレイな女の子。初めて会ったときはおしとやかで物腰の落ち着いた子だなぁ、と思っていたけれど、一緒に爆弾解体をしてからは少し印象が変わった。くるくると表情を変え、気持ちを真まっ直すぐにぶつけてくれるとてもカワイイ女の子。

　曜子が着ているのはピンクのブレザーに濃い目のスカートという学園指定の制服。有名ブランドのデザイナーにデザインと製作を依頼して作られたという噂うわさに相応ふさわしく、とてもオシャレな制服だと思う。それを曜子はとても自然に着こなしていて、時々ゆかりは見とれてしまう。

　曜子はハーブティを味わいながら、ほんのりと頬ほおを桜色に染めている。曜子は交流会の合同授業の一件以来、何故だか自分になついてくれているようだった。授業のラストを飾った『国語』でも「これからも友達でいてください」という内容の手紙（名目上は『恋文』）をくれた。同い年のはずなのに「ゆかりさん、ゆかりさん」と妹のようについて来るのは、なんだかくすぐったく感じた。今も何故かこちらを熱っぽく見つめているような気がする……。

「……かわいい」

「え？」

　ぽつりと曜子が何か呟つぶやいた。聞き返すゆかりに曜子は頬を染めて頷うなずいた。

「やっぱり、かわいいです」

「な、何が？」

「今こうして落ち着いてから改めて見て……やっぱり素敵です、その私服」

　言われてゆかりは、ちょっと顔を赤くしてうつむいた。

　今日のゆかりの方は制服でなく、白いシャツに黒のタイ、チェックのスカート、黒のハイソックスという私服だった。後頭部の左右で髪をツインテールに結っているリボンは黒。全体的に黒白でまとめてみた。本当は制服で試験を受けるつもりだったのだが、現在百ゆ合り百ゆ合り学園は羽は原ばら羽ばね高校と緊張関係にあり、学園側から制服ではなく私服で来てほしいという連絡があったのだ。

「そ、そうかな？」

「はい。私服、というか……私服姿のゆかりさんが……」

「え？」

「はぅ……」

　というため息をつき、頬ほおに手を当てて曜よう子こはこちらを見つめ続ける。照れくさいというよりは何か別の奇妙な空気を感じ、ゆかりはなんだか落ち着かなくなった。

「そ、そういえば編入試験、まだ始まらないのかな？　もう十時を過ぎちゃったよ」

　そうなのだった。

　本当だったら今いま頃ごろは編入試験を受けている真っ最中なのだが、突然学園の教師側から「もう少し待ってほしい」と言われたのだ。本来ならば曜子も授業を受けていなければいけない時間帯なのだが、まさか古こ都と家の息女を手ぶらで待たせるわけにもいかず、知り合いの曜子が自ら申し出たことにより彼女は公欠扱いとされ、ゆかりに学園を案内する役目を任じられたのだった。

「準備が遅れてるのかな」

「準備って言っても……試験を受けるのはゆかりさんだけですよ。確かにこんなに待たされるのはちょっと変ですね」

「うーん……あ、そういえば」思い出して、ゆかりは訊たずねてみた。「さっきから不思議だったんだ。学園生の姿が少ないように感じるのは、私の気のせい？」

「そうなんですよ。少ないんです今日に限って」曜子は頷うなずいた。「同級の、高等部の二年生とは会えるんですけど、中等部とか大学部の方々の姿はとんと見なくて。なんだか登校すらしていないようで……」

　学園バスにも乗客は少なかったようにゆかりは思う。高等部二年生は登校しているが、しかしその他ほかの生徒は来ていない。何か理由があるのだろうか？　そういえば校門の警備もなんだか物々しかったような……。

　そのとき、ふと意を決したように曜子が言った。

「……それより、本当にいいんですか？」

「え？」

「本当に学園に来ちゃって、いいんですか？」

　ゆかりは返す言葉を飲み込んだ。

　曜子はうつむき、

「ゆかりさんが学園に来てくれるのは、あたしにとっては本当に嬉うれしいし、大歓迎なんですが……でもやっぱり、気になります。五十嵐いがらしくんのことはいいんですか？」

　――いいわけが、ない。

「大丈夫だよ」ゆかりは微笑ほほえんだ。「鉄てつ平ぺいくんにも了解は得てるから。曜よう子こちゃんが心配することは何もないよ」

　――嘘うそ。

「了解……してるんですか、五十嵐いがらしくんは」曜子は納得がいかない様子だった。「だって付き合い始めてまだ一ヶ月なんですよ？　五十嵐くん、無理とかしてなかったですか？　ゆかりさんに気を遣つかってたとか」

　――反対されたよ。

「そういうのは全然ないから大丈夫。ちゃんと話し合って決めたことだから」

　――話し合いにもならなかった。

　ゆかりは一片の不安も感じさせないように、微笑み続けた。ふとすると溢あふれ出しそうになる気持ちを、静かにこらえていた。

　ケンカして以来ずっと、鉄平は怒っているらしかった。教室でも話しかけてくれないし、電話やメールもくれない。どうやって仲直りしたらいいのかわからなくて、ゆかりからも言葉を言い出せないでいた。

　鉄平は自分が転校することに反対した。今でも反対していると思う。確かにその気持ちはわかる。自分だって鉄平と同じ場所で同じ時間を過ごしたい。

　でも理解してほしい。

　将来のことを考えたとき。鉄平に一切の負担をかけず、自分ひとりの力でＫＯＴＯ社長の仕事をこなせることを証明するためにも、今のうちからできること全すべてに手を打っておきたい。この転校はちょっと辛つらいことになるかもしれないけど、でも将来のためなのだ。

　ゆかりはいずれ、大企業ＫＯＴＯの社長の椅い子すに座る。それは避けられない事実。だからこそ布ふ石せきが必要なのだ。

　鉄平とずっと一緒にいられるように。この転校が必要なことであることを。

　――理解して、受け止めてほしい。

　お願いだよ、鉄平くん。

　そうしないと、きっとあなたは――。

　曜子はまだ何か言いたげだったが、そのとき『ピンポンパン』と店内放送が鳴った。

『――――全校放送です』

　ゆかりと曜子は顔を上げた。

『敷地内にいる全学園生に連絡です。授業を一時中断し、速やかに北側体育館に移動してください。繰り返します――』

　ふたりは顔を見合わせた。

「……なんだろう？」

「なんでしょう？」

　理由はわからないが、移動しなければいけないらしい。とりあえずふたりは席を立った。

「――って、私はどうしたらいいんだろう？」

　ゆかりが言った。今の放送は学園生に対するものだ。自分はこの後どう動けばいいのかわからない。

「うーん、今のところ指示も何もありませんからね……あ」曜よう子こは腕を組んで首を傾かしげるが、何やら思いついたように言った。「それじゃあ、あたしと一緒に行きましょう！　きっと先生もいるでしょうから、そこで試験のことを聞いてみましょう！」

「え？　で、でも部外者が顔出したりしていいのかな。それにこの格好だからあんまり注目受けるのもちょっと……」

「これから編入試験を受ける人は部外者じゃありません！　事情を話せばわかってもらえます！　そして――その格好で注目受けなければいいんですよね!?」

「へ？　ま、まあ……」

「ふふ、ふふふふふ……」

　こらえきれずに含み笑いをする曜子。ゆかりはちょっと後ずさった。

　　　＊

　新しん城じよう括くくるは三十ピー歳である。

　私立百ゆ合り百ゆ合り学園のＯＧにして大学部で日本語学ゼミの助教授をしている。そのかたわら、高等部で現国、中等部では国語を教える女教師。毎日が多忙だがそれなりに充実した生活を送っている。

　……と思おうと努力している。

　――許しません。わたくしは絶対に許しませんわ。

　先日、大おお目め玉だまと名乗る女から「三月十四日、羽は原ばら羽ばね高校の生徒が学園に乗り込んでくる」という情報を伝えられてから――括は燃えていた。

　――男女交際なんて絶対に認めません!!

　括には男性経験がなかった。十代の青春はすべて学園の中で山なく谷なく消化され、二十代の間も卒業後に現在の所属ゼミに助手として雇われ、時々は非常勤講師として学園生に日本語の何たるかを教え続けた。そして二十代後半に正式な教員となり三十代初めに助教授となった。

　ずっとずっと学園の中で生きてきた。ずっとずっと勉強ばかりして――異性との接触を断ってきた。気が付けば三十ピー歳だ。先月行われたという羽原羽高校の教員とのコンパにも参加しなかった。もうそのような機会もないだろう。

　――だから、許しません。

　自分を差し置いて男の子と触れ合おうなんて、絶対に許してはならない。それを見てしまったら、そんなカップルの光景が学園の中に入ってきたら、そんな眩まぶしいものを見せられてしまったら。

　自分は幸せに押し潰つぶされて――ここでは生きていけなくなる。

　大おお目め玉だまから情報をもたらされるや否や、括くくるは速やかに動き出した。まず二月十四日の羽は原ばら羽ばね高校との交流会に参加した代表生徒一二七名を除き、三月十四日の一般生徒の登校を禁止。さらに警備員の増強、監視カメラの増加、学園の塀周りのセンサー機能を全すべてワンランクアップ。

　そして南側にある正門の真逆――その真北にある体育館に生徒を軟禁、じゃなくて保護。この生徒たちを自宅謹慎にしなかったのは自分の目の届くところで監視、じゃなくて保護するためだった。全校放送により、選択講義に出ていた学園生たち（いつもより断然に少ない生徒数にさぞかし戸惑っていただろう）は続々と体育館に集まりつつある。

　私立百ゆ合り百ゆ合り学園は元々篭ろう城じようには適していると言える。街から離れ郊外に位置し、そこへ至る道もひとつしかない。その道も三キロ強という距離。よって災害時に備え、防災シェルターが学園の各地に設置されている。どのシェルターも百単位の人数が収容可能で、二週間分の食糧、換気システムが整っている。学園生のほとんどが財界や芸能関係で活躍する両親を持った才女たちで、それに伴い各方面から多くの経営援助金が寄付されているのだ。それを守り預かるためにはあらゆる事態に対する備えが必要なのである。

　北側体育館の地下に第四シェルターがある。いざとなれば学園生をそこに閉じ込め、じゃなくて避難させてしまえばいい。正門からの最遠距離、という理由のほかにも、ここを選んだのにはそういう意味がある。

　準備は完かん璧ぺきに整った。羽原羽の生徒は今もここに向かっているらしい。

　――させませんわよ。

　学園は学園生の男女交際を管理している。学園内の教員たちも事務のよぼよぼの爺じじいたちを除けばほとんどが女性だ。交際を望むにしても学園に申請し許可を得られなければ叶かなわない。それは全て、右も左もわからない学園生が変な虫に捕まらず然しかるべき環境で育った男性と結ばれるため――将来のためなのだ。

　それに反する行為など、私し怨えん込みで括は容認できない。

　――来るがいいわ、羽原羽あばら骨高校。

　このわたくしが、叩たたき潰して差し上げます！

　　　＊

　空が、灰色に濁っている。

「――ひと雨来そうです」

　私立百合百合学園大学部総合教育棟、の屋上。

　そこにひとりの少女が立っていた。

　年の頃は中学に入り立てかというほど幼い顔つきだが、それに似合わずどこか能面のように表情のない顔をしている。不健康なほどに小さな体たい躯くと細い手足にはどこか痛々しさがつきまとい、それでいてたたずまいには人形のような無機質さがある。

　学園の制服を着た少女は、そっと小さな肩を抱いた。耳を被おおう程度のショートカット。瑞々しく、艶のある金髪が、冷気をまとう風に揺れる。

「冷えます」

　表情も変えずにぽつりと呟つぶやき、屋上の入り口に引き返そうとする――その前に、背後の景色を一望する。

　総合教育棟は学園のほぼ中央に位置し、屋上に立てば三六〇度学園を見渡せる。高く長くそして頑丈な一枚のコンクリートの塀を隔へだて、少しずつ緑を帯びつつある森がずっと続いている。その向こうには雲にかすむ山。けれど近い。中等から大学までのエスカレーター式の学園を建設するためにはこのような郊外の、山の麓ふもとのような場所でなくては必要な土地を確保できなかったらしい。塀の中には様々な教育棟が並んでいる。

　南に位置する正門に目をやる。まるで鉄格子のような門。

　門は固く閉ざされ、その中にも外にも合わせて百近くの警備員たちが立っていた。その視線は誰だれひとり例外なく門の外――学園にいたる唯一の一本道に向けられていた。

　もうすぐ、彼らが来る。

「お手並み拝見、と行きます」

　そして少女は背を向ける。遠い門に向かって。

「五十嵐いがらし鉄てつ平ぺい――」



    

  
    
      


【第２話・ぶっこみ上等！】

残り九二分

残り一四一〇四メートル



　全すべては大おお目め玉だまの計画通りに進んでいた。

　羽は原ばら羽ばね高校ＶＳ百ゆ合り百ゆ合り学園という図式――多少大掛かりにはなってしまったが、結局のところそれはただのお膳ぜん立だてに過ぎない。本来の目的は五十嵐いがらし鉄てつ平ぺい、彼を追うことにあった。

　本人にも言った通り、五十嵐鉄平は内世界において注目度が高い。身体からだひとつで理不尽へと立ち向かっていく――その体当たりの姿勢は多くの内界人を魅了して止やまない。現在までの出演回数はたった二回ほどだが、そのどちらもＯＴＶお気楽テレビは他局よりも圧倒的な視聴率を確保している。

　だから三度五十嵐鉄平が走る――その謳うたい文句だけで当日の視聴率は跳ね上がると言っていい。主役は五十嵐鉄平。そのために彼に爆弾なんぞを付けてさらにこのような舞台作りまで行ったのだ。

　あとは、そう――予定通り五十嵐鉄平が古都ゆかりの元にたどり着ければいい。

　そもそも大目玉は鉄平を爆弾で殺すつもりは全くない。そうなる前に上う手まくふたりが出会えるように計らうつもりだ。バレンタインのときはハヤミマコトに全ての罪を押し付けるという方法があったからこそ、学内に爆弾を仕掛けるという暴挙に出られたが（その舞台裏を知っているはずのＯＴＶは何な故ぜか訴えもせず静観している）――今回は違う。

　はっきり言って今このタイミングで鉄平がゆかりに会うのは、最悪のタイミングと言える。目標を定めそれに向かっている者ほど、その足を引っ張るものにはうんざりさせられるものだ。

　大目玉はそれを利用する。ゆかりの意識を編入試験に集中させ、そこに五十嵐鉄平が現れるように仕組む。彼は自分の道を進もうとする彼女に感情的に「転校するな」と口にする――するとどうなるか？

　実のところ大目玉は古こ都とゆかりを高く評価していた。クリスマスの事件では最後の最後にハヤミマコトに立ち向かい、バレンタインの事件では震えながらも爆弾と闘い抜いた。その芯しんの強さ。彼女には目的を貫き通すことのできる頑かたくなさがある。こうと言ったら迷いながらもやり通す――そうした有言実行の心。そして将来を見据えて確実にステップを踏もうとする姿勢。

　対する五十嵐鉄平は、確かに意志の強さは認めるが――何分、感情的に過ぎる。感情の赴おもむくままに行動し、死をも恐れぬ姿勢には賞賛の声も多いが、それだけで渡っていけるほど世の中は甘くない。時には冷静に事象を見極め、己の力量を秤はかりにかけて《現実的に》行動しなければいけないことは往々にしてある。五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいにはその観察眼に通ずる冷静さが決定的に欠けている。

　将来を現実的に見定め大人へとなりつつある少女。

　目の前の感情に忠実な、未いまだに子どものままの少年。

　このふたりが出会い、それぞれの考えをぶつけ合った場合――どうなるか？

　環境の相違どころではなく、根本的な価値観の相違――どうなるかなど考えるまでもない。それこそが大おお目め玉だまの真の狙ねらい。

　大目玉の目的は、鉄平とゆかり、《ふたりの破局》を演出することにあるのだ。

　この人気の絶頂期に、ふたりを破局に追いやる。ＯＴＶお気楽テレビは高視聴率を叩たたき出す人気番組を失い、さらにＢＴＶブラックテレビはふたりの別れを独占放送して視聴率をごっそりいただく。爆弾のことが問われるかもしれないがそんなものは「演出のための偽物ッス」とテキトーこいていればいいのだ。

　今回のテーマは「破局」。ＢＴＶブラックテレビの名に相応ふさわしい内容だ。

　――完かん璧ぺきだわ。

　実際に企画したのは上司なのだが……大目玉は自分の企画のように誇らしく思った。どうせ実行するのは自分なんだし。

　――さて、油断は禁物。

　結局のところ、ゆかりの気持ちが鉄平でなく現実的なものに向いていなければこの企画は成立しない。そのための小細工を――ゆかりの気持ちが鉄平の存在を否定するように仕向けるのだ。

　――布ふ石せき、打っておきましょうか。

　大目玉は動き始めた。

　　　＊

「まあなんと言いますかこちらでもホワイトデーの企画は考えていたのですが大目玉がまた何やらこそこそと動き回っているらしいという情報をキャッチしまして前回も大目玉の企画がなかなかうまい具合に視聴率を上げてくれていたということもありここはひとつ大目玉の舞台に乗っかってみようかということになりまして今回私はこうして五十嵐さんの活躍を見守るだけですがもちろんこの模様は今も我々ＯＴＶのカメラがちゃっかり収録しておりますわけで今日はホワイトデーなので白い制服で運転手になってみましたなのですが大目玉が何な故ぜか何ど処こかに引っ込んじゃったので代わりにリポーターはこのワタクシ槍やりヶが岳たけがよろしくお願いしますＤＥＡＴＨ!!」

「あー!!」

　鉄てつ平ぺいは雄お叫たけびをあげながら頭を抱えて膝ひざをついた。

「なんで俺おれはこいつに気付かなかったんだー!!」

　大おお目め玉だまの登場、自分の命を懸かけられた爆弾、ゆかりとの関係――それらに気を取られてこいつの存在をすっかり忘れていた。

　運転席に座ってハンドルを握る槍やりヶが岳たけは、恐ろしいまでに目立つ純白の制服を着ていた。清潔感たっぷりの光すら弾はじく制服。なのに乗車したときには全く気付かなかった……制帽を被かぶっていたとはいえ、それにしたって赤い髪はチラチラと覗のぞけるし女性の運転手というだけで気付いてもいいものだった。

「なんでだー!?」

　床に突っ伏して叫さけぶ鉄平に、他ほかの生徒たちは何がなんだかわからず戸惑った顔をしていたが、槍ヶ岳に気付いたひとりが言った。

「あ、豆まめ子こ先生じゃん」

「豆子先生って……ああ、五十嵐いがらし先輩のお姉さんかぁ。身内がいたらやっぱりびっくりするよなぁ」

「ちげーよ身内じゃないんだよこの女は！」鉄平は声を荒らげて否定するが、

「身内じゃない？……ひょっとして五十嵐先輩」はっと何かに気付いたらしい一年生の女子が、後ずさった。「……反抗期ですか？」



    

  
    
      



    

  
    
      「違う違う違う！」

　鉄てつ平ぺいがどんなに否定しても周りはすでに「そうかそうか反抗期かー」「わかるわかる、わかりますよ。『こいつが家族だなんて認められない』って時期は誰だれにでもありますもんねー」などと勝手に納得し始めている。違うんだってー！　と鉄平は涙すら流しながら訴えた。

　今回の企画には槍やりヶが岳たけたちは関かかわっていないらしいが、この分だといつも通り何かネタを仕込んでいるに違いない。今まで騙だまされてきた鉄平の直感がそう告げていた。

「ところで五十嵐いがらしさん、良かったですよね」

「何がだよ!?」

　大粒の涙をこぼしながら鉄平は顔を上げた。槍ヶ岳はニコニコと告げてくる。

「ゆかりさんと仲直りするきっかけができたじゃないですか」

　ぴたり、と鉄平は泣くのをやめた。

「だってそうですよね？　今までのように今回も企画に便乗すれば少なくとも仲直りする機会は得られる。彼氏に爆弾が付いてたらさすがに彼女もケンカどころじゃないですよ。五十嵐さんはどさくさに紛れて仲直りできる――願ってもないチャンスじゃないですか」

「……」

　鉄平はなんとなく茫ぼう然ぜんとしてしまった。

　そういえばそうだった。クリスマスでゆかりと知り合い（ただのクラスメイトでなくもっと深い意味で）、バレンタインで付き合うことになったのも――全部この内界人たちの計らいあってのものだった。たとえそれで死にそうな目に遭あっていたとしても、その点だけは否定できない事実だ。

　そして槍ヶ岳の言う通り、今回もこの妙な企画に乗っかっていれば――「爆弾が仕掛けられたんだ！」の一言で――仲直りすることができるかもしれない。普段の生活で努力するよりも、高確率で。それは喜んでいいはずだ。

　……でも。

　でも、何かが引っかかる。

　すっきりしないものが、ある。

　――何だ？　何がいけない？

　俺おれは何が、納得できない？

「この人、てっぺーのお姉さんなのか？」

　文ぶん七しちが話し掛けてきた。

　文七はバレンタインの記憶がないため、槍ヶ岳扮ふんする『五十嵐豆まめ子こ』のことを知らないのだ。

「あ、えと……」

「ハイその通りです！」

　言いよどむ鉄てつ平ぺいに代わり、槍やりヶが岳たけがはきはきと答えた。

「ワタクシは五十嵐いがらし鉄平の姉の五十嵐豆まめ子こと申しますデス――っていやですね藤ふじ森もりさん、バレンタインのときにお会いしてるじゃないデスかー」

「あ、あれ、そうなんですか？　申し訳ないッス。俺おれ、その頃の記憶が曖あい昧まいで……」

「あらあら。記憶喪失ですか？　それはそれは……心中お察ししますデス」

「いやいや。記憶なんてなくたってなんとかなるもんッスよ。あははは」

「あらあら。気持ちの悪い、じゃなくて気持ちの良いくらいにポジティヴですね！　私の弟にも見習ってもらいたいものデスおほほほほ！」

　――こいつ、ぬけぬけと……。

　鉄平は頬ほおを引きつらせて笑い合うふたりを見ていた。文ぶん七しちの記憶が曖昧なのは、内世界と外世界の狭はざ間まに存在する『第二世界』の生命体、ハヤミマコト（本来の名前ではないが鉄平たちは便べん宜ぎ上こう呼んでいる）が文七に入れ替わって『擬態』していたためだった。ハヤミマコトがすり替わっている間、本物の文七は槍ヶ岳たちに捕らえられ記憶も色々と操作されてしまったらしい。いわば文七は被害者であり、対する槍ヶ岳たちは加害者なのである。

　――それがよくもまあ、しゃあしゃあとしやがって……。

「ところで豆子さん、百ゆ合り百ゆ合り学園の教師さんなんスよね？」笑い止やんだ文七が訊たずねた。

「だったらなんかいい作戦とかないですかね。俺らどうやって学園に乗り込んだらいいのかわからなくて……」

　学園を囲う高い塀。無数の監視カメラ。そして配備されているだろう警備員たち。

　それらをかいくぐって学園に突入する方法を、生徒たちは未いまだに見出せずにいた。無関心を装っていた鉄平にとっても、自分の命がかかっているので見過ごせない問題だ。

　難攻不落の学園。生徒の中には早くも諦あきらめかけている者もいた。

　しかし、

「ああ、それなら心配無用です」

　ニコリと槍ヶ岳は笑った。

「とっても簡単な方法がありますから」

　　　＊

　学園教師、新しん城じよう括くくる三十ピー歳が用意した警備員は一三七名。学内の随所に一〇三名、正門周辺に三四名という布陣だ。

　対羽は原ばら羽ばね高校のリーダーとして志願した括の方針には、ちょっとやりすぎではないかという意見もなくはなかったが、括はこれでもまだ甘いと思っている。自分が在学中の中等部時代にも学内に他校の生徒が侵入するということがあり、そのときは数百単位の警備員が配備されたのだ。全く今時の者は生徒も教師も警戒心というものがなっていない。

　そもそも百ゆ合り百ゆ合り学園は広い。広大な土地を得るために郊外に造られたため学園までたどり着ける道は一本しかない（加えて周辺は森なので正門を迂う回かいして進むのは極めて困難）。なので向かってくる者の監視は容易たやすいが、しかし中に入られれば防御は難しくなる。半径が一キロ近くある敷地のため、もしも一度侵入されたら最後――全員を捕まえるのは相当に困難になる。一〇三人でもこの広い土地を守り切るには足りないのだ。

　――だからこそ、正門で食い止めるのよ。

　監視カメラや偵察隊の報告によれば、羽は原ばら羽ばねの生徒たちはバスで（何ど処こから調達したのかは知らないが……）真まっ直すぐこちらに向かっているらしい。馬ば鹿か正直に真正面から挑んでくるようだ。

「させない……させてたまるもんですか……わたくしを差し置いて……青春なんて……許さない……許しませんわ……」

　おほっ、おほほ、おほほほほほほ……と括くくるは肩を震わせる。その様子を見ていた学園生たちはおびえたように身体からだを寄せ合った。

　生徒たちが集められたのは、学園の真北に位置する北側体育館。括はそのステージ上にいた。

　ステージ上には様々な機材がセッティングされ、さながらマッドサイエンティストの実験室風な様相を呈している。ステージ中央の括を囲むようにモニターがいくつも並べられ、監視カメラの映像を映している。括が持ち込ませた事務机の上にはノートパソコンがあり、モニターの全すべての配線はこれにつながっている。ボタンひとつで様々に映像を切り替えることができるのだ。

　さらに体育館に集まった学園生たちにも見えるよう、正門の映像をステージ上の巨大スクリーンに映している。これは呆あつ気けなく打ちのめされる羽原羽高校の生徒たちの姿を見せて学園生たちを幻滅させようという意図によるものだ。

　先ほど監視カメラをチェックしたところ、敵のバスは正門から一キロ離れたところを通過していた。

　もうすぐ。もうすぐ奴やつらがやって来る。

「見てなさい……返り討ちにしてあげるから……おほっ、おほほほほほほほほほほ！」

　ヒステリックに笑う括の様子に、集まりつつあった学園生たちは総ヒキ。近寄りがたい空気に居心地が悪そうである。

「ほ」

　括はぴたりと笑うのをやめたかと思うと、そばにいた学園生を振り返った。唐突にきつい眼まな差ざしを受けた学園生はびくりと後ずさる。

「あなた。学園生わたくしの娘たちの集まり具合はどう？」

「は、はひっ。だ、大体九割くらいは集まったかと……」

「まだ九割なのですか!?」

　ひっ、と学園生は小さな悲鳴をあげた。

「今すぐ残りの学園生をかき集めてきなさい！　いいですねっ？　あと数は正確に把握なさい！」

「は、はひ～」

　学園生は慌あわててぱたぱたと駆けて行った。

「なんですかそのはしたない走り方は!?」

「は、はひ～」

　学園生は早歩きになって体育館を出て行った。

「まったく……」

「あ、あの新しん城じよう先生！」勇気を出した学園生が言った。「このようなこと、本当に意味があるのでしょうか？」

　括くくるは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「……どういう意味でしょうか」

「あの、もしも羽は原ばら羽ばね高校さんがここまでたどり着いたとして――」

「たどり着きません」

「もしもの話ですっ。その、それに私たちが応じたらそれだけで退学処分なのですよね？」

「無論です」

「だったら、その、申し上げておくべきことがあるのですが……私たちに羽原羽の方々とお付き合いする気はありません」

「……ほう？」

　括は腕を組み、興味深そうに首を傾かしげた。

「その気はないと？」

「はい。退学処分になるくらいなら、羽原羽高校の好意を受けるつもりはありません。皆さんもそうですよね？」

　周りの学園生たちもうんうんと頷うなずく。

「だからせめて、自由行動に……」

「なりません」

　ぴしゃりと括は言い切った。体育館の学園生全員がびくりと肩をすくめる。

「よろしいですか。あなたたちに彼らとお付き合いする意志があるのかそうでないのか、そのようなことは今は関係ないのです。彼らはこちらの事情もお構いなしに、己の醜い欲望にのみ従い、野獣のようにあなたたちを狙ねらっているのです。そこにあなたたちの意志は皆無です」

　ごくり、と学園生たちは生なま唾つばを飲み込んだ。

　ぎらり、と括くくるの目が輝いた。

「わたくしはただ、あなたたちを守りたいだけなのです。汚らしい野ブタから、かわいいかわいい娘たちを。ただそれだけなのです」

「……でもさっき『自分を差し置いて』と……」

「黙りなさい！」

　体育館中が震えた。

「とにかくあなたたちはここで待機です。そしてよぉく御覧なさい」

　括はばっとスクリーンを指差し、

「ブタが無様に打ちひしがれるのを……ッ！」

　――絶対に許さない。

　括は唇を噛かんだ。

　いつからか――体型を気にかけるのをやめた。皺しわを隠すための化粧をやめた。みっともなくはない程度に髪の手入れをする抜き方を覚えた。勤務用のスーツは紺色の地味なものを選ぶようにした。アクセサリーの類たぐいは一切買わなかった。勉強のことだけを考えることにした。異性の関かかわるあらゆる付き合いを断ってきた。

　女を捨てた。

　ひとりで生きると決めた。

　だからそんな自分の前で青春なんて――させない。

「絶対に……させないわ」

　小さく呟つぶやいた声は、誰だれの耳にも届かなかった。

　その間にもスクリーンの映像には変化が訪れていた。警備員たちが騒がしそうに動き、陣形を整え始めたのだ。

　――来たのね。

　相手は百人を超えるとはいえ、たかが学生。正門前に控えた警備員は三四名。門をよじ登ることは不可能。迂う回かいしたところで何ど処こまでも塀が続いて侵入は不可。どうにか強引によじ登ろうとしたとしても即座にセンサーが反応してたちまち警備員に捕ほ縛ばくされる。

　――この鉄壁な守り、たかが高校生のあなたたちに破れるかしら？

　括はニヤリと笑い、その瞬間を待った。

　……

　……

　……そして。

　そしてとうとう映像の端にバスの影が映り――



　そのまま正門に突っ込んだ。

　　　＊

　記憶が弾はじけ飛んだ。

　それは目まぐるしい残像になって――コマ送りのように展開していった。

　間近に迫る塀。格子の門。徐々に大きくなるバスの振動。加速。クモの子を散らすように左右に逃げる警備員の人々。格子の門。

　――衝突。砕け散るフロントガラス。鼓膜を突き抜ける悲鳴。ブレーキ音。回る景色。足元を失い頭からタラップに突っ込む。閉ざされる視界。鼻から衝突。断末魔の叫さけびのように空気を切り裂くブレーキ音。慣性の法則で横に流れる身体からだ。強したたかに腰をドアに打つ。自分の口が何か叫んだ。何を。わかんね。

　――停止。

　沈黙。

　……ぷしゅー。

「――ぶへっ！」

　何事もなかったようにバスの扉が開き、鉄てつ平ぺいの身体は土の地面に投げ出された。

「う、うぅ……」

「到着デス！」

　のろのろと顔を上げると、タラップに笑顔で槍やりヶが岳たけが立っていた。フロントガラスは確かに割れたのに、運転席に座っていたはずの槍ヶ岳は無傷でぴんぴんしていた。「どうです、完かん璧ぺきな作戦でしょう？　あっさりと正門突破です！」

「殺す……いつか殺す……末代まで祟たたってやる……」

「若い内からそんな呪のろいの言葉なんて吐いてるとロクな大人にならないですよ！」

「テメエよりはマシな大人になれるよ、きっと……」

「さてさて私ができるのはここまでです」びしっ、と槍ヶ岳は背筋を立てて敬礼した。「ワタクシは陰ながら応援しております、サー」

　そしてふっと姿を消した。跡形もなく。

「…………」

　鉄平はのろのろと立ち上がった。身体中があちこち痛くて具体的に何ど処こが痛いのかもわからない。あれだけの衝撃を受けてよく首輪の爆弾が誤爆しなかったと思う。そして。

「……嘘うそだろ」

　バスは正門を越えていた。

　正門の格子は左側が真中から醜くひしゃげ、右側に至っては金具が弾け飛び地面に転がっていた。どれだけのスピードで突っ込んだらおんぼろバスがこれだけの破壊力を生むのだろう？　とにかくバスは正門を突破した。茫ぼう然ぜんと立ちすくむたくさんの警備員たちを尻目に、他ほかのバスも次々と敷地内に乗り入れていく。

　鉄てつ平ぺいたちのバスはかなり激しくスリップしたらしく、今は無き正門から三十メートルほどの地面にずっと、軽く五回は回転したようなタイヤの跡が残っていた。これでよく横転しなかったと、ある意味（いやいろんな意味で）槍やりヶが岳たけのドライビングテクニックに恐れ入った。

　他のバスたちは鉄平の乗っていたバスに横付けするように次々と停車していった。どうやら学園生の元までは運んでくれないらしい。

「――――あ」

　ようやっと気付いたように警備員のひとりが周りに声をかけた。慌あわてて警備員全員がこちらに走って来る。

「……くそったれ」

　小さく毒づいてから、鉄平はすう、と息を吸った。バスの中で目を回しているだろう生徒たちに向けて、

「逃げるぞ!!」

　バスの窓や扉から生徒たちが一斉に飛び出した。

　午前十時三十八分。

　鬼ごっこが始まった。

　　　＊

　括くくるはあんぐりと口を開けたまま硬直していた。

「し、新しん城じよう先生……？」

　恐る恐る学園生が声をかけるが、括は動かない。よだれが垂れるほど口を開きっぱなしにして、瞳どう孔こうが縮むほど目をまん丸にしてスクリーンを凝視している。そのままぴくりとも動く様子がない――と思ったらその肩は微弱ながらかたかたと震えていた。

「…………な、ん、で」

　ぎりり、と歯は軋ぎしりしながら括は唸うなるように言った。

「なんで男ってこうも非常識なのですかー!?」

　そしてヒステリックにばんばんと事務机を叩たたく。学園生たちは「ひいっ」と後ずさった。

　括は悔しそうに地団駄を踏み、

「ぎいいいいいいいいい信じられませんわ信じられませんわ信じられませんわッ!!　門にそのまま突っ込むなんて信じられませんわ！」

「お、落ち着いてください新城先生」

「だから男というものは嫌なのです！　腕力にモノを言わせて！　力でねじ伏せればなんとでもなると思って！」

「……ちょっと経験談っぽいんですが、先生」

「経験!?　あなた、このわたくしに経験があるとおっしゃるのですか!?」

「え……何の話ですか？」

「ありませんわよそんなもの！　そんなものそんなもの！　ぎいいいいいいいいいッ!!」

　括くくるは大粒の涙をこぼしながら事務机の上から無線を引っ掴つかんだ。電波を介して学園中の警備員に怒鳴りかける。

「追うのよ！　ひとり残らず捕ほ縛ばくしなさい！　生死は問いません！」

「いや問うてくださいよ、先生……」

　　　＊

　総合教育棟十三階、南棟休憩室。

　狭い一室である。職員用の仮スペースとして廊下の片隅に設置されたこの部屋は、およそ六畳ほどの広さ。薄い仕切り板に硬いソファ、空気清浄機付きの灰皿がふたつ。私立のお嬢様校の一部とは思えないほど寂さびれた空間に――少女がいた。先刻屋上にたたずんでいた少女である。

　少女は礼儀正しく背筋を立て、脚をそろえてソファの上に腰掛けていた。両手で包むように缶コーヒーを持ち、音もなくちびちびとすすっている。

「……退屈です」

　無表情にそんなことを呟つぶやく。

　少女はそうしてしばらくの間ぼうっと物思いにふけっていたが、ふと思い出したように窓を開けて外に身を乗り出した。

「始まっています」

　少女がぽつりともらした通り、それは始まっていた。

　遠目なのでそれほどはっきりとわかるわけではないが――加えて敷地内すらも侵食するように森林が生い茂り、それに埋もれるように建物が立ち並んでいる土地なので全容を俯ふ瞰かんできたわけではなかったが――、木々の隙すき間まから、前情報通り詰つめ襟えりの男子とセーラー服の女子が警備員たちに追いかけられていた。

「うおおおお」「ぎゃああああ」

　という悲鳴が微かすかに聞こえる（前者は主に男子、後者は主に女子）。やはり情報通り、およそ百対百の追っかけっこなので大掛かりな捕り物になっていた。さらに遠くに目を凝らすと馬ば鹿かでかい正門の片方が吹き飛んで地面に転がっているのがよく見えた（でかいから）。

　少女はブレザーの内ポケットから小さなオペラグラスを取り出して覗のぞき込んだ。

「……殴りました」

　正確には腕を掴まれた男子が警備員を突き飛ばしていた。突き飛ばされた警備員は多少よろけただけですぐにまたその男子の後を追――おうとして横から別の男子に脚をかけられ顔面からすっ転んだ。

「……リンチされてます」

　正確にはひとりの男子が四方を警備員に囲まれていた。男子は悔しそうな顔をしている――が不意にニヤリと笑った。訝いぶかしげな顔をする警備員たち。そしてはっとして彼らが辺りを見回すと倍以上の男子たちが自分たちを囲んでいた。

「……セクハラです」

　正確には警備員が捕まえようと伸ばした手が偶然にも相手の女子の胸に触れてしまい悲鳴をあげながら張り倒されそれを見ていた別の女子たちに何やら喚わめかれながら踏んだり蹴けったりボコられていた。

　こうして見ていてわかるが、どうやら羽は原ばら羽ばね高校の方が優勢らしかった。警備員たちは捕ほ縛ばくという使命を持っているがしかし、相手が学生ということもあって戸惑っている節がある。犯罪者と言えば犯罪者なのだが（不法侵入、器物損壊）、それが百単位の高校生たち。扱いに困るのも仕方ないと言えば仕方ない。

　その分、羽原羽高校には手加減がなかった。どこから湧わいてくるのかも知れないエネルギーで脇わき目めも振らず突っ走っていく。彼らの目的はただひとつ、想おもい人に想いを告げること――そこには一片の邪念もない（ある意味邪念だらけだが）。がむしゃらに目的だけを遂げようとするプラスのベクトル。自然、警備員たちの劣勢は目に見えていた。

「連携もなっていません……複数の警備会社からの寄せ集めですから仕方ありませんが……もうちょっと作戦を練らなきゃです……このままだと……あっさり決着してしまいます……それではつまらないです……」

　少女はぶつぶつと思いにふけるように呟つぶやき続け、やがて携帯電話を取り出して電話をかけた。

「私です。例のものを。はい。やっちゃってください。くれぐれも死者は出さないように。相手の戦意を喪失させるだけで構いません。はい。頑張ってください。応援してます」

　電話を切ると、少女は再びオペラグラスを覗のぞき込んだ。

「五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいは……いました」

　目的の人物は二十人くらいの警備員に追いかけられていた。

　　　＊

「なんで俺おれだけ!?」

　そんな状況だった。

　全速力で駆ける鉄平の後を、警備員の群れが追いかけている。先ほど「逃げるぞ」などと叫さけんだのがいけなかったのか、「あいつがリーダーだ！」と身に覚えもないことを言われ追っ手の数は見る見るうちに増えていった。

「なんでこう毎回毎回俺ばっかり……ッ」

　そして毎度のごとく泣きそうな顔。

　急いで首輪の鍵かぎを、ゆかりを捜しに行きたいのに、それどころではなくなってしまった。捕まってしまっては爆弾を解除する以前の話になってしまう。そう思い鉄てつ平ぺいは必死で逃げるのだが、それが却かえって多数の警備員をひきつける形になり、手薄になった生徒たちが逆方向に逃げていく。鉄平は仲間たちを恨みがましく振り返ってから再び前を向いて駆けた。

　学園は外だけでなく内にも緑は多い――というよりはほとんど森に埋もれていると言ってもいい。暖かくなり芽吹き始めた木々が、建物と建物との間や歩道に群生しているのだ。街中にあるようなオブジェ的な自然ではなく――無論ある程度の形には整えてあるが――なるべく元ある自然を壊さないように木々の合間に建物が生え木々のアーチに道ができている、というそんな観があった。地面はアスファルトで固められておらず土のまま平らに整備され、道は決して区画的でなく不規則に蛇行したりしていて、見通しが悪く、土地の感じを把握しづらい。もっとオシャレで機能的な中身を想像していた鉄平にとっては意外なことだった。もっともそれをゆっくりと実感する暇はなかったわけだが。

　鉄平は蛇行する道を道なりに素直にたどるほど愚かではなかった。草むらや木々の群生している箇か所しよに自ら飛び込む。移動速度は落ちるが、集団で群れている警備員たちは後を追いかけにくい。迂う回かいしたり時には肩を押し合いへし合いしたりして汗だくになって駆けて来る。

　少々荒い逃げ方なので首輪が誤作動を起こさないかヒヤッとしたが、どうやら大丈夫なようだった。バスのスリップにも耐えた代しろ物ものだ――大おお目め玉だまの言う通り、外そうとして引っ張りでもしない限り爆発はしないらしい。ある程度の無茶は利きく。

　走りながら、鉄平はふと思った。

　――なんか、クリスマスのときを思い出すな。

　昨年のイヴのときも、こんなふうにテロリストたちに追いかけられた。それに比べていまいち緊張感に欠けるのは否めないが、死に物狂いであることには変わりない。このまま捕まってしまえば――ゆかりにたどり着けなければ、自分は死んでしまうのだ。

　自分はどうやってテロリストたちを切り抜けた？　走りながら鉄平は考える。

　あのときは槍やりヶが岳たけのフォローがあった。武器を取り出せる道具があった。自分でない誰だれかの、ゆかりの命を救う目的があった。今は――手ぶら。

　今度は自分の力でやらなければいけない。誰の力も借りずに。

　自分の命を、自分の手で。

　別に失敗しても誰の命も危険にさらされない。自分ひとりが死ぬだけ。そこに責任はない。

　自分だけのための、闘い。

『五十嵐いがらしさんはどさくさに紛れて仲直りできる――願ってもないチャンスじゃないですか』

　……

　――俺おれは今、何のために走ってる？

　自分の命のため？

　ゆかりと仲直りするため？

　どっち？　両方？

　どっちだ？

　そうやって気を取られたのがいけなかった。

　草むらに足を突っ込んだ瞬間「――うぉ？」その足が何かに引っかかった。

　あ、という間に身体からだは顔面からまともに転倒していた。草むらに飛び込むような形で鉄てつ平ぺいは前のめりに突っ伏す。

　痛みと混乱はすぐに、近付きつつある足音に焦りと化した。やべ、と慌あわてて立ち上がった瞬間に――制服の襟首を掴つかまれる。その指が首輪をかすめるだけに終わったことに気付いてぞっとした。

「捕まえたぞー！」

　首の真後ろでそんな声があがった。鉄平は反射的に身体を反転させる。真後ろへと。急激な回転力に襟首を掴んでいた手は振り払われ、目の前に「あ」と口を開いた警備員の顔が現れる――や否や、振り向きついでに繰り出していた鉄平の拳こぶしがその横面に叩たたき付けられていた。鉄平は人が白目を剥むく瞬間を生まれて初めて目まの当たりにした。

　それも一瞬。傾かしぐ身体をなんとかもたせた警備員の目が、黒を取り戻す。でも遅い。下から突き上げるように鉄平の頭突きが警備員の顎あごに衝突した。警備員は卒倒した。

「いっ」鉄平は涙目で頭を抱えた。「てー！」

　今ので脳細胞がどれくらい死んだだろう？　と思う暇もなく鉄平は後ろから羽は交がい締じめにされた。

「この、クソガキがっ！」

　――これもあったな。

　イヴの日もこんなふうに羽交い締めにされた。加えてあのときは首を締められ、落ちた。思い出して鉄平は奥歯を噛かむ。そうそう同じ手を食ってたまるか。

　俺はこんなところで、



　何のために？

　何のために闘う？



　――あれ？

　不意に身体からだから力が抜けた。腕に力が入らなくなり、されるがままに引きずられた。抵抗しようとしても力が入らない。心が、入らない。

　何のためだ？

　何のために俺おれはこんなことをしている？

「あちょおおおおおおおぉぉぉッ」

　奇声を発しながら目の前の草むらから文ぶん七しちの姿が躍り出いで、跳ね上がった脚が鉄てつ平ぺいの頭のすぐ脇わきを通り抜けて――背後の警備員の顔面を打ち据えた、

「ごふっ!?」

　ついでに勢い余って鉄平のこめかみも蹴けり飛ばした。本当につい当たってしまったのか疑いたくなる勢いで鉄平は土の地面を転がった。

「う、うう……」

「何ぼけっとしてんだてっぺー！」

　罪悪感の欠片かけらもない声こわ音ねで、文七は真上から罵ののしった。

「ゆかりちゃんを助けるんだろ!?　学園の魔の手から！」

　決してそんな話ではなかったはずだが、とりあえず鉄平はふらふらと立ち上がった。軽く脳のう震しん盪とうを起こしていて足元を確保するのもおぼつかない。じれったそうにして文七は横から鉄平に肩を貸した。

「走るぞ!!」

　走る。そうだ。鉄平は頭を振った。

　ぐちぐち考えるのは自分の悪い癖くせだ。

　とりあえず走ろう。

　走って走って走りまくって、出会ってから――考えよう。

　何が問題なのか。何を自分は悩んでいるのか。

　ゆかりの前に出れば、全すべてわかる。

　走れ俺。

　……その前に。

「文七」

「あ？――きゃいんっ」

　尻しりを蹴け飛とばされた文七は犬のように鳴いた。

　　　＊

　くどいようだが、学園は広い。

　敷地の半径が一キロ近い――言葉にすれば簡単だが、それは途方もなく広い。自然や建物の混在する敷地内は、土地を把握しづらい上に歩道も蛇行しているため移動にかなりの時間がかかる。そのため普段であれば教育棟の授業移動のために学内バスが走っているのだが（そのためのバス専用の道がある）、平日の今日にもかかわらずそのバスは走っていなかった。よってゆかりと曜よう子こは仕方なく徒歩で北側体育館に向かっていたのだった。

　全体的に茶色い林道はうっすらとだが緑を帯びている。そんな道を、曜子は何な故ぜかスキップでもしそうなほど陽気な表情を浮かべて歩いていた。その横を歩くゆかりは――顔を真っ赤にしてうつむいている。

「……ね、ねえ、曜子ちゃん」うつむいたまま、ゆかりはか細い声で呟つぶやいた。「や、やっぱり着替え直してもいいかなぁ……」

「ダメです」曜子はきっぱりと言った。「ゆかりさんの私服は更衣室に置いてきたままなんですよ。今からまた着替えに戻るんですか？　時間の無駄です」

「で、でも怒られないのかなぁ、こんな格好して……」

「ほんの茶目っ気じゃないですか。大丈夫ですよ」

「でも、でもね……正直ね？　これ、私には似合わないと思うんだけど……」

「何言ってるんですか！」曜子は何を馬ば鹿かなことを、という顔をして、「とてもよく似合ってます。カワイイです！」

「あ、あう……」

　曜子は当然のことながら学園の制服を着ている。ピンクのブレザーに赤のスカートという、多少派手目な衣装だ。

　ゆかりはその制服に着替えていたのだった。

　学園生の前に私服で出て目立ちたくない、と言うゆかりに、「これなら目立ちませんよ」と曜子が用意したのは百ゆ合り百ゆ合り学園の制服だった。確かにこの制服を着ていれば集団に紛れても目立たないが……。ゆかりが渡されたのは曜子のストックらしく、高等部の更衣室のロッカーに予備として置いていたとのこと。この用意の良さからいって最初から自分に着せるつもりだったのではないかと、今ではゆかりも思う。「絶対似合います！」という言葉にそそのかされてついつい着替えてしまったのだが、後から後から後悔の念がじわじわと湧わいてくるのだった。

　いつもはツインテールに束ねている髪は、曜子に言われて下ろしている。似合いますよ！　と拳こぶしを握って繰り返す曜子に、ゆかりはいたたまれなくなってうつむいた。

　――だって目の前にもっと似合っている人がいると、同じ格好してるのが恥ずかしくなってくるんだもん……。

　思えば昨年のイヴは大胆なことをしたと思う。テンションがハイになっていたとはいえチャイナドレスなんて。

「とにかく似合ってるんですっ。あたしが保証します！」力んだふうに曜子は頷うなずいた。「ゆかりさんが学園の制服を――あた、あたしと同じ服を着てるなんて、それってもう、なんていうか、ぺあ、ペアルッ――」

「？」

「あ、あああああのその、なんでもないです！　とにかくカワイイんです！」

　何な故ぜか顔を真っ赤にさせる曜よう子こ。ゆかりは首を傾かしげた。なんでそんなに興奮してるんだろう？

　訝いぶかしげな様子のゆかりに、曜子が慌あわてて言った。

「そ、それより――ちょっと聞きたいことがあるんですがっ」

「うん？　改まってどうしたの」

「ゆかりさんって、本当に一人暮らししてるんですか？」

「うん、そうだよ」

「アパートで？　ご飯は自分で作って？　使用人の方もひとりもいなくて？」

「うん。あ、でもたまに家庭教師の人が差し入れ持って来てくれたりするよ。疲れてるときは出前も取るし」

「……高級フレンチの店から？」

「ううん。ラーメン屋から」

「どうしてですか？」話題を変えようとして振った話だったが、実際曜子には疑問で仕方がないらしかった。「勘当とか、そういうわけじゃないんですよね？　なのにどうして一人暮らしなんか」



    

  
    
      



    

  
    
      「……うーん」

　ゆかりはちょっとためらって、でも正直に答えることにした。自分をこんなにも好いてくれる曜よう子こには、本当のことを知ってもらいたいと思った。

「……最初はひとりになりたかったんだと思ってた」

「ひとり？……ひょっとして御両親のことで？」

　うん、とゆかりは苦笑して、

「お父さんとお母さんが死んでさ、なんかすごいショックで、ひとりになれる時間が欲しくて……だから最低限の物だけ持って引っ越して」

「あの、ごめんなさい！」曜子は慌あわてて謝った。「あたし、失礼なこと聞いちゃって」

「ううん。全然失礼じゃないよ。それに一人暮らしの理由はそれだけじゃなかったから」

「え？」

「逃げたかったんだと思う。今考えたら」

「逃げたかった？」

「うん」ゆかりはまた苦笑して、「お父さんが死んじゃったから、必然的に、私がその跡を引き継ぐのが予定よりも早くなった。情けない話だけど……私はその事実から逃げたかったんだと思うんだ」

　古こ都と家の人間は代々ＫＯＴＯ社長の椅い子すを引き継いでいく。それは絶対的な権力と財力、そして数世代にわたってＫＯＴＯを拡大させていった実力への信頼から成るものだった。その流れはもはや変えられるものではなく、やがてはゆかりもその座を得る。世界最大の企業のトップに立ち、世界中に散らばる社員たちを束ねていくのだ。

　去年までゆかりの父である善ぜん一いちが社長だったが、彼の死により急きゆう遽きよゆかりの祖父・古都源げん之の助すけが社長に復帰することになった。しかしその代行も長くは続けられない。

　ゆかりは予定されていたよりもずっと早く、ＫＯＴＯの社長に就任しなければいけなくなった。両親の死という形でその事実を突きつけられたゆかりは――有あり体ていに言えば怖くなった。

「本当にそれだけの大任を、私はこなすことができるのか……自信なくて、怖くなって、古都家自体から離れたくなったんだと思う。もっともっと平凡な暮らしに逃げ込んで、家にいるときくらいはそのことを思い出さなくても済むような状況を作った。……うん。こうやって実際に声に出して喋しやべってると実感できるね。いずれは継がなきゃいけないってわかってたはずなのに、私は逃げちゃってたんだ。最近ようやくそのことに気付いた」

「ゆかりさん……」

　心配そうに見てくる曜子に、ゆかりは微笑ほほえみかけた。「だから逃げるのはやめたんだよ。今の生活に慣れちゃったから元の家に戻るつもりはないんだけど、勉強の時間も増やしたし……百ゆ合り百ゆ合り学園に転校することも決めた。学園は財界とのつながりが強いところだから、例えば経済学の勉強も凝ってるし雰囲気も体験できる。カリキュラムがいい。『実践経済論』なんて面白そうだよね。あと出資企業も多いからコネもできやすい。古こ都と家としてのコネじゃなくて、私個人としてのコネね。将来のことを考えたら今のうちからでも学園にいた方が後々ためになると思う。転校は私なりの決意の表れなんだよ」

「……な、なんかすごくしっかりしてますね」

「そんなことない。今までやらなきゃいけなかったことを今やってるだけ。大したことじゃない。曜よう子こちゃんだって目指してるものとかあるんでしょ？」

「あ、あたしですか？　え、えっと、その……」もじもじと恥ずかしそうにしてから、曜子は恐る恐る言った。「わ、笑わないでくださいよ？」

「笑わないよ」

「誰だれにも話したことないんですけど」

「うん」

　ためらいつつも曜子は顔を真っ赤にして伏し目がちに言った。

「その……こ、琴の演奏でやっていきたいな、って思ってて……」

　ゆかりは一瞬目を丸くしてから――思わず叫さけんでいた。

「絶対やれるよ！」

　曜子はびくりと肩を震わせた。

「ゆ、ゆかりさん？」

「絶対やれる！　曜子ちゃんならやれる！」ゆかりはうんうんと頷うなずいた。「だって前の演奏とか本当にすごかったもん！　私一緒に弾けて本当に嬉うれしかった！」

　曜子は琴部の部長を務めている。ゆかりも琴の演奏にたしなみがあり、先月のバレンタインのときに曜子と協奏したことがある。演奏に失敗すれば爆弾が爆発する――そんな状況にあっても、曜子の演奏がとても素晴らしいものだったことは確かだった。

「あ、そうか、作曲もしてたもんね。へー、琴のプロかぁ」

　曜子は真っ赤になって首を横に振った。「ぷ、プロなんてそんな。この先どうなるかなんてまだわかりませんし」

「やれるよ。曜子ちゃんなら。私が保証する」

「ほ、本当ですか？」

「うん。命賭かける！」

　笑顔で言ってのけると、曜子も頬ほおを緩ゆるめて「えへへ」と笑った。

「心強いです」

「でしょ？」

　ふたりは笑い合いながら後でまた琴の協奏をすることを約束した。曜子から「あ、あの、て、ててててててて手をつないでもよろしいですか？」と言ってきたので喜んでゆかりは手をつないだ。曜よう子こはとろけそうなほど幸せな顔になった。

　ふたりは仲良く手をつないでとてとてと緑のアーチを抜ける。あいにく空は曇り多少肌寒い空気が漂ってはいたけれど、そんなことも気にならないくらいにゆかりはぽかぽかと温かい気持ちになっていた。

「……そういえばさっきの話の続きなんですけれど」ふと曜子が表情を曇らせた。「本当に転校、するんですか？」

　ゆかりはぱちくりと瞬まばたいた。

「どうして？」

「あ、いえ……五十嵐いがらしくんのことが気になって」

「……」

「だっておふたりはまだ付き合い始めたばかりじゃないですか。それなのに転校しても大丈夫なのかなと思って……あ、あの、差し出がましい質問だったら申し訳ないです」

「あ、ううん、そんなことない。心配してくれてるんだよね」ゆかりはニコリと笑った。

「さっきも言った通り大丈夫だから。鉄てつ平ぺいくんも認めてくれたし」

　また嘘うそをついた。彼は認めていない。

　けれどここで本当のことを言うのは、徒いたずらに曜子を不安にさせてしまうと思ってゆかりは言わなかった。

　――これは私たちの問題だ。

　曜子によけいな気を遣つかわせちゃいけない。ただそれだけのこと。

　それだけの、はず。

「……私が心配しているのは」曜子が言った。「ゆかりさんのことです」

「私？」

　はい、と曜子は頷うなずいた。

「無理、していませんか？」



　どくん、と心臓の音が聞こえた。



「――してないよ」ゆかりは笑った。「将来のためなんだもん。無理とかの話じゃ、ないよ」

　そう、将来のため。これからの鉄平との関係のために――自分は転校する。

　無理とかじゃない。

　これは、正しい選択なんだ。

　そうでもしないと、鉄平は自分を――。

　ゆかりの笑顔に何かしら感じ取ったのかもしれない。曜子は何か言いたそうに口を開いた。

「ゆ――」

「あなたが古こ都とゆかりさんかしら？」

　ゆかりと曜よう子こは同時に背後を振り返った。

　いつの間に現れたのか――すぐそこに影が立っていた。

　全身黒ずくめの、スーツの女。ロングのストレートヘアに知的な上縁眼鏡めがね。ホクロのある口元を微かすかに歪ゆがませて、女は立っていた。

「あなたは……？」

「私はあなたの編入試験の担当官よ。お待たせして申し訳なかったわ」

　女はどこか丁寧でない、大おお雑ざつ把ぱな態度で言った。

「試験の準備が整ったわ。会場に案内するからついて来てくれるかしら」

　　　＊

　学内に侵入できたはいいものの、肝心要かなめのゆかりの位置がわからない。しかし鉄てつ平ぺいと文ぶん七しちが追っ手から逃げている方角に、偶然にもゆかりがいるらしいことがわかった。走る度に首輪のメーターが減っていったからだ。（ちなみにメーターは首元にあり、自分ひとりでは見えないので文七に見てもらった。「何それ」と訊たずねられたが「最近の流行ファッションなんだ」と返しておいた。文七が可哀かわい想そうな人を見る目をしたのがむかついた）。

「文七、こっちだ！」

「根拠は!?」

「俺おれを信じろ！」

「あ、それ一度は言ってみたかったセリフ！」

　直線距離にして二キロ弱。そのような広大な土地から――しかも森や建物の混在する敷地内からたったひとりを見つけるのは、途方もないことに思えた。だが、

　――やるしかねえんだ。

　見つけなければ、自分は死ぬ。

　ゆかりとの未来もない。

　やるしかない――萎なえそうになる気持ちを、鉄平は奥歯を噛かんでこらえた。

　舗ほ装そうされた道を横断しまくり、お互い身体からだ中を土つち埃ぼこりや草などでまみれさせながら、ひたすらに駆け続ける。進路を建物に阻はばまれたときは仕方ないが、できるだけ大回りにならないように路地なども積極的に飛び込み、やがてふたりは――

「――んおっ」

　緑の開けた空間に出た。車四台分は通れるだろう大きな道。地面には公道に見られるような白線が引かれている。

　文七が言った。

「バス道だ」

「バス？」

「おう。学園は広いからな。だから教室の移動のために学内バスが走ってるんだよ。これはそのためのバスの路線だ。そうか、大おお目め玉だまさんから渡された地図にあった太い線は、これのことだったんだ……」

「今どの辺かわかるか？」

「うーん……ずいぶん走ったからなぁ。なんか目印になるものがあれば」

　鉄てつ平ぺいと文ぶん七しちはきょろきょろと辺りを見回した。

　そのときふと気付いたように、文七が鉄平を振り返った。

「なあ、何か聞こえないか？」

「あ？　何がだよ」

「なんつうか……地鳴りみたいな」

「地鳴り？」

　言われて耳をすましてみると、なるほど確かに「どどどど……」という音が聞こえた。音は徐々に大きくなっていく――どうやらこちらに近付きつつあるようだった。

「何の音だ……あっちからか？」

　文七は鉄平の指し示した方角を取り出したコンパスで調べた。これも大目玉から与えられていたものらしい。

「北……からなんかやって来る、ってこと？」

「バス？」

「いやバスにしては物々しいような」

　ふたりはなんとなくその場を離れる機会を失い、それが現れるのを待った。

　……どどどどどどどどどどど……

　バス道の遠い向こう側。

　北から。

　それはやがて、激しい土煙をあげて現れた――

「…………え？」

　鉄平と文七は立ちすくんだ。

「えぇっ？」

　現れたのは――



「なんで」

　鉄平は反射的に泣きそうになっていた。

「俺おればっかり……」



　戦車だった。



    

  
    
      


【第３話・がちんこ上等！】

残り六四分

残り一三一一メートル



「……先生のお名前はなんておっしゃるんですか？」

「私は学園の教師ではないわ」

「え？　教員の方じゃないんですか？」

「ええ。強しいて言うなら臨時職員というところかしら」

「臨時……あの、それでお名前は」

「あなたに名乗る名前はないわ」

「……え？」

「私を呼ぶときはお姉さんと呼びなさい」

「は、はぁ……お姉、さん」

「よろしい。ついてきなさい」

　そんなわけで、ゆかりは黒ずくめのお姉さんの後を歩いていた。招集がかかっていた曜よう子ことは先ほど別れた（曜よう子こは別れ際につないでいた手を離すと、非常に名な残ごり惜しそうな顔をしていた）。

　まるで森のように木々が生い茂る学園キャンパス。学内に群生している木々は低木のような株立ちしているものは少なく、背の高い亜高木がほとんどである。そのため歩道さえしっかりと舗ほ装そうされていれば歩くことに不便はない。ただし頭上はたくさんの葉や枝に被おおわれ今日のような天気の悪い日だとどうしても薄暗い印象になってしまう。そんなどこか寒々しい空気に加え、女は振り返りもしないでずんずんと進んでいくので、ゆかりはなんだか心細くなって言葉を探した。

「み、緑が多いんですね、学園って」

「そうね」

「まるで森です。天気のいい日だったらすごく気持ちいいんでしょうね」

「私は正職員ではないからわからないわ」

「あ、そ、そうでしたね」

「……」

「……」

「その、雨降りそうですね」

「私は気象予報士じゃないからわからないわ」



    

  
    
      



    

  
    
      「そ、そうですよね」

「…………」

「…………」

「り、臨時職員のお姉さんは普段何をしてらっしゃるんですか？」

「あなたに教える義理はないわ」

「そう……ですよね。あは、あはは……」

「………………」

「………………」

　ゆかりは会話を諦あきらめた。

　相変わらず天気は曇ったままである。灰色を帯びた雲が空を霞ませ、一切の青みを打ち消している。木や草はどれも陰を背負い、徐々に緑を帯びつつあるにもかかわらず、まるで秋のような枯れた観が漂っている。曜よう子こと手をつないでいたときにはそれでも全く気にならなかったが、ゆかりはどんどん気分が落ち込んでいくように感じた。一度も振り返らない黒い背中がそれをますます助長させている。

「余裕なのね」

「……え？」

　それが目の前の女から発せられた言葉なのだと気づくのに、少し時間がかかった。

「これから編入試験だというのに、あなたはずいぶんと落ち着いているように見えるわ。自然がどうとかどうでもいいことに目を向けて」女の背中が続けた。「大事な試験なのでしょう？　なのに全く気負っているところがない」

「そ、そうですか？」

「ええ。とても自信があるのね」

「そ、そんなこと……」

「でも落ちる気はしない。そうでしょう？」

　ゆかりは答えなかった。傲ごう慢まんかもしれないが――事実、そうだったから。

　自分の目標はもっともっと上にある。誰だれにも認められるＫＯＴＯの社長。

　そのためにも、こんなところでつまずいてなんていられない。編入試験はただの通過点のひとつに過ぎない。

　ちらりと背後を振り返ってゆかりの表情を見た女は、フッと笑みをこぼしてまた前を向いた。

「どうしてこの時期なの？」

「……え？」

「だって今あなたがいる高校はあと一年で卒業なのでしょう？　その後でも遅くないような気がするけど」

「……」

　そうだ。確かにそうなのだ。

　大学自体は別のところを考えているため、学園に在籍するのは実質一年間。今まで平凡な小中高を過ごし、そのために逃してしまった勉強やコネはたくさんある。たった一年でそれら全すべてを取り戻せるとは思わない。

　それでも。

　将来のためになるのならば、できることを少しでも多くやっておきたい。本当に些さ細さいなものでいい、土台を作るのに役立つものはなんでも欲しい。そして――鉄てつ平ぺいに一片たりとも負担をかけないために。鉄平に―――されないために。

　未来のために。

「……どうしても成し遂げたいことが、あるんです」ゆかりは言った。「大切な未来のために、私はやらなくちゃいけないんです」

　鉄平と自分の、未来のために。

　女が立ち止まり、ぐるりと振り返った。あまりにいきなりのことだったので、ゆかりは思わず「ひっ」と後ずさった。

「何があっても？」

「……え？」

「たとえ誰だれが止めようとも、あなたにはそれを振り払い、突き進む自信がある？」

「……？　え、っと？」

　唐突な質問に目を丸くするゆかりに、女はなおもまくし立てた。

「何ど処この誰があなたを引き止めようとも、あなたはあなたのしていることの正しさを説き、意志を最後まで貫き通す自信は、あるのかしら？」

　どうしてそんなことを？――と訊たずね返そうとしたゆかりは、しかし寸前で質問を飲み込んだ。

　女はとても真しん摯しな瞳ひとみをしていた。茶化しているとか試しているとかではない――本気の回答を求めた、本気の問いを投げかけていた。

「……あります」本気の問いを、はぐらかしてはいけない。ゆかりはこくりと頷うなずいた。「私は投げ出したりしません」

　たとえ鉄平が反対しても。

「私は、やり通します」

　女はじっとこちらを凝視していた。ゆかりの返答をゆっくりと吟味するように。

　ゆかりは絶対に目をそらさなかった。瞬まばたきすらも拒み、自分の決意を強く伝えられるように。

　女はやがて、頷いて言った。

「……私はあなたの味方よ」

　そして、微笑ほほえんだ。

　それはゆかりがはっとするほどの――ほっとするほどの、優しい笑顔だった。

　クラスメイトも曜よう子こも鉄てつ平ぺいもいい顔はしてくれなかった――けれどこのとき初めて、自分の考えは人に認めてもらえたんだと、ゆかりは思った。

　それはとても大きな安あん堵どをもたらしてくれた。

　――認めてくれた。

　自分の選択は本当に正しかったんだろうか。その迷いは常に脳裏につきまとい自分を苦しめていたけれど……その重圧が今、ほんの少しほぐれた。

　――認めて、もらえたんだ。

「……な、何を泣いているの？」

　急に焦り顔になる女に、ゆかりは自分が涙ぐんでいることに気付いた。大丈夫です、と目め尻じりを拭ぬぐっていると、女はすでに背中を向けていた。

「い、行くわよ」

　はい、とゆかりは頷うなずいた。

　それからもふたりは黙々と森の道を歩いた。いくつか建物が見える度にゆかりは「ここかな」と思うのだが、すぐに通り過ぎてしまう。これだけ広い土地なのに不思議なことに地図や案内板の類たぐいはひとつも見当たらずゆかりは今自分たちがどの辺を歩いているのかもわからなくなっていた。

　気分の落ち着いたゆかりは、訊たずねてみた。「あの……会場は何ど処こなんですか？」

　ぴたり、と女は立ち止まった。そのまま動かないで何な故ぜか立ち尽くしている。

「あ、あの？」

「……大学部の、とある教育棟で行うわ」

　女の背中が答えた。

「なんていう教育棟ですか？　私、一応地図は頭に入ってるんですよ」

「……秘密よ」

「え？　で、でもそれくらいは教えていただいても」

「秘密よ」

　繰り返してから、女は何やら「そうか。全部こう言えば良かったんだわ」とひとりで納得したように呟つぶやいた。ゆかりは訝いぶかしげに思いつつも、

「……じゃあ今はどの辺を歩いてるんですか？」

「秘密よ」

「試験官はお姉さんだけですか？」

「秘密よ」

「そういえば他ほかに生徒の方の姿が見えませんけど、何か行事でも？」

「秘密よ」

「……天気、いいですね」

「秘密よ」

　ダメだこれ。



　背後でゆかりが疲れたように小さくため息をつくのを聞いてから、黒い女――言うまでもなく大おお目め玉だまである――は再び歩き始めた。後ろを小走りに足音が続く。

　大目玉の頬ほおは、こっそりと緩ゆるんでいた。

　――よし。怪しまれてはいるけれど、まだ気付かれてはいない。

　学園で何が起こっているのか、古こ都とゆかりは気付いていない。五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいが自分を捜して奔ほん走そうしていることを、まだ知らない。それでいい。大目玉の目的はこの騒動をゆかりに鉄平と出会うまで知られないようにすること。予定通りだ。

　鉄平がこちらに向かっていることを知れば、確実とまでは言えないがゆかりは『逃げる』――その確率が非常に高い。

　ゆかりにしてみても、ここで鉄平と会うことは最悪のタイミングに他ならない。何せ鉄平の反対を押し切ってまで学園に来たのだ。気まずいと思うのも当然だし今は会いたくないのも頷うなずける話だ。

　しかしそれでは困る。大目玉の目的はふたりを鉢合わせにし、別れさせることにあるのだから。

　実際今も大目玉は、こちらに向かう鉄平に出会うようにゆかりを誘導していた。予あらかじめ案内図になるものは全すべて撤去させてあったので、ゆかりには現在位置もどの方角に進んでいるのかさえもわかりようがない。誘導はさほど難しくない。

　鉄平の方から自分や首輪の爆弾のことをゆかりに知らせる手段も、ない。大目玉は自分の服に妨害電波を発生する装置を仕込んでおり、半径十メートル以内ならばその機能は有効なのだ。よって携帯電話で連絡を取り合うことは不可能。そしてこの装置には内世界の『科学』も応用されており（高かった……）、ＯＴＶお気楽テレビのカメラに入ってこられないように結界のようなものを周囲に張り巡らせることもできる。これにより槍やりヶが岳たけたちは大目玉とゆかりの姿を見失ってしまう。

　つまり五十嵐鉄平は首輪にある距離のメーターだけを頼りにゆかりを捜さなければいけないというわけだ。それでは時間内にゆかりを見つけることができない場合もあり得る（それで彼が爆死するようなことになれば、大目玉の立場が危うくなる）。そうならないためにも大目玉はこうしてゆかりを誘導し、確実にふたりが出会えるように仕向けなければならないのだった。

「ところで古こ都とさん。カードはちゃんと持っているかしら？」

「え？　カード？……ああ、許可証のことですね。はい、ちゃんと持ってますよ」

「よろしい。それがないと試験も受けられないし学園の出入りもできない。決して落としたりしないように」

「はい」

　学園生、教員、事務員、清掃員、来客にいたるまで、百ゆ合り百ゆ合り学園を出入りする者には等しく与えられるカードがある。それが『許可証』という物である。

　そもそも来客ですら事前の連絡なくしては中に入ることは許されない。アポイントを取った上で『許可証』が発行され、それで初めて学園に入ることができる。『許可証』は免許証や学生証といった普通のカードの類たぐいと同じサイズのものだ。それはＩＣカードで、全すべて学園のコンピューターのデータベースに登録され管理されている。学園に入るには正門詰所の警備員にその『許可証』を提出し、専用の機械に通して認識を行わなければならない。

　そしてゆかりが持っている『許可証』――これが五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいの首輪を外す『鍵かぎ』なのだ。

　鉄平の『鍵』はゆかりの『許可証』でしか開錠できない。ゆかりに与えられた『許可証』は学園側が作ったものではなく、ＢＴＶブラックテレビが偽造しすり替えたものである。内世界の科学による特注のカードは、ある特定の信号を発し、鉄平の首輪はその信号だけを追って認識する。首輪爆弾の距離メーターはこの『許可証』までの距離を表しているのだ。大おお目め玉だまの“〝結界”〟はこの信号のみ阻害しないように設定されている。

　そして古都ゆかりの気持ち。自分でも確認してみたがそれは確かなもので、たとえ何ど処このどいつが邪魔しようともゆかりは揺らがない。きっと彼女は――意志を遂げる。

　それを妨げるものと、闘える。

　――さあ、五十嵐鉄平。

　早くいらっしゃい。

　最悪のエンドがあなたを待っているから――

「くふ」

　唐突に大目玉が肩を震わせたため、後ろを歩いていたゆかりはびくりと立ちすくんだ。

「くふふふふふふふふふふふふふふ」

　びくびくとゆかりは怯おびえて肩を抱いた。

「ふふ、ふ……」

　含み笑いをして頬ほおを緩ゆるめる大目玉は――しかし唐突に真顔になった。

　――どうして。

『……私はあなたの味方よ』

　――どうして私はあんなことを言ったのかしら。

　本当はもっと冗長なセリフで、ゆかりの感情を煽あおるつもりだった。誇張表現は当たり前、五十嵐いがらし鉄てつ平ぺい（をほのめかして）の幼稚さをもっとずっと強調、彼への否定的な印象を増長――の予定であった。

　なのに口をついて出たのは、あんなにもシンプルな言葉だった。

　それは図らずもゆかりの心の奥底に届いたようだが（涙ぐむとは思わなかった……）、自分は一体どういうつもりだったのだろう？　何を思ってあんなことを。

　――私にも、届いたのかもしれない。

　ゆかりの真剣な眼まな差ざし。

　何かを成し遂げようとする、人間の重み。

　――感化された？

　自分もそんな道を歩いてきたから。

　努力、してきたから。

　見返してやりたい奴やつらがいて、追い抜きたい人がいるから。そのために今も努力しているから。

　――私は、この少女に感化されたのかしら。

　馬ば鹿かげてる。全くもって馬鹿げてる。

「…………ふ」

　けれどどうしてかそれは――不快ではない。大おお目め玉だまは自然にそう思えて小さく笑った。

　後ろでゆかりが「？」と首を傾かしげた。

　そのときだった。

　大目玉の耳元のイヤホンから、連絡が入った。学園内を見張らせているスタッフからだ。

「……何ですって？」

　スタッフからもたらされた報告に、大目玉は思わず声に出して呟つぶやいていた。

「せんしゃ？」

　　　＊

「思うんだよ。なんか内世界では俺おれが有名とか言ってたけど、それはちょっと違う。それは別に俺でなくてもいいんだ」

　その型は基本的なフォルムであると言っていい。

　迷彩のデザインに、左右に七つずつの転輪と起動輪のついたキャタピラ。空中線、横風センサー、前照灯といった基本的な付属品。

　そして前方に大きく突き出した、一二〇ミリメートル滑かつ腔こう砲ほう。

「なんつうか、今までの例を見るとな、わりと傾向が見えてくるんだよ。奴らは一番何を楽しんでるのか」

　製作はかの高名な三みつ菱びし重工。全備重量は五〇トンに達し、費用にして十億円はくだらない。

「奴やつらは」

　鋼鉄の圧迫感。

「俺おれの不幸を楽しんでやがるんだ……！」

　九〇式戦車。

　陸上自衛隊機甲科部隊第七師団を中心に配備が進められているはずの兵器が、何な故ぜか鉄てつ平ぺいたちの前に立ちはだかっていた。

「もう嫌だッ、なんで俺ばっかり……ッ」

「おいおいおかしいだろ……」鉄平がぶつぶつと呟つぶやいて頭を抱える横で、文ぶん七しちはふるふると震えておののいていた。「なんでこんなところに戦車があるんだよ!?」

「そうだよ……なんで戦車なんだよ……テロリスト、爆弾の次は戦車って……頭おかしいとしか思えねえ……」

「すげえ！」

「そうだよ……すげえよ――って、え？」

　何か微妙な食い違いを覚えて鉄平は振り向いた。文七は確かにふるふると震えていた――が、それは『おののいて』ではなかった。

　瞳ひとみをキラキラと輝かせて、鼻の穴を広げて興奮しているのだった。



    

  
    
      



    

  
    
      「すげえよてっぺー！　戦車だぜ戦車!?　俺おれ生まれて初めてナマで戦車見たよ！」

「ぶ、文ぶん七しち？」

「すげー！　チョーすげえ!!」

「ちょ――文七!?」

　まるで子どもみたいにはしゃいで、文七は鉄てつ平ぺいが止めるのも聞かずに戦車の方に駆けていった。ぽかんと取り残された鉄平はふと思い直した。

　――そっか。別に《敵》とは限らないんだ。

　学園に何な故ぜ戦車があるのか、その理由は全くもって想像がつかないが、とにかくそれは自分たち羽は原ばら羽ばね高校に敵対するためだとは限らないのだ。何らかの理由があってたまたま自分たちの近くを戦車が走っていた――それだけ（とても「それだけ」とは言いがたいが）のことなのかもしれない。

　少し被害妄想が過ぎたかもしれない、と鉄平はほっと息を吐ついた。そうだ。いくらなんでも戦車で自分たちを蹴け散らそうなんてそんなバカな話がある、

「――――ぉぉぉ」

　わけが、

「――逃げ」

　な、

「逃げろおおおおぉぉぉぉッ」

　い？

　戦車に向かっていったはずの文七は、瞼まぶたを見開き目を血走らせ叫さけび声を迸ほとばしらせながらこちらに全力疾しつ走そうで戻ってくるところだった。その後ろを信じられないくらいの猛スピードで戦車が――追いかけていた。

　――ああ、やっぱり。

　鉄平はほろりと涙をこぼした。虚こ空くうに遠い眼まな差ざしを送る。

　被害妄想しているくらいが、ちょうどいいのだ。



「――――はッ!?」

　スクリーンに映し出された防犯カメラの映像をぽかんと見ていた括くくるは、自分に注がれる無数の視線に気が付いてばっと振り返った。

　体育館中の学園生たちが、自分を見ていた。百以上のジト目がある共通の一言を雄弁に物語っていた。

　やり過ぎでしょ？

「ち、違いますわ！」括は慌あわてて否定した。「わたくしは戦車なんて知りません！　あのような物を用意した覚えなどこれっぽっちも――」

「では何な故ぜなのですか？」どこか詰問するように学園生のひとりが言った。「あの戦車が学園の敷地内にあるということは、学園の許可を得ているということですよね？　そして今日の学園の指揮権は全面的に新しん城じよう先生に委任されていると聞いています。それはつまり新城先生があの戦車を招き入れたということになりませんか？」

「そ、それは――」

　学園生の言うことはもっともだったが、括くくるにはまるで見当もつかなかった。いくら男性嫌いだからといって戦車まで用意するほどの怨おん念ねんと費用はない。

　スクリーンは学内バスの道を映し出していた。車両がおよそ三台分並ぶことのできるスペースの道路。こういったバス道だけは自然が切り開かれて整地され、学園内をひと通り巡れるように何本かに枝分かれしている。教員が運転する車もこの道を利用する――のだが。

　その道を、何故か戦車が爆走していた。

　戦車は車両二台分のスペースを占領して、驚くべきことに普通乗用車に劣らない速度で走っている。激しい土つち埃ぼこりを巻き上げながら、土の地面を抉えぐり削りつつ凄すさまじい騒音――機械機構の駆動音とキャタピラの音――をあげてふたりの少年を追走していた。

　それはあわや少年たちを轢ひき殺してしまうのではないかと思うほどの勢いだ。こうして客観的に見ているだけでそう思うのだから、実際に追われている少年たちにとっては想像を絶する恐怖だろう。括は彼らが羽は原ばら羽ばね高校の生徒であることも忘れてちょっぴり同情した。

「わたくしは本当に知りません――あんなもの」

「知る知らないの話ではありません、新城先生！」学園生たちはほとんど責めるように、「このままだと殺人事件になってしまいますよっ？」

　括は青ざめた。確かにそうだ。事情はどうあれ、あの戦車が少年たちを轢き殺してしまえばそれは学内での事件になる。そして今日の学園の責任者は括ひとり。

　でも……。

「も、もう少し様子を見ましょう」

「先生!?」

「わたくしたちの敵はあくまで羽原羽高校なのですッ！」括はヒステリックに喚わめいた。「あの戦車がどこの誰だれが用意したものかはわかりません、一応警備員に搭乗者の確認をさせますが――まずは様子見です。あなたたちは黙って見ていなさい！」

　上う手まくいけばこの戦車は羽原羽高校の生徒の戦意を喪失させてくれるかもしれない。そもそも轢き殺すなんてあり得ないでしょう？　まさかそんなこと――そう思っての、括の判断だった。

　学園生たちは誰もが納得のいかない顔をしていたが、括の金切り声に押し黙った。元々学園生たちは教師に楯たて突つくということに慣れていないのだ。

　括くくると学園生たちは気まずい雰囲気のままスクリーンを見つめた。

　……そのとき、そろりそろりとひとりの学園生が体育館の扉の隙すき間まから中に潜り込んだ。皆スクリーンに集中していたので彼女に気付く者はなかった。忍び足での侵入に成功したことを知った彼女は、しかし体育館に立ち込める緊迫感に息を飲む。

　そしてスクリーンに映し出されていた映像に目を見張った。

「藤ふじ森もりくんに……五十嵐いがらしくん？」

　霧きり島しま曜よう子こは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　　　＊

「なんでなんでなんでなんでなんで!?」鉄てつ平ぺいのすぐ後ろを走りながら、文ぶん七しちが叫さけんだ。「なんで戦車が俺おれらを追ってくんの!?」

　鉄平のイメージする戦車は、もっとトロトロとのろい速度で走る兵器だった。重くて、だから人間が走れば簡単に追い越してしまえるくらいに遅くて、その分火力と防御力に優れた乗り物。しかし現実の鉄の塊は自動車並みの速度で確実にこちらに迫りつつあるのだった。

　軽自動車よりもワゴン車よりもトラックよりも巨大で圧倒的なシルエット。前方に突出した滑かつ腔こう砲ほうを配し、キャタピラで石を踏み砕きながら土の地面を抉えぐり、まるで雪崩なだれの迫るような爆音を迸ほとばしらせながら特攻して来る様は凄すさまじいプレッシャーを伴っていた。

「ねえやっぱりあの主砲ぶっ放してくんのかなっ？　俺らぶっ飛ばされるのかな!?」

「知るかよ黙ってろ舌噛かむぞ――こっちだッ」

　鉄平はバス道を逸それ林の中に飛び込む。文七も何やら喚わめきながら後に続いた。

　木々の生い茂る、障害物の多い地形なら――という鉄平の望みは文字通りへし折られた。戦車は赤子の手を捻ひねるように次々と木々をなぎ倒しながら、さらに馬力を上げてこちらに向かって来たのだ。

「ひいいいいいいいいいいいっ」文七は涙目で悲鳴をあげた。「どうすんだよてっぺー!?　大砲でぶっ飛ばされるどころか轢ひき殺されそうだよ!?」

　かくなる上は――鉄平は呼び声をあげた。「槍やりヶが岳たけッ、見てるんだろ――出て来いよ！」

「ハイハイ何か御用ですか」

　声に振り返るとすぐ隣に槍ヶ岳がいた。あまりに唐突な登場に文七は声も出ないほどに驚いていたが、鉄平は慣れているので驚かなかった――が彼女の様子を見て思わず訊たずねてしまう。「なんでっ？　なんで競歩で俺らと同じ速度出せるのっ？」

　鉄平と文七はペース配分を考える余裕もないくらいに全力で走っているというのに、それに並ぶ槍ヶ岳はなんと競歩――速歩きでついてきているのだった。

「なんか気持ち悪ッ！　速歩きって速過ぎると気持ち悪ッ！」

「失礼な。せっかくこうして呼ばれて出て来て差し上げたというのに」汗だくの鉄てつ平ぺいに対し、槍やりヶが岳たけはやはり涼しい顔をしている。その腕と足はものすごいスピードで動いているのだが。「で、何の御用でしょうか？」

「見りゃわかるだろっ、あの戦車をなんとかしてくれよ！」

「それは私の担当外です」

「――って言うと思ったからなんか武器とかそういうの貸してくれよ、いつもの『見えないリュックサック』とか！」

「今日は持って来ていません。武器になる物も、何も」

「じゃ、じゃあゆかりのいる場所に連れていってくれ！」

「自分の脚で行ってください」

「ゆかりは何ど処こにいる!?」

「自分で捜してください」

「――――ちょ」

「最初に申し上げたはずです」言いかける鉄平を遮さえぎって、槍ヶ岳はぴしゃりと言った。「今回、我々ＯＴＶお気楽テレビは傍観者に徹すると。私たちは一切の援助を五十嵐いがらしさんに行いません」

　鉄平はかっとなって叫さけんだ。

「そりゃねえだろ!?　俺おれはお前らの厄やつ介かい事に巻き込まれて」

「私たちの、ではなく大おお目め玉だまたちの、です」

「――――」

「大目玉は正面から五十嵐さんに挑戦状を叩たたき付けてきました。不本意な形とはいえ五十嵐さんはそれに受けて立ったのです。そしてそこに私たちＯＴＶの意志は一片も存在しない――つまり私たちが背負う責任など皆無なのです」

「でも――」

「甘えてんじゃねえよチェリー」

　鉄平は口を噤つぐんだ。

　毒舌のわりに槍ヶ岳は無表情だが――それが却かえって怖い。

「いつも何かしらのフォローが得られると思ったら大間違いです。五十嵐さんは私たちの助力無しに――今あるものを最大限に活用して闘うのです。楽な道を選ぼうとは思わないでください」

「でも、いくらなんでも戦車は――」

「そんなことだからゆかりさんをしっかりとつなぎ止められないんですよ」

「ッ！」

　明らかな挑発に鉄平は口を開くが――荒い呼気がもれるだけで何も言えなかった。

「五十嵐さんは今までの事件にも全力で立ち向かい、それに打ち勝ってきました。それはどうしてですか？　どうやって打ち勝ってきたのですか？　何をして乗り越えてきましたか？――努力してください。今までの闘い方を思い出して。自分にできることを限界までやり尽くして。自分に用意された材料を可能な限りに利用して――努力、してください。今日の五十嵐いがらしさんはまだそういった努力をしていませんよ」

　努力。

　首輪の爆弾をきっかけに――ゆかりと仲直り。

　槍やりヶが岳たけの力を借りて――戦車を撃退。

　俺おれは努力しているか？

「――たださすがに戦車はやり過ぎな観がありますけどね」

　槍ヶ岳があっさりと言ったので鉄てつ平ぺいは転びかけた。「お、お前なぁ……！」

「しかし対戦車という構図は非常に面白い。ＯＴＶお気楽テレビとしてもぜひぜひカメラに収めておきたいところです」

「無理だって！」

「そこで交換条件といきませんか？」

　鉄平はぱちくりと瞬まばたいた。

「もしもアナタたちが見事戦車を撃退することができたなら――私から情報を提供いたしましょう」

「情報って」

「学園生が何ど処こにいるのか、そしてゆかりさんは何処にいるのか――それを教えて差し上げましょう。これが我々のできる唯一の譲歩です」

　ゆかりの居場所。

　それは確かに魅力的な情報と言えた。私立百ゆ合り百ゆ合り学園――この広大な土地の中で、手がかりもなく何処かにいるゆかりを捜すことは極めて困難に思えた。頼りになるのは相手との距離を示すメーターのみ。残り時間は多いとは言えない。その状況から言えばゆかりの居場所を教えてもらえるのは非常にありがたかった。

　しかし――その条件は、戦車と対たい峙じすること。

　あり得ない。リスクが多過ぎる。

　無理だ。

「む――」

「何してんだてっぺー!!」

　文ぶん七しちの声にはっと目覚めた。文七は肩越しにこちらを振り返りながら前を走っていた。その目は――恐怖に引きつっている。

　つられて鉄平も振り返ると、すぐそこまで戦車が迫っていた。相変わらず木々を容赦なくなぎ倒しながら突き進んでくる――プレッシャーはもはやすぐそこまで迫っていた。

　隣を競歩している槍やりヶが岳たけが冷静に言った。

「選択肢なんて残されてないんですよ」

「だけどよ!?」

「私は信じています」

　思わず見やって――鉄てつ平ぺいは目を見開いた。

　槍ヶ岳は小さく笑っていたのだ。「五十嵐いがらしさんを、私は信じています。だから不安なんてこれっぽっちもありません」

「……」

「闘うためのヒントは、すでに何度も示してあります。ご武運を」

　そして槍ヶ岳は消えた。

「……」

　鉄平は前を向いた。走り続けた。止まることなく走り続けて――考えた。

　考えることに没頭した。

《無理だ》という思考は《どうする？　どうやる？》という思考に切り替わっていた――ということに気付かないほど、鉄平の集中力は研ぎ澄まされていた。

『信じています』

　その一言は、いとも容易たやすく胸の内に滑り込み、後ろ向きな気持ちを消し去ってくれた。

　考えろ。

　槍ヶ岳が「信じている」と言ってるんだから大丈夫だ。

　俺はきっと、やれるんだ。

　だから弱音はやめろ。努力をしろ。

　考えろ。考えて考えて考え抜いて――行動しろ。

『闘うためのヒントは、すでに何度も示してあります』

　ヒント？

『選択肢なんて残されてないんですよ』

『もしもアナタたちが見事戦車を撃退することができたなら――私から情報を提供いたしましょう』

『自分にできることを限界までやり尽くして』

『五十嵐さんは私たちの助力無しに――今あるものを最大限に活用して闘うのです』

『甘えてんじゃねえよチェリー』

　――アナタたち。

　――今あるものを最大限に活用。

　――チェリー。

　いやチェリーは関係ない。

「文ぶん七しちッ」鉄てつ平ぺいは叫さけんだ。「走るぞッ！」

「もう走ってんじゃん!?」

「もっと速くだ!!」

　やることは決まった。気を抜けば止まりそうになる脚を叱しつ咤たして、鉄平たちはさらに加速した。

　　　＊

「――何か聞こえませんか？」

　ゆかりは立ち止まって聞き耳を立てた。

　聞こえる。確かに何か聞こえる。

　大勢の人が騒いでいるような――それと何かはわからないが激しい振動音が、微かすかに鼓膜を震わせている。

　何かが、起こっている？

「お姉さん」大おお目め玉だまは立ち止まりもせずにずんずん先に進んでいくので、ゆかりは慌あわてて後を追った。「あの、何か聞こえませんか？」

「聞こえないわね」大目玉の背中が答える。「空耳じゃないかしら」

「そ、そうですか……？」

　確かに聞こえるのだけど……。そこでゆかりは初めて不審の念を覚えた。

　振り返らない背中。繰り返される「秘密よ」。

　考えるまでもなかったかもしれない。自分は何かを隠されていないか？

「お姉さん、会場はまだなんですか」

「まだよ」

　……怪しい。



　一方大目玉はイライラしていた。

　――何？

　彼女の耳元にはイヤホンがついていて、定期的に部下から連絡が入るようになっていた。現在の戦況。そして先ほど入った報告……。

　――戦車って何？

　自分は戦車など用意した覚えはない。

　無論新しん城じよう括くくるを始めとする学園側にもそんな備えはなかったはずだ。そもそもこの外世界の日本においては戦車ひとつを所有するのにも特殊な手続きが必要になる。それも相応の身分があって初めて成せること。戦車自体の費用も相当なもの、高名な百ゆ合り百ゆ合り学園といえど億単位の費用をそうそう簡単に用意することなどできない。大体たかが高校生を相手に戦車なんて用意するだろうか？

　大おお目め玉だまではない。学園でもない。羽は原ばら羽ばね高校と敵対しているところから見て槍やりヶが岳たけたちでもない。では――誰だれが？

　おかげで現在五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいはこちらから遠ざかっている。戦車から逃げるため、大目玉たちとは逆方向に。

　気持ち悪い。大目玉は顔をしかめた。気持ち悪くて仕方ない。

　明らかだった。

　百ゆ合り百ゆ合り学園ではない。羽原羽高校であるはずがない。我がＢＴＶブラックテレビでもない。ＯＴＶお気楽テレビがこのようなことをする理由もない。

　つまりこれら以外にも、別の勢力が動いている――そうとしか考えられなかった。

　　　＊

　羽原羽高校の生徒たちは疲弊していた。

　地図を見下ろすのでなく実際に体感することで知った、広大なキャンパス。百人以上もの警備員による大捕り物。そして何より未いまだに目的の学園生たちを見つけられないことが、精神に負荷を与えていた。

　捜せども捜せども学園生の姿はなく、逃げても逃げても警備員は追ってくる。手当たり次第に建物に突入しても成果はなくその度に生徒たちの気力は削そがれていった。

　そして戦況は完全に防戦一方に陥っていた。

　精神的にも肉体的にも疲労する生徒たちは肩を貸し合うように次第に固まり始め、やがてはそのほとんどが建物に立てこもるのだった。

　学園の中心部より東寄りに位置する、高等部学生会館。座席数三百ほどのフレンチレストラン、売店、コンサートホール、貸し出し教室、高等部生専用の事務室などを収容した施設である。学生による演奏や外部からアーティストを招いての芸術鑑賞なども行われるコンサートホールがあるためか、玄関ホールは大理石やガラス張りのエントランスなどで整えられ、学内のいち施設とは思えない凝った造りになっていた。

　ここに潜り込んだ生徒たちは窓際や入り口などにレストランのテーブルや椅い子すを持ち込んでバリケードを作り、玄関ホールの隅に女子、それらをぐるりと囲むように男子たちが立っていた。その総数およそ二十余名。外から幾度も体当たりされるバリケードを、複数の男子が身体からだを張って押さえていた。床にはすでに叩たたき割られたエントランスのガラスが散らばっていた。

　外からバリケードを叩く音、怒号。「こんなのすぐにぶち破れるだろう！」「裏口から回り込め、入れるところなんていくらでもある！」

　バリケードを押さえている男子たちは無言で歯を食いしばり、女子たちは身を寄せ合って警備員たちの遠い怒号から耳をふさいでいた。

　女子のひとりが、ぽつりともらした。

「もう、ダメだよ……」

　まだ外にいる生徒からの情報によると、すでに三十名以上の生徒たちが捕まっているらしい。他ほかにもこのように生徒たちが立てこもっている建物があるらしいが、どれも陥落寸前――この学生会館ももはや限界は近い。

　ひっく、と女子のひとりがしゃくりあげたのをきっかけに、女子たちは次々と嗚お咽えつをもらし始めた。「な、泣くなよ」と男子が声をかけるが、彼らもまたほとんど泣きそうな顔をしていた。

　――やっぱり、ダメなのか？

　――好きな人に会えないで。一目見ることすら叶かなわないで。

　――この想おもいを打ち明けることもできないで。

　――俺おれたちは。

　――私たちは。

　終わってしまうのか？

「――くそっ！」

　激しく振動するバリケードを背中で押さえていた男子のひとりが、毒づいた。しかしそれ以上の言葉が出て来ない。毒づき以外の言葉を、選べない。

「くそくそくそくそ――――ッ」

　それ以上の言葉を選べば――考えながら発してしまえば、どうしようもなく弱気なセリフしか出て来ないことを知っていたから、男子はただただ毒づくしかなかった。迸ほとばしるように、無意味に繰り返す。「くっそおおおおおおおおおおおッ!!」

　その胸元のポケットで、着信音が鳴った。

　――また誰だれか捕まったのか？

　考えただけで全すべての力が失われそうになった。いい加減にしてほしい――けれどもしもそれが助けを呼ぶものなら、放っておくことはできない。彼は全体重でバリケードを押さえながら電話に出た。

「もしも――え？　五十嵐いがらしっ？」

　生徒たち全員が顔を上げた。

　五十嵐鉄てつ平ぺい。

　昨年のイヴにトラックに轢ひかれ全身複雑骨折、先月のバレンタインに見事古こ都とゆかりをゲットしたという――変に伝説的な男。

　生徒たちは妙な期待を抱いた。彼なら何かやってくれるのではないかという、藁わらにもすがりつくような願望。なんとかしてくれ――という最後の希望。

「今？　どっかの会館、にッ、立てこもって、るっ！」バリケードが激しく振動し、血管を浮かび上がらせながら男子は切れ切れに言った。「何――え？　マジ？　嘘うそだろ？　いや、うん、よくわかんねーけどっ、わかっ、た！　騙だまされてっ、みる！」

　それからも男子は「うん、うん」「場所は――が目印で」「そう、うん、で俺おれたちは」「わかったっ」と頷うなずいて電話を切った。顔を上げて玄関ホールを見渡すと誰だれもが自分を見ていた。男子は力強く頷き、

「五十嵐いがらしからの、伝言だッ！　俺も信じらんねーけど騙されたと思って聞いてくれ！」

　彼はどう伝えるべきか一瞬迷い――結局は率直に言うことにした。

「これからここに戦車が突っ込んでくる!!」

　　　＊

「てっぺー、マジでやるのっ？」

「マジだ！」

　既に両脚の太ふと股ももは限界を超えていた――が鉄てつ平ぺいたちは止まらなかった。猛ダッシュでぎりぎり木を避け草むらを飛び越えて、やがては林の中から開けた場所に飛び出した。

「――こっちにもいたぞっ」発したのは警備員のひとりだった。ざっと見二十人近くの警備員たちが巨大な建物を包囲し、何人かが交代で入り口のバリケードに体当たりをかましていた。「ガキがいるっ、捕まえろ！」

　五人ほどの警備員がこちらに向かって来た。

　しかし鉄平は怯ひるまない。そのままの勢いで彼らに突進した。

「どけえええええええッッッ」

　警備員たちはびくりとして足を止めた。鉄平の咆ほう哮こうに恐れを成した――わけではない。

　気付いたのだ。

　鉄平たちの後を追って。木々をなぎ倒しながら。

　戦車が爆走して来ていることに。

「な――」

「死にたくないならどけッ!!」

　鉄平が叫さけぶまでもなく警備員たちは悲鳴をあげながら目の前から散っていった。食堂を包囲していた者もバリケードを破ろうとしていた者も慌あわててその場から撤退する。

　鉄平と文ぶん七しちはまっしぐらに建物に向かって走る。走る。走る。ふたりの目は異常なほどに血走りほとんど人間的な色を失っていたと言える。それもそのはずふたりの後方十メートルほどの距離に戦車が猛然と迫っていたから。

　死に物狂いで彼らが目指すは高等部学生会館の入り口。ガラスを叩たたき割られたエントランス越しに、羽は原ばら羽ばね高校の生徒たちが急いでバリケードを撤去しているのが見えた。

「文七ッ！」

「死んだら一生恨むからなッ！」

　互いに怒鳴り合う。すぐ真後ろまで来ている圧倒的なプレッシャーに追い立てられるように鉄てつ平ぺいと文ぶん七しちは、

「「うぉあああああああああああああああああああああッ」」

　同時に跳んだ。

　上半身から飛び込むようにエントランスに突っ込む。一瞬の浮遊感を経て、ふたりの身体からだは大理石の床に衝撃と共に受け止められ、

　そのまま滑っていった。

　障害物のない、何かの液体で濡れた大理石の――摩擦力を失った――床を、散らばっていたガラスの破片で肌を無数に切り裂かれながら滑る。痛みなんて知覚している暇はなかった。

　その後ろで戦車がエントランスを突き破って突入して来た。

　戦車は粉ふん塵じんをあげながら、そのまま鉄平たちに突っ込んでくる。

「――――つッッッ」

　腹ばいに床を滑走しているため、ガラスの破片がぎりぎり瞳ひとみを避けて瞼まぶたを裂く。それでも鉄平は瞬まばたきひとつせず、隣を並行して滑る文七の脇わき腹ばらに足をかけ、

「ぅりゃああああああああああああああああああああッ」

「ぐべっ！」

　蹴けった。

　それまで並行して滑っていたふたりの身体は、鉄平の蹴りの力点から左右に軌道が分かれた――ちょうどＹ字になるように。

　そして滑りながら後方に首を捻ひねっていた鉄平は、確かに見た。

　左右に分かれた鉄平と文七。戦車はその一方――鉄平を追うように方向転換を行おうとして、



　油にまみれた大理石の床の上をスリップした。



　左に九十度回転した戦車はそのまま横ばいに直進し、軌道のずれた鉄平のすぐ足元をぎりぎり通り過ぎてそのまま玄関ホールの受付に突っ込んだ。

　壁が崩壊する轟ごう音おんが鼓膜を支配する中、鉄平の身体は滑り続け――壁際に追いやられていた、バリケードとして用意されていたテーブルと座席の山に突っ込んだ。山は崩れ鉄平の上に雪崩なだれのように降り注いだ。

　　　＊

　ありったけの油を床にぶちまけてくれ――。

　電話でそう告げられた羽は原ばら羽ばね高校の生徒たちは大急ぎで会館内のレストランに走り、厨ちゆう房ぼうからあるだけの調理用の油を引っ張り出して大理石の床にぶちまけた。幸いにも百人以上を収容するレストランであったため買い置きの油はいくらでもあった。

　そして五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいは戦車と共に会館に突っ込んできた。

　何ど処こから何処までが思惑通りだったのかは、誰だれにもわからない。しかし実際に方向転換しようとした戦車は油にまみれた床にスリップし、壁に突っ込み、そして沈黙してしまった。戦車の存在自体が謎なぞで仕方がなかったが、結果的に五十嵐鉄平は戦車と闘いここに打ち勝ったのだと――羽は原ばら羽ばね高校の生徒たちはおぼろげながらに理解した。

　信じられない、と誰もが唖あ然ぜんとしていた。

　ここが滑りやすい大理石の床じゃなかったらどうしていたのか？

　ここに買い置きの大量の油がなかったらどうしていたのか？

　そもそも戦車がスリップしなかったらどうしていたのか？

　死んだら――どうしていたのか。

　様々な可能性を思い、壁際に身を寄せていた生徒たちは誰もが声を失ったまま動けなかった。

　沈黙が、玄関ホールを支配する。と。

　がしゃがだごこっ、という音に誰もがびくりと肩をすくめた。生徒たちが一斉に見やると――

「…………！」

　五十嵐鉄平が、バリケードの山から立ち上がっていた。

　誰もが息を飲む。鉄平の身体からだは油にまみれてびしょびしょ、髪は土つち埃ぼこりにまみれ、制服の袖そではちぎれかけ、そのところどころにはガラスの破片、顔中に無数の裂傷、左腕はだらりと力なく下がっている――その指先からぽたりと赤い液体が落ちた。

　鉄平は虚うつろな眼まな差ざしをし、ぼんやりと辺りを見回す。その視線はうつ伏せの姿勢で顔面から大理石の壁に衝突したまま動かない文ぶん七しちの上を通り過ぎ、壁に半身を突っ込ませたまま沈黙する戦車の車体に止まった。ふらふらと鉄平はそちらに歩き出す。

「い、五十嵐……？」

　先ほど鉄平から電話を受けたクラスメイトの男子が声をかけるが、鉄平はつるつるとした床に時々転びかけながらも無視して歩き続けた。



『アナタたち』――自分を含む羽原羽高校の生徒。

『今あるものを最大限に活用』――生徒たちに協力を求める。

　槍やりヶが岳たけの言葉からそのことに思い当たった鉄平は、手当たり次第にクラスメイトの人間に電話をかけまくった。そして五人目の相手にして「会館に立てこもっている」という情報を得た。

　大理石の床。フレンチレストラン。

　それらに賭かけて――勝負した。

　結果は御覧の通り。戦車は沈黙し、首輪も誤爆することはなかった。

　自分は努力し、乗り越えたのだ。

「…………」

　歩く度に正体不明の激痛が全身に走る。それに耐えながら戦車までたどり着くと、鉄てつ平ぺいはその上によろよろと乗り上げ車体前方にハッチを見つけた。開ける。そこには迷彩服を来た男が目を回して気を失っていた。

「ふへ」込み上げる衝動を、鉄平は我慢できなかった。「ふへへへへへへへへへへへへ」

　周囲を見回すと茫ぼう然ぜんと立ちすくむ生徒たちの姿があった。不気味に含み笑いをする鉄平に変人を見るような眼をしている。

「へへ、へへへへ。何ぼさっとしてんだよ？」

　鉄平は異常なほどにテンションが上がっていた。



「三倍返しすんだろ？」



　こうして五十嵐いがらし鉄平は伝説となった。



    

  
    
      



    

  
    
      


【第４話・本気上等！】

残り三五分

残り七八九メートル



「正直に言うと、私たちＯＴＶお気楽テレビのカメラもゆかりさんの居場所を見失っていたのです」

　槍やりヶが岳たけは言った。

「しかしご安心ください。実はこの学園内に、何な故ぜか私たちのスタッフが移動できない一角があるのです。その一角は常に移動しています。そこに恐らくゆかりさんがいると考えてまず間違いはないでしょう。また大おお目め玉だまの姿が見えないことから、彼女はゆかりさんと行動を共にしている可能性があります。大目玉またはゆかりさんが妨害電波を発生する何らかの機械機構を身に付けて、です。それが携帯電話の連絡や我々スタッフの撮影を阻害しているのだと考えられます。大目玉の失敗はそうした不通の空間を複数個用意しなかったこと――まあ単純に予算がなかったのでしょうけれど」

　電波の届かない一角は今も移動を続けている。普通に追うだけでは間に合わない。

　というわけで鉄てつ平ぺいは時速十キロ程度で走行する戦車に乗っていた。狙そ撃げき手しゆ用の座席に腰掛け、操縦手の席には文ぶん七しちが座り運転している。文七には戦車の動かし方などわからないはずなのだが、「なんかテキトーにアクセルっぽいの踏んでたら動いた」などと信じられないことをぬかしていた。人が歩くよりも多少速いくらいの速度で走っているのは――本当はもっと速く走行できる――慣れない運転と見通しの悪い道を走行しているためだ。

「てっぺー！」キャタピラの駆動音はかなりの騒音なので自然と会話する声は大きくなる。鉄平を振り返った文七が訊たずねた。「本当にこっちでいいのかぐえっ」

「ああ、このまま真まっ直すぐえっ！」

　叫さけび返した鉄平は、それだけで全身に激痛が走り軽く痙けい攣れんした。身体からだのあちこちが軋きしみほとんど使い物にならない。文七の方もほとんど満身創そう痍いで戦車が大きく揺れる度に苦痛に顔をしかめていた。

「だ、だいじょーぶかてっべべっ？」

「お、お前こそ大丈夫なのかべっ！」

「な、なんとがががッ」

「お、俺おれだっでででッ」

　戦車はバスの順路に沿って進み続けている。槍ヶ岳の言葉を信じるならばこうして走り続けていれば十分もしないうちにゆかりの元にたどり着けるはずだ。

　戦車の振動も身体の傷に響いた。地面は平らにならされているが、先ほどのスリップのためか戦車自体におかしな歪ゆがみができてしまったようだ。キャタピラがひと回りする度に車体が大きく揺れ、その振動が座席を通して怪け我がに響く。鉄てつ平ぺいはぎゅっと奥歯を噛かみ締めて執しつ拗ように襲い掛かる振動と痛みに耐え続けた。

　――もうすぐ。もうすぐなんだ。

　もうすぐゆかりに会える。そうすればこの痛みも終わる。鉄平は浅く呼吸を繰り返した。もう少しの辛抱。こらえてくれよ、俺おれの身体からだ。

　走行する戦車に、景色は後ろへと飛ばされていく。痛みを紛らわそうとして何気なく風景に目をやった鉄平は、その目を見開いた。

　順路の脇わき道に――ひとりの少女が立っていたのだ。

　学園の制服を着た、小柄でショートカットの女の子。戦車とのすれ違い様に、鉄平と少女の視線が噛み合った。

　視界の右端から左端に少女の姿が消えていく、その刹せつ那なに。

　少女はふっと笑った。

　そして瞬またたく間まに遠ざかっていった。

「……なんだ？」

「え？　どうかしたか？」

　文ぶん七しちは気付かなかったらしい。鉄平は首を捻ひねってから「なんでもない」と言った。



　遠ざかる土つち埃ぼこりを見ていた少女は、微笑ほほえみが止まらないようだった。

「まさか戦車を乗っ取るとは思いませんでした。うふふです。面白いです五十嵐いがらし鉄平」全身を微妙に振動させて少女は含み笑いをする。「その勝利に免じて、今日はあなたに譲ります」

　くるりと背を向けて、森の中へと姿を消す――

「次は、ありません」

　　　＊

　部下の報告から、大おお目め玉だまはいち早く鉄平の接近に気付いていた。

　――本当なの？

　にわかには信じ難いが、鉄平は謎なぞの戦車を乗っ取ってしまったようだ。戦車という乗り物は一般的なイメージからは速度の遅いものと思われがちだが、その気になれば時速七十キロの走行も可能だ。道が直線的でないため速度は落ちるだろうが、それでも徒歩よりは早く移動ができる。しかも槍やりヶが岳たけが告げ口したらしく、真まっ直すぐこちらに向かっているらしい。こちらから向かわなくとも鉢合わせになるのは時間の問題だろう。

「……あの、お姉さん？」

　訝いぶかしげにゆかりが声をかけるが、立ち止まって考え事にふける大目玉は聞いていなかった。

　――何にせよ、これは僥ぎよう倖こうね。

　大おお目め玉だまの目的は鉄てつ平ぺいとゆかりを会わせ、別れさせること。戦車の存在は未いまだに謎なぞだが、こちらに順調に向かっているのならば話は早い。このままゆかりを誘導していけば――

　大目玉はゆかりを振り返った。「え？」とゆかりが戸惑うのも構わずにじいっと彼女を観察する。

　一応ゆかりを煽あおってはあったが――まだ油断はできない。彼女の意志が少しでも揺らぐようなことがあれば、それだけでこの企画は失敗する危険がある。いわば賭かけに等しい。

　念には念を、入れなければ。

「……最後の詰めよ」

「え――えっ？」

　大目玉はゆかりの肩をがっしと掴つかんだ。「古こ都とゆかり」

「は、はひっ？」

「時間がないので手短に説明する。今、ある情報が入ったわ」

「…………はへ？」

　当然のごとく、ゆかりはぽかんとなった。そんな連絡、いつの間に――とゆかりが質問を挟むより早く、大目玉は続ける。「それは今、五十嵐いがらし鉄平がここに向かっているということ。あなたを学園から連れ戻すために」

　ゆかりは目を見開いた。「鉄平くんが……？」

「そのことを知った上で、訊ききたい。あなたの意志を」

「私の、意志……」

　大目玉は頷うなずいた。「あなたはこの学園に編入試験を受けに来た。自分の意志で。対する五十嵐鉄平は今、あなたの編入を止めようとしている。どうかしら」

「どう、って」

「あなたは五十嵐鉄平に止めてほしい？」

　ゆかりは息を飲んだように口を閉ざした。いくばくか逡しゆん巡じゆんの時を挟み、それでも首を横に振った。

「止めてほしくない。そうなのね？」

「……はい」

「じゃあその意志に全く迷いはないと、あなたは断言できる？」

「……！」

「止める彼を振り払い、是が非でも意志を貫き通す気概が――あなたにはあるかしら？」

　――あるわよね？

　もちろんです！　という返答を期待していた大目玉は、しかし裏切られた。

　ゆかりはきゅっと唇を引き結んで――うつむいてしまったのだ。

　……あれ？

　大おお目め玉だまは眉み間けんに皺しわを寄せるが、冷静に続けた。

「学園に入ることを決意したから、あなたはここにいる。少なくともその気ではいる。今五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいに会うことはその決意を鈍らせてしまうと思う？」

「……もしかしたら」

　相手との面識の無さが素直にさせたのか、あっさりとゆかりは認めてしまう。大目玉は舌打ちしそうになるのをこらえた。

　――こ、この小娘！

　さっきの強気は何ど処こいったのよ!?

　なんと古こ都とゆかりはこの土ど壇たん場ばで迷っている。編入試験まで受けに来たのに、それを目前にして決意を鈍らせている。

　ただ「五十嵐鉄平が来る」という一言で。

　ゆかりが頑かたくなに守ろうとしていた意志に、ヒビが入った。

　――甘い甘い甘い！

　大目玉はなんだかイライラしてきた。自分の目標のために覚悟してやって来たはずなのに、あれだけ強気なセリフを吐いていたのに、今さら躊ちゆう躇ちよする――そんな曖あい昧まいな態度がひどく癇かんに障さわった。

　……このとき自分でも気付いていなかったが。

　大目玉は企画遂行云うん々ぬんを抜きにして、ひとりの女としてむかついていた。

　――あなただけは、そんな態度を取らないでほしい。

　私が味方になったのだから。

「闘いなさい」

　……え？　とゆかりは顔を上げた。

「信念を貫き通しなさい」

　ゆかりは声もなく、ぼうっとこちらを見つめてくる。

　大目玉は自分でも気付かないうちに、真しん摯しな眼まな差ざしで見つめ返していた。

「あなたはひとりで闘う決意を、覚悟をしたのでしょう？　ひとりでもやれることを認めてもらうために。だったら闘いなさい。極限まで自分を追い詰めて、死ぬまで信念を貫き通しなさい。妥協はしない。自分という存在の価値を一片も譲ってはいけない。あらゆる痛みに向かい合って、牙きばを剥むいて、乗り越えなさい。それがひとりで決意するということ」

　それが私の生き方。

「ひとりで生きるということよ」

　ゆかりは立ち尽くしていた。瞼まぶたを見開き、金縛りにあったように大目玉の視線から目を離せないでいた。

「あ、あの……でも……」ゆかりはこくんと喉のどを鳴らし、言った。「でも……私はひとりで生きたいわけじゃ、ないんです」

「……」

「私はただ」

　ゆかりの目がうっすらと湿り気を帯びた。

「鉄てつ平ぺいくんとずっと一緒にいたい、ただそれだけなんです」

　五十嵐いがらし鉄平と一緒にいたいから。

　これがそのための最善策だと思って、古こ都とゆかりは選択した。

　選択した、のだけれど――。

「……そのために、学園に編入するのでしょう？　古都源げん之の助すけにあなたの実力を認めてもらい、五十嵐鉄平に負担をかけないために」

「そうです。そうなん、ですけど……」ゆかりは目を伏せ、「迷うんです。どうしても迷っちゃうんです。本当にこれで正しいのか。私は間違ってないか。先のことばかり考えて、肝心の今が見えてないんじゃないかって……自分の選択に、自信が持てないんです」

　それきり続けるでもなく、ゆかりはうつむいたまま沈黙してしまった。

　大おお目め玉だまはしばらくその様子を見つめていたが……やがてため息をついた。どっと疲れが肩に圧のしかかった。

　――失敗だわ。

　この企画は、失敗だ。

　あんなにも――あんなにも胸を張って「できる」と答えていたのに。五十嵐鉄平の名前が出てきただけでこんなにも脆もろく古都ゆかりは動揺してしまった。

　今の古都ゆかりに、五十嵐鉄平の声を振り払うだけの意志力はない。

　明らかに大目玉は読み違えていた。この最悪のタイミングでふたりを会わせれば確実に別れさせることができる――そう思っての企画だったが、そもそもこの少女にはそこまでの勢いはなかった。表面上はどうつくろっていても、根っこの部分にはどうしようもないほどの迷いが残っていたのだ。

　このままふたりを会わせてしまえば、ゆかりは折れてしまう。意志を貫き通せない。それではこの企画はふたりを仲なか違たがいさせるのではなく仲直りさせるためのものになる――そうなればＢＴＶブラックテレビの視聴者は喜ばないしＯＴＶお気楽テレビに番組を横取りされる可能性も出てくる。

　いらだちは疲れに変わり、それを理解すると共に大目玉は考えた。だとしたらこの場はどう収めるべきか。

　考えて――大目玉が下した結論は、速かった。

　――状況自体に問題はないわね。

　考えてみればふたりの関係は、この時点で切迫している。

　ゆかりの編入。それは確実に彼らふたりの間に波紋を生む――ふたりがケンカを続けているのがそのいい証拠だ。

　では実際にゆかりが編入してしまったなら、どうなるだろう？

　結局今日のうちに出会うことはできず、滞りなくゆかりが試験を受け、合格したら。たとえ五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいが仕方ないと妥協したとしても、現実に今までよりも格段にふたりの時間は削られてしまう。

　時間が共有できないこと。それは破局への最も大きな足がかりになりはしまいか？

　言わば遠距離恋愛も同然となる。同じ街に住んでいるにもかかわらず、自由に会うことすら叶かなわない――学校ですら、会えない。このような状態、果たして長続きするだろうか？

　言うなれば、鉄平にとってこれが最後のチャンス。これを逃したらもはや後はない。

　そこで大おお目め玉だまがするべきことは。

　――逆に会わせなければいいのよ。

　ゆかりが揺れてしまうと言うのならば、逆に鉄平を遠ざける。ふたりを出会わないように仕向けて、やがては破局を迎えさせる。

　番組自体はその流れを追って編集すればいい。とにかく今は、ふたりを会わせないこと。ゆかりに試験を受けさせること。それが優先すべき事項。

　決まりね。大目玉は頷うなずいた。

「私はあなたの判断が誤りだとは思わない」

　ゆかりは驚いたように顔を上げた。

「ずっと一緒にいたいから、そのための布ふ石せきを今ここで打つ。そのことに何も間違いはないわ」

「でも……」

「それでも迷いがあるのなら」大目玉は林の奥を指差した。「行きなさい」

「……」

「今のあなたは冷静さを欠いている。まともな判断はできないと言っていい。そんな状態で五十嵐鉄平に会えば、流されてしまうかもしれない。あなたはそのことを恐れているんじゃないかしら」

　ゆかりの瞳ひとみが揺れた。それを肯定と受け取り、大目玉は続けた。「だったら、今は自分の意志を貫くことにだけ集中しなさい。それを妨げるものからは逃れなさい。とにかく試験を受けてから、またゆっくりと考えればいい。焦って答えを出しても良いことはないわ」

「……私は」

「今は逃げるのよ。五十嵐鉄平に会うのは試験後に、日を改めてになさい。悩むようなら今はとにかく最初の目的を果たし、それから時間をかけてあなたなりの答えを見つけた方がいい。どんな結果になろうとも、時間をかけて出した答えなら、それがあなたの《正しさ》になり得るわ」

　ふたりがヨリを戻すチャンスは、今しかないけどね――大おお目め玉だまは内心の言葉を飲み込む。

「……」

　ゆかりは答えない。

　大目玉は辛抱強く言った。

「正直な気持ちを言いなさい。あなたは今、五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいに会いたいの？」

「……あ」その質問でようやく気付いたように、ゆかりはか細い声をあげた。「今は……会いたくない、です」

　――よし。

「そうね。会えば決心が揺らいでしまうものね」目を伏せるゆかりに、大目玉は微笑ほほえんだ。「その決意に免じて、協力してあげるわ」

「……きょう、りょく？」

「五十嵐鉄平があなたを連れ戻しに来る――それは試験の妨害に他ほかならない」

「あ……」

「わかったようね。学園側は五十嵐鉄平の存在に気付いている。このまま彼があなたと接触し試験を中止にしてしまおうものなら、学園側は彼及び羽は原ばら羽ばね高校に処分を求めるでしょう。妨害しようとしている、現時点でもすでに彼の処分は決定付けられてると言っていいわ」

「そんな……」

「だから交換条件よ。あなたが五十嵐鉄平から逃げおおせたなら、処分は軽くなる。それならば私も協力できないことはない。私が処分の免除を打診しても構わない。ただしそれはあなたが彼と接触しないこと――逃げ切ること。それが条件よ。さすがにそれ以上は私も手が回らないわ。どうかしら？」

　嘘うそ八百だった。

　確かに学園側は五十嵐鉄平の存在に気付いている。しかしそれは、羽原羽高校というひと括くくりにしてのことで、彼個人を糾きゆう弾だんしようというものではない。だが古こ都とゆかりは羽原羽の生徒たちが集団で乗り込んで来ていることすら知らないのだ。そしてそもそも大目玉は学園の関係者ですらない。

「あなたが頑張ると言うのなら、私はあなたを信じるわ」

　トドメとも言うべき言葉を与えられ、ゆかりは――とうとう頷うなずいた。

「なら、とりあえず腹は決まったわね」再び大目玉は林の奥を指差した。林を突っ切った先に北側体育館があるということ、そこに学園生が集められていること、ゆかりの今の格好ならばその中に紛れられるだろうこと、そしてそこに絶好の隠れ場所があるということを説明した。「五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいはきっとあなたに追いつくだろうから、そこで上う手まくまきなさい」

「……はい」

　弱々しい頷うなずきに少々不安を覚えないではなかったが、これ以上言葉を重ねても時間の無駄だ。大おお目め玉だまはゆかりに行くよう促した。

　ゆかりは背中を向けた、が何な故ぜか後ろ髪引かれるようにちらちらとこちらを振り返る。

「……何をしてるの。早く行きなさい。五十嵐鉄平に追いつかれてしまうわよ」

「また会えますかっ？」

　大目玉は虚を突かれた。

　ゆかりはどこか必死に、問うてきた。「私、またお姉さんに会いたいです。お話を――たくさん聞きたいんです。また後で会えますか？」

　大目玉は思わず口にした。

「あ、会えるんじゃないかしら？」

　そして再度虚を突かれた。

「今度は名前、教えてくださいね――」

　ゆかりは本当に嬉うれしそうに――微笑ほほえんだから。

　そうしてゆかりが行ってしまった後も、大目玉はぽかんと立ち尽くした。

「……何、あれ」

　自分はふたりを仲直りさせないためにあんなことを言ったのに。騙だまされてるのに。

　好意を持たれる覚えはこれっぽっちもないのに。

　――なんで。

　なんでそんな笑顔をするのよ？

　ちくりと胸が痛んだ――それが罪悪感だということに、大目玉は気付かなかった。

　　　＊

　体育館中が呆あつ気けに取られ、沈黙していた。

　学園生たちはぽかんと口を開けてステージ上のスクリーンに見入っていた。ここ数分間にそこで展開していた事態に理解が追いつかず茫ぼう然ぜん自失とした空気が漂っていた。

　戦車を、乗っ取った――？

　とても理解しがたいものだった。

　曜よう子こも同じだった。茫然とスクリーンに見入っている――が、それは本当の意味では他ほかの学園生たちと違っていた。曜子は『人間が戦車に勝った』という事実に驚いていたのではなく、

　純粋にそこにいた人物に呆れ果てていたのである。

　学園生たちが立ち尽くしている間に、曜子はこそこそと体育館の隅に移動して携帯電話を取り出した。相手は五コール後に出た。

「……もしもし」

『――もしもし？　霧きり島しまさんか？』

　電話に出たのは正にスクリーン上で戦車と格闘していた五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいだった。バレンタインのときに交換した電話番号がこんなところで役立った。電話の向こうからは戦車の走行音と思われる騒音が喧やかましく響いている。

　曜よう子こは努めて平静に、訊たずねた。「五十嵐くん、何してるんですか？」

『何って――あれ、知らないの？　俺おれら羽は原ばら羽ばね高校の皆でバレンタインのお返しに――』

「そんなこと知ってます。さっき事情は聞きました」イライラと曜子は遮さえぎった。「あたしが言っているのは、どうしてそんな――戦車と闘うなんていう、どうでもいいことをしているのかということです」

『え？』

　間抜けに聞き返す様が、癇かんに障さわる。

「あなたはそんなことしている場合じゃないですよね？」

『それは、どういう』

　曜子はキレた。「どうしてもっとしっかりとゆかりさんをつなぎ止めてあげなかったんですか!?」

　息を飲む声が、聞こえた。

「さっきまであたし、ゆかりさんと会ってました。すぐにわかりましたよ。五十嵐さんだってわかってるんでしょう？」

『わかってるって、何を』

「言われないとわからないんですか!?　ゆかりさん、無理してるじゃないですか！」

　鉄平の声は返って来なかった。

　曜子はもはや冷静さを保てなかった。「なんで何も言わないんですっ？　普通わかりますよね!?　将来のため今この時期に転校なんて――無理以外の何物でもないですよ!?　デートとかしてるんですか？　ちゃんとふたりの時間は作ってたんですか？　あたしは知ってますよ、ゆかりさんが毎晩遅くまで勉強してるってこと――五十嵐くんと付き合うようになってからより勉強に集中するようになったってことも、知ってるんですよ？」

　鉄平は沈黙している。曜子は構わずまくし立てた。普段であれば考えられないような強い口調で。

「全部五十嵐くんのためなんですよ？　五十嵐くんは何か言ってあげたんですか？　心配じゃなかったんですかッ？　そもそも転校することも認めたってどういうことですか!?」

『――認めた？』ふと鉄平が反応した。『認めただって？　ゆかりがそう言ったのか？』

「はい。言ってましたよ。ちゃんと話し合って決めたって」

『…………』

「……違うんですか？」

『俺おれは、認めてない』ぼそぼそと、鉄てつ平ぺいは答えた。『そんなのは絶対に嫌だ、って――』

「――ッ！」

　曜よう子こは本気で激げつ昂こうした。

「《嫌だ》ってなんですか!?　本当にそんなふうに言ってしまったんですか!?」

『え――』

「本気で未来のことを考えて、本気で五十嵐いがらしくんのことを考えてくれたゆかりさんに――《嫌だ》なんて幼稚なことを言ったんですか!?」

『……』

「間違ってます。そんな言葉じゃない。ゆかりさんの本気を覆すことのできるのは、そんな反射的な言葉じゃダメなんです！」

　いつの間にか、曜子は――

「本気で考えて、本気で悩んで、本気で相手のことを思いやった後で出てきた言葉。本気の相手に通じるのは、そうやって考え尽くして見つけた答えじゃなきゃダメなんです!!」

　泣いていた。

　ぽろぽろと涙をこぼし、ただただ必死に――自分の本気の言葉を鉄平にぶつけた。



    

  
    
      



    

  
    
      「死ぬほど考えてください。安易な言葉を使わないでください。……もしもそうやってわからないままでいつまでもゆかりさんを苦しめるなら、あたしは」

　自分の心臓にナイフを突き立てるように、曜よう子こは吐き捨てた。

「絶対にあなたを許しません……ッ！」

　そして電話を切った。大きく息をついて、曜子はぺたんと床にへたりこむ。うなだれると涙はとめどなくこぼれ、床で弾はじけた。

「う、うぅ……」

　――やっぱりあたしは。

「なんでこんなこと言っちゃうんだよ、あたし……」

　――ゆかりさんのことが、好きなんだ。

　この気持ちが尊敬の類たぐいなのか、それとも恋愛感情と呼べるものなのか、それは自分でもわからない。けれど一ヶ月前のバレンタインの騒動を通してからゆかりのことが頭から離れなくなった。

　できないと弱音を吐く自分を、強い言葉で叱しつ咤たしてくれたゆかり。あのときのゆかりは本当にカッコよかった。自身の弱さを自覚した上でそれでも立ち向かおうとしたゆかりは――曜子のヒーローだった。

　だからゆかりが学園に編入すると聞いたときは、本当に嬉うれしかった。同じ場所で同じ時間を過ごせるということは、信じられないくらいの喜びだった。

　けれども、同時にそれはダメだということもわかっていた。

　ゆかりを絶対的に支える柱は、悔しいけれど自分でなく五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいに他ほかならない。彼が傍そばにいてあげないとゆかりは潰つぶれる。共に苦難を乗り越えた曜子だからこそ、そのことがよくわかる。ゆかりは自分でも気付かないくらい鉄平の支えを欲している。

　ゆかりに必要なのは、鉄平。

　その役目は自分ではない。自分の気持ちは――本当の気持ちは、一生届けられない。

　曜子は鉄平を叱咤することでその事実を思い知った。鉄平を罵ののしる度、自分の心に鋭い刃物が突き刺さるのを知った。届かない気持ち。自分では想おもい人を幸せにできない苦しみ。

「……あぁ。そっか」

　――あたしは失恋したんだ。

　鉄平の背中を押すことで、自分で終止符を打ったのだ。

　ずず、と曜子は鼻をすすり、首を振った。この気持ちが届かないなら、せめて。

　せめてゆかりには幸せになってほしい。

「……五十嵐くん」

　――許さないからね。

　もしもゆかりを取り戻せなかったら。

「絶対に許さないからね……」

「霧きり島しまさん」

　びくっ、と背中に悪寒が走った。恐る恐る曜よう子こが振り返ると――

「あ……」

　学園生たちが自分を取り囲んでいた。

「今お電話なさっていたのは――五十嵐いがらしさんですね!?」「あの古こ都と家の御令嬢とお付き合いしているという！　噂うわさに名高い！」「どういうことですか!?」

　あまりの圧力に涙も引っ込み、曜子はたじたじになった。

「あ、あのー……」

「説明してください！」

　あは、あははは……と乾いた笑みを浮かべながら、曜子は思った。

　――こっちはどうなるんだろう……。

　　　＊

　ばさばさと風圧に髪がなびく。戦車は特に問題もなく順調に走行し続けていた。

「曜子ちゃん、なんだって？」

　文ぶん七しちが訊たずねたが、鉄てつ平ぺいは答えなかった。

『《嫌だ》ってなんですか!?　本当にそんなふうに言ってしまったんですか!?』

『本気で考えて、本気で悩んで、本気で相手のことを思いやった後で出てきた言葉。本気の相手に通じるのは、そうやって考え尽くして見つけた答えじゃなきゃダメなんです!!』

『死ぬほど考えてください――』

　鉄平の頭の中を、曜子の言葉がぐるぐると渦巻く。

　――本気で考える。死ぬほど考える。

　そうでなくてはゆかりに届かない――。

　不意に戦車が低い唸うなり声をあげて停車した。「？」と鉄平が顔を上げると、

「……大おお目め玉だま」

　戦車の進行を妨げるように、大目玉が立っていた。

　鉄平は無言で戦車の狙そ撃げき手しゆ席から立ち上がった。その際に軽く痛みに顔をしかめるが、根性でこらえる。

「大丈夫か？」

　心配そうに言う文七に、鉄平は無理矢理ニカリと笑ってみせた。

「文七は他ほかの奴やつらの加勢に行ってくれ。こいつがあれば」爪つま先さきで戦車の表面を軽く蹴ける。

「捕まっちまった奴らもすぐに助けられる。学園生の居場所は覚えてるな？」

「……北側、体育館」

「うし。任せたぞ」できるだけ元気に言い、鉄平は戦車から降りた。そして真っ向から大目玉と対たい峙じする。「ゆかりは何ど処こだ。一緒にいたはずだろ」

「……槍やりヶが岳たけがあなたに協力することは、まあ予想通りだったわ」腕を組んだままじっと待っていた大おお目め玉だまは、ため息をついた。「横やりを入れるのが生きがいみたいな女だから」

　――否定はしないけどお前が言うなよ。

　と突っ込んでやりたいがそんな余裕もない。鉄てつ平ぺいは深呼吸して気分を落ち着かせ、再度繰り返そうとした。「ゆかりは」

「あなたに会いたくないと言っていたわ」

　鉄平は口を噤つぐんだ。

　ふふんと大目玉は鼻で笑い、「今はまだひとりにしてほしいって。考える時間がほしいんでしょ？　いいじゃない。そっとしておいてあげるのも彼氏の務めよ？」

「……引けって言うのか？」

　そっちからけしかけておいて。

「悪いけどその通りよ。会いたくないって人に会いに行くことほど、野や暮ぼなことはないから」大目玉はあくまで笑みを崩さない。「ああ、でも首輪の件があるのね。そうよねえ、自分の命がかかっているもの。会わないわけにはいかない。というか本当は仲直りするよりそっちのことしか考えてなかったりして？」

「……」

「うふふ。嘘うそよ。そんな怖い顔しないで。首輪の鍵かぎなら、ほら――」

　ふっ、と大目玉の手が鉄平の喉のど元もとを走った。あまりの速さに鉄平は身動きひとつ取れず、首元で小さな電子音が鳴った。

　乾いた音を立てて首回りの針金が抜け、首輪が外れた。鉄平は落下する首輪を慌あわてて空中で受け止める。それはメーターのついた、指先程度の極小の機械だった。メーターの数字は五ケタの配列で、今は「００２９１」とデジタル表示している。今もその数字は「００２９２」「００２９３」と増え続けている――これがゆかりとの距離を示しているのだろう。首輪の左右につながっていたはずの針金は片方だけが抜けた状態で機械にぶら下がっている。

　大目玉は「ふふっ」と笑って手元のカードをかざした。

「――これで爆弾の問題は解決、ね。とりあえず時限式の機能を停止させたわ。ただそのくっついている針金を引っ張ったら爆弾が作動する機能は残っているから、気をつけてね。こっちに返されても仕方ないしテキトーに処分しておいて。……で、どうするのかしら。今すぐ彼女を追う理由はなくなったわね？」

「……」

　ゆかりを追う理由。

　理由が――なくなった。

　え、と鉄てつ平ぺいは小さくもらした。……なくなった？

「まだ難しい顔してる。仕方ないわね」大おお目め玉だまはやれやれと嘆たん息そくした。「これだけは言っておきましょう」

　理由がなくなった？

　大目玉は唇に指を這はわせて、目を細めた。「男なら――引き際を知りなさい」

　――理由が、

「空気を読みなさい。古こ都とゆかりはあなたに会いたくないと言った。そして自分の意志でここを離れた。その意味を理解しなさい。物分かりの悪い男はカッコワルイわよ」

　――なくなったんだ。

「……ありがとう」

「そうそう、そうやって素直にありがとうって……え？」大目玉はぱちくりと瞬まばたき、そして気付いた。「あなた、なんで――笑ってるわけ？」

　そう。

　鉄平は笑っていた。

「ありがとう、だぜ」

　これほどの喜びはないとばかりに、満面の笑みを浮かべていた。

　鉄平は右手の中の小さな機械に視線を落とした。それが爆弾だとは思えないほどの、ちっぽけな物体。自分はこんなものに振り回されていたのだ。

「これで」それが今、外された。「これで純粋な気持ちでゆかりの後を追える……ッ！」

　大目玉は目を見開いた。

　鉄平はほとんど凶暴とも言うべき笑みを浮かべる――それくらいに首輪が外されたことが嬉うれしくて仕方がなかった。

　何のために闘うのか。何のために走るのか？

　その問いに迷う必要はなくなった。答えはひとつしかない。

　――ゆかりのために決まってんだろッ！

　爆弾を解除するとかそんなどうでもいい理由じゃない。

　ケンカしてからずっと考えていたこと。そして伝えたくて仕方がなかった本音。建前のない正直な気持ち。

　曜よう子この言っていた俺おれの本気を、伝える、ぶちまける――ただそれだけのために走れる！

「ちょ――何を言っているのあなたは!?」焦ったように大目玉が突っかかった。「古都ゆかりはあなたに会いたくないって言ってるのよっ？　わかってるのッ？」

「試験を受けてからじゃ遅いんだよ！」

　鉄平は吠ほえた。

「これは――ゆかりが試験を受ける、その前に伝えなくちゃ意味がないんだよ！」

　伝えた上で、ゆかりには決めてもらわなければいけない。

　選択してもらわなくちゃいけない。

「だから、俺おれは、行く――ッ！」



　大おお目め玉だまは己の失態を覚さとった。

　――焚たき付けてしまった！

　なんでか知らないが五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいは燃えていた。

　大目玉の行動が却かえって鉄平を燃え上がらせ、やる気を引き起こしてしまったのだ。

「退どけ」

　短く低い声で告げ、鉄平は一歩を踏み出す。

「……あ」

　妙な迫力に、大目玉はつい道を譲ってしまった。

　鉄平はその横を通り過ぎ、脚を引きずりながらも、迷いなく前へと進んでいく。古こ都とゆかりの元へと向かって。

　――止めなくては。

　企画が破は綻たんしてしまう！

「待ち」

　――――また会えますかっ？

「待ちなさい！」

　少年の背中に、大目玉は言った。

「デートのとき！　古都ゆかりがあなたの手を振り払ったのは！」考えるより前に口にしていた。「汗で手が湿っていたからよ！」

　――わた、私は何を言っているのっ？

　鉄平は立ち止まり、きょとんとした顔で振り返った。「……汗？」

「う」自分でも何を言っているのかわからなかった――が今さら後には引けなかった。「そ、そうよ。古都ゆかりは遅刻して大慌あわてでやって来たでしょう？　走ってきたから、汗をかいていた――そんな湿った手で好きな男の子の手なんて握れないわ」

「……そういうモン？」

「そ、そういうモンよ」

　鉄平はしばらくぽかんとしていたが、やがて――小さく笑った。

「それだけが不安だった。――ありがとう」



「何な故ぜ止めなかったのです？」

　鉄平が去った後、その機会を見計らったかのように大目玉の背後でそんな声がした。長年の付き合いである大おお目め玉だまは少しも驚くことなく、後ろに首を捻ひねった。

「……何がよ」

「そのままの意味ですよ」槍やりヶが岳たけは相変わらずニコニコと人を食ったような笑顔を浮かべて立っていた。「どうして力ずくでも五十嵐いがらしさんを止めなかったのですか？　ここでふたりを会わせることはあなたの望むところではないと思ったのですが。しかもあのような、五十嵐さんが喜ぶようなネタまで提供して」

　――私にだってわからないわよ。

　わからない。というよりは、わかりたくない。

　あの少女がこれ以上悲しむ顔を見たくなかったから止めなかったなんて、そんな理由は絶対にわかりたくない。

　――調子狂うわ。

　自分はそんな甘い人間ではなかったはずだ。

　大目玉は唇を尖とがらせた。どこかイジケた子どものように。

「……めんどくさくなっただけよ」

「ふふ。素直じゃありませんね」槍ヶ岳は愉快そうに笑った。「アナタのそういうところが私は大好きで仕方ないのですよ、ダマちゃん」

「私はあなたのそういうところが嫌いよ、槍ヶ岳。……ところで、あなた」

　と大目玉が指し示したのは槍ヶ岳――でなく、

「え？　お、俺おれッスか？」

　文ぶん七しちだった。彼は戦車に乗ったまま、何な故ぜかぼうっとこれまでのやり取りを見ていたのだ。文七は突然自分に話を振られてうろたえているようだった。

「白状なさい」やや八つ当たり気味に、大目玉はきっと文七を睨にらみ付けた。「あなた、本当は全部知っているんでしょう？」

「…………」

「バレンタインの記憶がないというのも嘘うそ。自分とハヤミマコトが入れ替わっていたということも知っている。私たち内界人のことも知っているし五十嵐鉄てつ平ぺいがどういう経緯で今までの事件に関かかわってきたのかも全部知っている。テキトーに動かしたら戦車を運転できた？　そんなワケがないでしょう。大方槍ヶ岳から指示を受けていたのでしょう？　イヤホンか何かでリアルタイムに。五十嵐鉄平に古こ都とゆかりと仲直りするようにほのめかしたのもそう、全部知っていてのことだった」

　槍ヶ岳はニコニコと笑い、文七は困ったように頭を掻かいていた。

　大目玉はイライラと続けた。

「槍ヶ岳、何故記憶を消さなかったの？　霧きり島しま曜よう子こにしてもそう、あなたは不用意に記憶を残し過ぎている。何が狙ねらいなの？」

「……だってさぁ」答えたのは槍やりヶが岳たけでなく、文ぶん七しちだった。「あいつら、じれった過ぎるんですよ」

「なっ……」

「周りがそれとなくフォロー入れないと、めちゃくちゃ簡単なことにも気付けないんですよ？　あいつらは事情を知っている人がそばで見守ってなきゃダメなんですよ」

　文七の拗すねたような口ぶりに、大おお目め玉だまは唖あ然ぜんとした。

「ま、まさか……たったそれだけのために記憶を残したと言うのっ？」

「たったそれだけのため、ではありません。とても大事なことですよ」槍ヶ岳はご機嫌に告げる。「五十嵐いがらしさんとゆかりさんは、我々の企画を通じて付き合うようになりました。ならばその関係が上う手まくいくように徹底的にサポートする――それが礼儀であり私たちのやり方です。最終的な判断はもちろん彼らふたりが決めることですが、それを手助けするくらい何のことはありません。むしろ感謝してほしいくらいですね」

「…………」

　大目玉は言葉もなかった。

　信じられない――信じられない！

　なんて常識破り。ルール違反。

　いくら五十嵐鉄てつ平ぺいが特別な存在であったとしても、その周囲の人物の記憶を残しておいていい道理など存在しない。これが内世界中に知れ渡れば反他世界交流派が黙っていないだろう。そうでなくても罪に問われるか問われないかぎりぎりのラインであることには違いない。

　ＯＴＶお気楽テレビ専属リポーター、槍ヶ岳。

　改めて大目玉はライバルの恐ろしさを知った。

「んじゃ槍ヶ岳さん、俺おれそろそろ行きますねー」

「あらあらいけませんよ藤ふじ森もりさん。今は大目玉の妨害電波があるのでオフレコで話をしましたが、ちゃんと私のことは豆まめ子こ先生と呼ぶように。気をつけてくださいね」

　はーいと文七は戦車を操縦して去っていった。派手なキャタピラの音をまき散らかして。

「……いいのかしら？」

「ハイ？」

　戦車の去り行く様子をほとんど疲れたような眼まな差ざしで見送っていた大目玉は、少々困惑げに訊たずねた。「私にそこまで明かしてしまって、いいのかしら？　やろうと思えば私は上の人間に真実を――」

「ダマちゃんはそんなことしません」

　きっぱりと言う槍ヶ岳に、大目玉はまたしても口を閉ざした。

　槍ヶ岳は微笑ほほえみを浮かべ、

「ダマちゃんは告げ口をするような人じゃないということは、この私がよく知ってる。そんな勝ち方は、あなた自身が認めない」

「…………」

　大おお目め玉だまは目を真ん丸くしていたが、ふと頬ほおを染めて慌あわてて視線をそらした。

「っか、勝手にそう思えばいいわ……そ、それより！」なんとか話題を変えようとする。

「バレンタインの件もそう――どうして裏で私たちが動いていたことを放送しなかったの？　結局ハヤミマコトの陰謀で終わらせてしまった。真実を流せば私たちの局も――って」

　そこで大目玉は気付いた。気付いてしまったのだ。

　槍やりヶが岳たけはニコニコと笑っている。

「ハイ。これで貸し借り無し――チャラですね」

　――やられたわ。

　互いの弱みを握り合うことで、うかつには動けないようにした。どちらかがどちらかを潰つぶそうとすれば、潰される方は潰し返そうとして――結局どちらも潰れてしまう。

　拮きつ抗こう。槍ヶ岳はそんな緊張状態を作り出したのだ。

「ではでは私はこの辺で失礼します」槍ヶ岳はニコリと言い、「また会える日を楽しみにしてます」

「その日が永遠に来ないことを祈るわ……」

　槍ヶ岳の姿は消え――げんなりと大目玉は肩を落とした。

　――企画、失敗するんだろうなぁ。

　揺れる少女に、決意する少年――そんなの、結末はひとつしかないではないか。

　耳元で古こ都とゆかりの声がよみがえる。

『また会えますかっ』

「きっと会えるでしょうね……」

　ふたりがこれからもネタになり続ける限り。

　大目玉は、自分でも口元がニヤついていることに気付かなかった。

「……もういいや。帰ろ」

　きっと上司は自分を叱しかるだろう。またあの嫌味な口調で。それを思って少し憂ゆう鬱うつになった――そのとき。

「もしもしです」

　大目玉はばっと振り返った。

　――いつの間に？

　少女がいた。

　金髪のショートカットの、学園の制服を着た少女。幼い顔立ちはしかし、どこか表情がない、能面のような顔。そんな不思議な少女がすぐ背後に立っていたのだ。

　学園の制服を着ていたから、普通であれば彼女を学園生と思うだろう。しかし大おお目め玉だまは即座に気付いていた。

　――違う。こいつは学園生ではない。

　事前に全学園生の容姿を頭に叩たたき込んでいる大目玉の記憶に、こんな少女は存在しない。

「あなたが大目玉さんですね」少女は淡々と確認した。「はじめましてです」

「……あなた、学園生じゃないわね」

　少女は片眉まゆを上げた。「よくおわかりですね。その通りです。私は学園生ではありません。この制服は学園に潜入するためのものです」

　大目玉はますます警戒心を強める。学園に潜入――そのことから、あるひとつの可能性に思い至る。「まさか……あなたが戦車を？」

「大目玉さんは本当に聡そう明めいでいらっしゃいます。ご明察の通り戦車は私が用意したものです。五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいと名乗る男が如何ほどの輩か試したかったのです」

「……あなたは一体誰だれなの」

　どうして自分の名前を知っている？

「これは申し遅れましたです」少女は丁寧にお辞儀し、「私は芥あくた川がわグループ後継者のひとり、名を芥川小こ春はると申します。今はこんななりをしていますが」



    

  
    
      



    

  
    
      　少女――否、少年は、

「古こ都と家息女、古都ゆかりの婿むこ候補のひとりにございます」

　能面のような表情の上に、

「この度はＢＴＶブラックテレビのディレクターさんのお招きに預かり、参上仕つかまつった次第です」

　能面のような笑みを浮かべた。

　　　＊

　雫しずくがゆかりの首筋を打った。小さな悲鳴をあげて顔を上げた瞬間に、とうとう空が泣き出した。

　静かに雨が降り始める。針のように細い粒がちくちくと肌を刺す。つまりはその程度の雨だったのだが、それこそ針を刺すような冷たさが沁しみた。

「……つっ」

　ゆかりは何ど処ことも知れない林の中を走っていたが、足を挫くじいたのか顔をしかめて立ち止まり、そこから一歩も動けなくなってしまった。息は完全に上がっていた。少しずつ借り物の服や髪が濡ぬれていき、身体からだは熱を奪われていった。

　――私、何やってんだろ。

　自分は何から逃げようとしているのだろう？

　五十嵐いがらし鉄てつ平ぺい――彼から、逃げる？

　どうして鉄平くんから逃げなきゃいけないの？

　向き合うことなしに、逃げなきゃ私はダメなの？

　そうしないとこの意志を貫き通せないの？

「……わかんない」

　どうすればいいのか。

　どうしたら正しいのか。

「わけ、わかんない……」

　ゆかりは雨に打たれ続けた。

　そのまま立ち尽くして。

　動けないで。

　何もできないで。



　……そして、多分。

　そうやってずっと、待ち続けていたのだと、ゆかりは思う。

「見つけた！」

　この声を。

　助けを。



    

  
    
      


【第５話・ふたり上等！】

残り一〇メートル



　会館に飛び込んだときに全身にまみれた油はしつこく制服に染み込み、肌をぬめらせ、全身になんとも言えない不快感をもたらした。関節の動きを鈍らせるような不快感。だからこの雨が、汚れを落とすほどではなかったにせよわずかながらにも気分を紛らわせてくれたことは確かだった。

　鉄てつ平ぺいは油と雨でびしょ濡ぬれになりながら、傷ついた身体からだに鞭むち打って走り続けた。そしてとうとう捜していた背中を見つけた瞬間に、声に出して叫さけんでいた。

「見つけた！」

　風がないためか真上から真下へと垂直に、一粒一粒が針のように細く長い尾を引いて落ちる雨。そのような雨に煙けぶる視界でも、はっきりとわかった。着ているものが学園の制服であっても、髪型がいつものツインテールでなくても、その後ろ姿だけですぐにわかった。わからないわけがなかった。

　力なく立ち尽くすその人が、古こ都とゆかりだということ。

　そしてその背中が、びくりと震えたこと。

「ゆかりッ！」

　鉄平は軋きしむ関節を酷使して駆け寄り、背中に手を伸ばす――

「――――れ？」

　が、届かなかった。

　届きそうな距離まで近付いた刹せつ那なに、ゆかりの背中が消えた。

「ちょ――ぶへっ!?」

　足元が滑り、鉄平は顔面から泥の地面に突っ伏した。

　ばしゃばしゃという足音が遠ざかるのを耳にして、がばっと顔を上げた。泥と汗と雨ににじむ視界の中心に――ゆかりの背中が走り去っていくのが見えた。

「……上等だよ」ぎりり、と歯は軋ぎしりして鉄平は立ち上がった。「何ど処こまでも追いかけてやるからなッ！」

　セリフだけを見ればストーカーとしか思えないような言葉を吐き捨て、鉄平は再び駆け出した。全身の痛みに構っている暇などなかった。

　　　＊

　――やっぱりダメだ。

　やはり自分は、鉄平に会ってはいけない。

　鉄てつ平ぺいの声を聞いた瞬間、自覚せざるを得なかった。彼の声が瞬またたく間まに胸の奥底にまで滑り込み、それまで頑かたくなであろうとしていた心を容易たやすく解いてしまったことに――ゆかりは気付いてしまった。

　もう別にいいじゃない――

　彼に甘えてしまおう――

　そんな誘惑が脳裏をかすめた。が。

『闘いなさい』

　……そうだ。

『信念を貫き通しなさい』

　甘えちゃ、ダメなんだ。

　今ここで甘えてしまえば、きっと自分たちに未来は無い。源げん之の助すけに認めてもらえない。立派な社長になれない。鉄平に処分が下されてしまう。

　それどころか―――てしまう。

　鉄平に―――てしまう。

　それだけは嫌だった。どうしても避けたかった。それに――

『私はあなたの味方よ』

　お姉さんに顔向けできなくなる！

　ゆかりはだから、寸前で地面を蹴けっていた。すぐ背後まで近付いていた気配から弾はじかれたように、瞬発的に前へと。

　雨の林を突っ切る。遅れて鉄平が追いかけてくるのがわかった。足音が何ど処こまでもついてくる。

「はっ、はっ、はっ――」

　雨音。泥の跳ねる音。草木の揺れる音。荒い呼吸音。鉄平の呼び声。

　真昼にもかかわらず鬱うつ蒼そうとして暗い林。額に張り付く前髪。湿り切った制服。重い太ふと股もも。凍えた肌。白い呼気。雨に打たれて見開くことのできない瞼まぶた。

　聞こえるもの、目に映るもの、感じるもの――それらを全体としてでなく個々としてしか認識できない。音声も風景も感覚もバラバラに分解され、自分を取り巻く世界はどこか不調和で安定さを欠いた。

　それでもひたすらに、走る。

　走る。

　走る。

「はっ、はっ、はっ――」

　やがてゆかりは、林を突破し、開けた空間に飛び出した――。



　　　＊

「お待ちなさい――待つのです！」

　括くくるは雨の中、金切り声をあげていた。

「行ってはなりません！」

　括が必死になって止めようとしているのは、行軍する学園生たちだった。

　総数一二七名の少女たち。まるで軍隊のような統率――とはさすがに言えないまでも、彼女らは皆、同じ方角に向かって肩を並べ歩いていた。雨あま避よけに差した傘の下に、誰だれもが決意をたたえた眼まな差ざしを宿し、決して速い歩みではないが力強く確かなそれで。

　北側体育館を出いでて少女たちが目指すは、南。高所から見下ろせば学内バスの順路を無数の傘たちが行進していく様がよく見えただろう。

「待ちなさいっ！　何を考えているのですか!?」括が行進の前に出るが、学園生たちは誰一人として歩みを止めず、括を避よけて通っていく。括は傘を差すことも忘れびしょ濡ぬれのまま喚わめき散らした。「あなたたち、処罰が怖くないのですか!?」

　誰も聞く耳を持たなかった。

　――ちょっと、かわいそうかも。

　行進の中にいた曜よう子こは、こっそりと括に同情した。何かといえば口うるさい国語教師には日頃ごろからあまりいい印象は持っていなかったが、さすがにびしょ濡れになって泣きそうな顔をしている様子には同情を禁じ得なかった。こんなことになったのは自分にも責任があるのだし。

　鉄てつ平ぺいとの会話の後、学園生たちに囲まれた曜子はほとんどヤケになって説明した。実は今、古こ都とゆかりが編入試験を受けに来ていること。それに反対する五十嵐いがらし鉄平が学園に乗り込んでまで止めに来たこと。その話を聞いた学園生たちはにわかに騒ぎ始めた。

　羽は原ばら羽ばね高校だけでなく学園内においても、鉄平とゆかりのカップルは噂うわさになっていた。歴然とした環境の違い。しかしそれをぶち破ってでも遂げたい想おもいがある――。その《熱さ》は、学園や親の圧力によってまともな男女交際のできなかった学園生たちの間で語り草になっていたのだ。

　いわく「私もこんな恋してみたい！」

　羽原羽高校新聞部の調査にある通り、交流会におけるカップルの成立率は高かった。しかし学園の教師たちから下された「退学」の二文字に学園生たちはあっさりと引き下がってしまう。それは保身のためもあるが、そもそも最初から彼女らが《諦あきらめていた》という理由にあった。

　どうせ付き合えない――。

　自分たちの立場、環境を理解している彼女たちだからこそ、そのことは常に頭の片隅にあった。どんなに積極的に関係を持とうとしても、親が、学園が、環境がそれを許さない――そんなふうに思って《諦あきらめていた》のだ。

　しかしそんな諦てい念ねんは、五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいの存在によってぐらついていた。彼はそんな環境に真っ向から立ち向かい、そして今日、古こ都とゆかりのために戦車と闘ってまでみせたのだ。

　日頃ごろから異性との交際を束縛されている学園生だからこそ、その姿には誰だれよりもシビレた。そして曜よう子こからもたらされた背後関係に彼の本気が真実であることを知った。

　好きな女の子のために、命まで懸かけたのだ。

　震えないはずがなかった。

　学園生のひとりが飛び出すのを契機に、続々と彼女らは体育館を後にしていった（そんな状態にあっても傘だけは忘れないところはさすがと言えた）。目指すは南、羽は原ばら羽ばね高校の生徒たちの元。

　そこに何があるかはわからない。何もないかもしれない。何も得られないかもしれない。それでも学園生たちは向かわずにはいられなかった。

　思考は唯一、「私も恋がしたい！」

　命を張ってでも遂げたいと思えるような、思われるような激しい恋。

　彼女らは燃えていた。

　括くくるが訴える。

「いいのですか――それ相応の処分が下されますよ!?」

　そんなもの、怖くありませんわ。学園生たちは等しくそう思う。戦車に立ち向かった少年の勇気に比べれば――括の言う「処罰」など大したことはない。

　――い、いいのかなぁ……。

　そんな勢いについついて来てしまった曜子だが、彼女についてはさほど盛り上がってもいなかった。自分の想おもい人はもう別の人に夢中なのだ。

　そういえばあのふたりは大丈夫なのだろうか。曜子は少しだけ不安に思うが、けれどすぐに「きっと大丈夫だろう」と思い直した。バレンタインのときの記憶がそう思わせる。

　あのふたりは、きっと上う手まくやる。

「――――りッ！」

　そうに違いない――って。

「……え？」曜子はきょとんとして、声のした方を振り向いた。この聞き覚えがあり過ぎる声は。「えぇっ？」

　順路に沿った林の群れ――その中から渦中の人であるゆかりが飛び出してきたのだ。曜子は列の最も端っこを歩いていたこともあり、まともに鉢合わせになった。

「ゆ、ゆかりさん!?」

　突然の登場ということもあったが、それ以上に曜子が驚いたのはゆかりの格好だった。びしょ濡ぬれの泥まみれ、髪はぺたりと肌に張り付き、革靴は泥一色に染まり、曜子が貸した制服などは元々の色もわからなくなるほど汚れにまみれていた。

　曜よう子この声に、ゆかりはぼんやりと振り向いた。

「曜子、ちゃん？」

　かすれた声。虚うつろな眼まな差ざし。曜子は息を飲んだ。

　雨に濡ぬれていてわかるはずがなかったのに――曜子にはゆかりが泣いているように見えたのだ。

「どうしてここに――」

「教えて」問いには答えず、ゆかりは短く訊きき返した。抑揚のない口調で、「北側体育館の、場所」

「え、あ、え？　あ、あっちです？」

　戸惑いつつも自分たちがやって来た方角を指し示すと、ゆかりは何も言わずにそちらへと駆けていった。どこか脚を引きずり気味に。もちろん彼女のことには他ほかの学園生も気付いてはいたが、学園の制服であったこととあまりにも凄せい惨さんな格好をしていたこともあり、それが噂うわさの古こ都とゆかりだとは誰だれも気付かなかった。

　ゆかりは学園生の流れの横を、逆方向に走っていった。曜子は何がなんだかわからずぽかんとそれを見送っていたが――

　集団の一角で悲鳴が湧わき起こった。いや悲鳴というよりは、歓声。芸能人でも目まの当たりにしたかのような黄色い声だ。

「ゆかりは何ど処こだッ!?」

　それを打ち抜くようにひときわ目立って、少年の――鉄てつ平ぺいの声が響いた。

「五十嵐いがらしくん……」

　鉄平は学園生の流れを前にして立ち尽くしていた。有名人の闖ちん入にゆうに悲鳴をあげ、詰め寄りたいけどでも詰め寄りがたいという学園生たちの顔ぶれの中に、キョロキョロと何かを捜していた。

「五十嵐くん！」

　曜子が名前を呼んで駆け寄ると、鉄平はほっと口元を綻ほころばせた。

「霧きり島しまさん！　ちょうど良かった――ゆかりを見なかったかっ？　これだけ同じ制服がいたらいくらなんでも――」

「ゆかりさんはこの中にいません！」

　ようやっと曜子は理解した。鉄平は追いかけているのだ。

　逃げるゆかりを。

「あっちです！　あっちの――体育館！」

　風と、雨粒が散った。

　鉄平は曜子の指し示した方角に向かって地を蹴けり、瞬またたく間まに行ってしまった。

「……もちろん気付いてますよね、五十嵐いがらしくん」

　霧のような雨の幕の向こうに消える後ろ姿に、曜よう子こは呟つぶやく。

　逃げてしまう、それがゆかりの弱さだということ。

　――受け止めてあげてくださいね。

　ゆかりの強さも、弱さも。何もかも。

　それで全すべて上う手まくいくから。いってしまうから――。

　曜子の頬ほおを、雨ではない雫しずくが伝った。

　　　＊

　羽は原ばら羽ばね高校の生徒たちは勢いづいていた。

　文ぶん七しちが駆る戦車の加勢――それも理由のひとつとして挙げられたが、最大の要因は別にある。

　五十嵐鉄てつ平ぺいの成した伝説。

　戦車を相手に命を懸かけて闘い抜いた、その心意気。

　現場を目撃した者は残らず魅了され、そして次々と合流する仲間たちにその伝説を伝え合った。

「戦車と闘ったんだよ！」

「素手で！」

「肉弾戦だぜ！」

　凄すさまじい尾ひれの付き方をしながら噂うわさが飛び交い、戦車などに助けられほとんどの生徒たちが再び一堂に会したときには、全員がその伝説を耳にしていた。

　そして学年、性別関かかわりなく――彼らは燃え上がった。

「俺おれに続けー！」

　という文七戦車を先頭に、羽原羽の行軍が始まっていた。地味に忘れられそうになっていたが文七もまた鉄平と共に命を懸けた猛も者さのひとりだ。その文七が戦車を駆り先頭に立つということはいやがうえにも羽原羽高校の士気を高めた。

　一個小隊のように整列し団結した羽原羽高校。その迫力はたとえ戦車がなかったとしても侮あなどれぬものがあり、警備員たちは二の足を踏んでいた。彼らが集団で横手から襲撃しようとしても、文七は背中に目がついているとしか思えないような迅じん速そくさで――無論それは槍やりヶが岳たけのサポートがあったからだが――同乗している砲撃手の男子生徒に（簡単な操作方法は教えてある）指示を送り滑かつ腔こう砲ほうの砲先を彼らに向けさせて威い嚇かくするのだった。実際この戦車は重機として個人で所有できるように、弾たまの装備どころか大砲の使用ができないように改造が施されていたのだが、それを知らない警備員たちには十分な威嚇となった。

　当然羽原羽高校は傘もなく濡ぬれねずみになっていたが、誰だれもそのようなことを気にしていなかった。妙な興奮状態にあり、熱でもあるように全身が熱い。疲弊し切っていたはずの脚は何ど処こまでも歩いていけそうだった。

　そうして行軍は続き、警備員たちがようやく「あの戦車、弾たまないんじゃない？」ということに気付いたとき。

「――――あ」文ぶん七しちは遠くに見える影に気付いた。「喜べッ!!」

　文七が叫さけぶまでもなく、生徒たちは気付いていた。

　北へと至る、学内バスの順路。その向こう側に。

　無数の傘の群れが立っていた。

「学園生のお出ましだ！」

　　　＊

　挫くじいた右足は、徐々に激しい熱と痛みを伴ってきた。まともに雨を受けて凍え切っていたはずの肌にあぶら汗が浮かび、頭の中はすでに朦もう朧ろうとして意識もはっきりしない。もつれる足をなんとか踏み出し、ゆかりは歩いているのがやっとの状態だった。

「逃げなくちゃ……逃げなくちゃ……」

　ぶつぶつと呟つぶやき、ゆかりは歩き続ける。

　こうしている今にも、いつ鉄てつ平ぺいが追いつくかもわからない。逃げなくては。

「逃げなくちゃ……」

　――お姉さんに、申し訳が立たない。

　ふらふらと、それでも普通に歩行するよりは若干速い速度で、ゆかりは進む。やがて。

「……体育館」

　道は巨大な建物にぶち当たった。

　北側体育館。

　名前こそ平易だが、その規模は並のものではない。世界でも希少な吊つり屋根式――二本の主柱を二本のメインワイヤーロープが結び、そこから全体の屋根を吊り下げ全体的に緩ゆるやかな曲線を描いたシルエットをしている。その巨大過ぎるほどのシルエットはあらゆる設備を完備し、あらゆる室内競技――バスケットから剣道、卓球、舞踏、水泳まで――の使用を可能としている。故に学園内に五つある体育館のうち、最大規模を誇る施設とされていた。

「ここに……あるんだ……」

　ゆかりがそう独白したとき、

　背後からばしゃばしゃと水たまりを蹴ける音が近付いてきた。

「ゆかりっ！」

　――逃げなくちゃ！

　振り返るより早く、ゆかりは駆け出した。そのまま真まっ直すぐに体育館の入り口へ――

　入らない。

「はっ、はっ……」

　ゆかりは体育館の外壁沿いに走った。目指すものはこの中にはない。

　裏にある。

　大おお目め玉だまが最後に教えてくれた場所。

「はっ、はっ……」

　ゆかりは逃げ続けた。

　　　＊

　場は、硬直していた。

　私立百ゆ合り百ゆ合り学園、学園生一二七名。

　県立羽は原ばら羽ばね高等学校、五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいを除く生徒一一六名。

　互いに百以上の布陣を置き、少年少女たちがまるで合戦前の睨にらみ合いのように対たい峙じしていた。

　学園生は進路を阻はばむように順路に立ち、そのおよそ二十メートルほどの間隔を空けて羽原羽高校も進攻を停止した。そうして向き合った状態が、しばらくの間続いていた。

　誰だれひとりとしてそれ以上前に出ようとはしない。両者共に盛り上がり勇んでいたはずなのに――一歩たりとも動く気配がない。

　それは別に、予期できないことではなかった。

　羽原羽も学園側も、単純に出方を計っていたのだった。

　――ど、どうする？

　――ど、どうしましょう？

　羽原羽高校は基本的に「告白をする」「バレンタインのお返しをする」というこのふたつが目的。対する学園側は「恋がしたい」というのが目的。

　しかし実際その機会を与えられたとき、具体的にどうやってそれを成すのか、しっかりと考えていた者は少なかった。

　この集団の睨み合い。こんな緊張状態の中で、一体どうやって告白する？　どうやってお返しをする？　どうやって恋をする？――土ど壇たん場ばに来て両校は皆目見当がつかなくて立ち尽くしてしまった。

　硬直し、身動きの取れないシチュエーション。言葉さえも失った両校の間にはただただ雨音だけが響くのだった。

　しかしそんな沈黙を破る者が、ひとりだけいた。

「早々に立ち去りなさい！」

　新しん城じよう括くくるだった。

　括は学園生と羽原羽高校との間に立ちふさがり、びしょ濡ぬれの羽原羽に向かって右手を振った。

「あなたたちは今、何をしているのかわかっているのですかッ？　不法侵入に器物損壊、犯罪なのですよ!?」

　犯罪、という言葉に羽は原ばら羽ばね高校の顔が青ざめた。たとえ自分たちの気持ちが大事とはいえ『犯罪行為』を強調されると耳が痛かった。

「このようなことをすればあなたたちの親や学校、たくさんの人に迷惑をかけることになるのですッ。一度でも考えましたか？　こんなことをすれば自分の責任問題だけでは済まなくなるという、そのことを一度でも考えましたかっ？」

　羽原羽高校の生徒たちは一様に気まずい顔をしていた。熱気すら漂っていた興奮状態は今、徐々にその熱を失いつつあった。

　括くくるはこれを勝機と捉とらえ、さらに言葉を重ねる。「考えなかったでしょう!?　これっぽっちも考えたことはなかったでしょう!?　あなたたち全員が他人への気遣づかいを捨て、自分本位の行動に出たのです！　自分さえ良ければあとは誰だれに迷惑をかけてもいい――あなたたちの行動はそういう意味を持っているのです！」

　しん……と。

　辺りは静まり返った。

　雨音と括の声の残響だけが、そこにあった。

　括は荒々しく肩で息をし、

「もうおわかりでしょう。あなたたちがしていることは間違っている。色恋などという卑いやしいものに目を奪われて、正誤の区別さえつかなくなっているのです。何が恋ですか。そんな何の利益も生まない、無価値なもののためにこのようなことを……冷静になりなさい。冷静になってよく考えなさい。そもそもの話です！」

　――否定してやる。

　恋という、異性間――羽原羽の生徒の中には何な故ぜか女子もいるのだが――の睦むつみ合いを肯定する姿勢。

　――全否定してやる。

　括は許さない。

　恋を捨ててきた彼女だからこそ、その《恋を捨ててきた》ということを否定される前に、《恋を肯定する》ということを否定しなければいけない。そうしなくては、今までの人生が無駄になる。

《捨ててきた》ことを、自分は後悔してしまう。

　それだけは。それだけはさせない――！

「そもそも、あなたたちでは――」

　だから括は鼻で笑い、言った。

　言ってはいけないことを、言った。

「学園とあなたたちとでは、釣り合いません」



　――――奪った。



　その一言は容赦なく羽は原ばら羽ばね高校の全すべてを奪った。

　羽原羽の生徒たちは一様に息を飲み、しかし飲み込んだはずの呼気は即座に吐き出された。同時に強張った身体からだから力が抜け、固く握り締めていた拳こぶしは解かれ、肩は落ち、そして――

　彼らは目を伏せた。

「…………うぅ」

　誰だれかが小さくうめいた。

　括くくるはニヤリと笑う。

「そうでしょう？　育ってきた環境も食べてきたものもお金の使い方も何もかも違う、何もかもが上の相手と、果たして上手に付き合っていくことはできるのかしら？　その自信があなたたちにあるのかしら？　学園生が今まで送ってきた人生にあなたたちの価値観は通用するのかしら？　合わせられるのかしら？　両親の要求や期待には応こたえられるのかしら？　財界と深い関かかわりのある彼女たちについていけるのかしら？　クリアできるかしら、これらの課題を。乗り越えられるのかしら――答えなさい羽原羽高校。答えてみせなさい！」

　辺りを支配するのは、雨音の静寂。

　沈黙。

　羽原羽高校は口を開かずうつむいたままで、罵ののしられてもいないはずの学園生たちでさえ金縛りにあったように動かなかった。

　括の言ったことは、全て的を射ていた。

　羽原羽に括の言ったような課題を乗り越える気概など――初めからなかった。「釣り合わない」。それはできるだけ考えないように過ごしてきたことだった。

　釣り合うのか？

　改めて問うまでもなく、答えは――ＮＯ。

　そんな自信はどこにもない。

　そもそもにしてそれは十代の高校生には重すぎる問いだった。経済観念もまともに備わっていない子供たちに、できるかと言われて「できる！」などと答えられるはずもない。その根拠になるものを持っていない。

　括は再び喜悦の笑みを浮かべた。

　――へし折ってやりましたわ。

　恋などというくだらないものにうつつを抜かすガキどもの鼻っぱしを、へし折ってやった。

　括くくるは知っている。たとえ環境の違いを埋められたとしても、やはり恋なんて無意味だ。くだらない。益やく体たいもないゴミでしかない。

　恋する気持ちが環境を越えることなんてあり得ない。その差異は厳然としてそこにあるし、違いを埋めるのは恋なんてものではなくもっと現実的な、それこそ地位や金といったものでなくてはいけないのだ。恋で何かを変えられるわけでもないし、何かを得られるわけでもない。しょせんは感情の振れ幅による思い込み。それだけのもの。

　――だからそんなもの、捨てていきなさい。

　不要。荷物。邪魔。幻想。そんな妄想は早々と終わりにして、

　――わたくしを肯定しなさい！

「……そんなのわかんないッスよ」

　と。

　重く圧のしかかる空気から、

「できるかどうかなんてわかんないッス。それでも」ひとりだけ立ち上がろうとする者がいた。「闘おうとしている奴やつらを、俺おれは知ってます」

　彼は戦車から立ち上がった。

「今も闘い続けているふたりを、俺は知ってます」

　藤ふじ森もり文ぶん七しちは揺るぎない声で言った。

　　　＊

　体育館の裏手に回るゆかりを、鉄てつ平ぺいは追いかけていた。

　――くそッ、どこまで逃げるんだよ!?

　見たところゆかりは脚を引きずっており、さほど速くは走れないようだった。鉄平の方も戦車との闘いで傷を負いいつものようには走れなかったが、それでも十分に追いつける速度と距離だった。追いつくのも時間の問題だ。

　――なのに、なんで逃げるんだ。

　今さら逃げたって意味はない。いつかは向き合わなければいけないのだ。ならば今ここで話をしても問題はないはずなのに。

　――そんなに試験を受けたいのかよ？

　試験に合格してから、もはや後戻りのできない段階になってからでないとダメなのか。そこまでゆかりの決意は固いのか。

　やはり自分は、黙って試験を受けさせた方がいいんだろうか？

　――違う。

　それでは遅いのだ。

　試験を受ける前。

　まだ選択のできる段階でなくては、意味がないのだ。

　――《今》じゃないと、俺おれの言葉はゆかりに届かない！

「ゆかりッ！」

　何度目の呼び声になるだろうか。しかしゆかりは振り返らない。それでも鉄てつ平ぺいは何度でも呼んだ。「ゆかりッ！」

　鬼ごっこは続く。ゆかりは体育館の外周に沿って走り続ける。徐々に狭まる距離。学園生たちのところで開いた距離は今や二十メートルほどのもの。もうすぐ。もうすぐ追いつく――

　そのときゆかりの後ろ姿が曲がり角を折れた。このタイミングで視界からゆかりの姿が消えることに若干の焦りを覚え、鉄平は疲労と痛みの蓄積された身体からだに鞭むち打ってさらに加速した。そうやって角を曲がったとき、

「――――ッ」

　鉄平はゆかりの目指していたものを知った。

　そこにはスロープがあった。なだらかに傾く自然の丘――ではなく、人工的に地面を抉えぐりコンクリートで舗ほ装そうされたスロープ。ある地面の一画を切り分け掘り起こし、まるで地下へといたる道のようにそこだけぽっこりと傾斜がある。……いや。

　――『まるで』じゃない！

　ゆかりは転倒することも厭いとわないように、前のめりにスロープを下っていく。そのスロープの先には白い鉄扉が待ち受けていた。ちょうど地面の下に潜れるような構造の、地下室への扉。

　鉄扉には英語でこう書かれていた。

『ＳＨＥＬＴＥＲ』

　防災シェルター。

「ふざっ、ふざけんな――なんでッ？　なんでンなもんが」

　そうやって鉄平が気を取られた隙すきに、その足元が濡ぬれた芝生にすくわれた。横滑りに流れた身体は右肩からまともに叩たたき付けられ、一瞬意識が飛ぶ。

「う、あ……」

　低くうめいてから、はっとして顔を上げる。スロープは地面の下に傾斜しているので寝そべったままだとその先が見えない。ただ、音が聞こえた。

　鉄の軋きしむ音。

「ゆかりッ！」立ち上がるその瞬間だけは、痛みを忘れた。「待て、待ってくれ！」

　そして鉄平がようやくスロープにたどり着いたのと、

　シェルターの鉄扉が閉まるのとは――同時だった。

「ゆかりッ!!」



　息いき遣づかいが、小さく反響していた。前髪から、顎がつ下かから、制服の袖そでから雫しずくが音もなくこぼれ、足元のコンクリートに少しずつ染み込んで広がっていく。壁に背中を預けていると自分がどれだけ疲労していたのかがよくわかる。もう一歩も動けないほどに、身体からだが重い。

　シェルターの中は予備灯の淡い照明で照らされていた。広い。内装こそ壁も床も天井もコンクリートの肌が剥むき出しになっていたが、広さはかなりあった。高さはさほどないにしても数百単位の人間を収容できるだけの規模は確かにある。微かすかに聞こえてくる低い駆動音は、空調や換気装置の類たぐいだろう。他ほかにも「食糧庫」や「緊急脱出口」などのプレート表示されたドアがいくつかある。

　ゆかりは入り口の鉄扉――相当の分厚さと重さだった――の横の壁に寄りかかり、荒く呼吸を繰り返していた。爆発しそうなほどの心臓の鼓動が耳鳴りのように響き、頭がくらくらした。

　――逃げ切った。

　私は、逃げ切った。

　この防災シェルターのことは大おお目め玉だまから教えてもらった。「本気で逃げたいと思うのなら」と前置きされて大体の位置を聞いたのだが、正直地理も不案内な土地の中でたどり着けるとは思わなかった。シェルターの鍵かぎは電子ロック式のもので、それも大目玉から与えられたカードキーとパスワードで開錠することができた。鉄てつ平ぺいがそれらを持ち得ない限り、この扉を外から開けることは不可能。

　とにかく逃げ切ったのだ。

「…………それで」

　これから私はどうしたいんだろう。

　ここにこもって鉄平が立ち去るのを待つ？　試験はどうするの？　いつまでここにいればいい？

　鉄平に何て顔向けすればいい？

「わかんない、わかんないよ……」

　何もわからない。自分が何をしたいのか、何をすればいいのか――見当もつかない。

「なんなの、私？」

　どうしてこんなにも臆おく病びようになってしまったんだろう？

　何が怖くて――

　ドンッ、と鉄扉が揺れた。びくりと肩を震わせてゆかりは後ずさった。

「…………っ」

　分厚い戸を隔へだてて、声が聞こえる。鉄平が外から扉を叩たたいて何かを叫さけんでいるのだ。

　多分、ゆかりの名前を。

　ずっとそうしていたように。

「やめて……」

　ゆかりは耳をふさいだ。今は――ひとりにさせて。

「やめてよ……っ」

　扉は叩たたかれ続けた。

　　　＊

「闘い続けている……？」

「ハイ。闘い続けてます」

　きっぱりと頷うなずく羽は原ばら羽ばねの男子生徒に、括くくるは眉み間けんに皺しわを寄せた。

　――何こいつ。

　なんというか、括の最も嫌いなタイプの男だった。茶髪に着崩した制服、しまりのないヘラヘラ笑顔。こういうどこかチャラチャラしてだらしのない男が括は大嫌いだった。

　男子生徒――文ぶん七しちは戦車から飛び降りると、そのまますたすたと括の前にやって来た。物もの怖おじしない様子を括は「無神経」と解釈した。

「学園の先生ッスか？」

　ついでに「ッス」というスカした喋しやべり方をする奴やつも嫌いだった。

「そうです。新しん城じよう括、国語教師です」

「んじゃ、括先生って呼びます。俺おれの名前は藤ふじ森もり文七です」

　いきなり下の名前？　馴なれ々なれしいですわね。

　徹底的に相性の悪い相手に、括はこめかみに血管を浮かべながらも我慢した。

「さっき括先生が言ってたように、俺らと学園生って全然違います。なんつうか生活レベルみたいなものがもー根本的に違う。きっと金銭感覚も食生活も何もかも別で、それは括先生の言う通りだと思います」

「……」

　意外と物分かりがいい。括は拍子抜けしたが、気を取り直して、

「……それでどうだと言うのですか？　あなたが自覚しているように、その絶対的な差は埋められません。そこまでわかっているのならば、恋があればなんでもできるとはあなたも思ってはいないでしょう？　恋では何もできません。役立たずの無価値です。そのようなものを我が学園に持ち込もうなど――」

「括先生は何かカンチガイしてるッス」文七は括の言葉を遮さえぎった。「恋愛って、そういう環境の差を埋めるとかそういうものじゃないです」

「どういう意味かしら？」

「恋してるから、頑張るんスよ」

「……は？」

「恋愛そのものが差を埋めるわけじゃない。相手が好きで、一緒にいたいから、その差を埋めるよう努力するんです。恋愛は手段じゃないんですよ。……おぉ、俺おれ今、なんかスゲエいいこと言いましたよね？」

　――やっぱり、嫌いだ。

　人が真ま面じ目めに話をしているというのに、こうやって茶化す。言っていることも幼稚で仕方がない。

　手段ではないなら、要いらないではないか。

　全くもって必要ない。自分にも自分の周りにも――

「結局さっき言った生活レベルの差なんて関係ないんスよ」

　……え、と括くくるは目を見張った。

「問題は環境にあるんじゃないんです」文ぶん七しちはニコリと笑い、「当の本人たちがどう頑張っているかっつう個人にあるんスよ」

　　　＊

「――くそっ！」鉄てつ平ぺいはシェルターの鉄扉に拳こぶしを叩たたきつけた。「出て来いよゆかり！」

　鉄扉はびくともしないし中からの反応もない。ただ沈黙し固く閉ざされている。携帯電話も水に濡ぬれて壊れてしまったのか、時計表示の画面は映るのだがその他ほかの機能が使えなくなっていてゆかりと連絡を取ることもできない。鉄平は唇を噛かんだ。

　これで終わりなのか？

　ゆかりがこのまま閉じこもり続け、自分は扉一枚を前に何もできないままで――そしていつかやって来るだろう警備員に、連れて行かれる。それでゲームオーバー。結局何も果たせないで、伝えたいことのひとつも伝えられないで終わってしまう。

　そうなったらどうする？　無事に試験を受けたゆかりに、改めて話をするのか？

　――ダメだ。それじゃ遅過ぎるんだ。

「諦あきらめねえ……俺は諦めねえぞ」

　問題はこの扉なのだ。この扉を隔へだてた向こう側に――ゆかりがいる。

　この扉さえなんとかすれば……。

　――なんとかって、どうするんだよ。

　中から開けてもらわない限り、鉄平はシェルター内に入ることなどできない。見たところ相当に頑丈な造りをしている。防災シェルターなのだから当然だ。これを腕力で壊すなんてこと、絶対に不可能――

　……壊す？

　はたと、鉄平は思いついた。壊す。壊す。壊す。

　可能性はないわけではない、か？

　試してみる価値はある。これがダメだったら――そのとき考えればいい。

　鉄扉を見つめる。これはゆかりの今の心そのものなのだ。拒絶。閉じこもってあらゆる言葉から耳をふさいで、鉄てつ平ぺいを拒絶している。その象徴。そのもの。

　――俺おれはそれを、ぶち破る。

　あらゆる手を使って。あれがダメならこれ、これがダメならそれ。何度だって試す。

　俺は、ゆかりが、好きなんだ。

「……よし」

　鉄平は覚悟を決め、まずはそれに必要な道具を探し始めた。

　　　＊

「だってそうだとは思わないですか？　環境が違うとかレベルが違うとか――そんなの全然問題じゃないッスよ」

　括くくるは茫ぼう然ぜんと聞いていた。

　――こいつは何を言っているのですか？

　問題あるに決まってるではないか。環境も価値観も違う――バランスが悪いのだ。不安定で、不釣合いで、レベルからして違うのだ。そんなもの元々上う手まくいくわけがない。

　なのに――文ぶん七しちは続ける。



    

  
    
      



    

  
    
      「本当に好きなら、それを貫き通せばいいんですよ。その気持ちが大事なんです。好きだからこそ頑張るんじゃないですか。お金？　環境？　レベル？　そんなの後からどうだってなりますよ。努力すればいいんです。好きなら、やれる。やり方だっていくらでもある。片方がもう片方に追いつく、お互いに譲歩する、歩み寄る、環境そのものをぶち壊しちまう……なんだってできる。好きなら、なんだってできるんです」

「詭き弁べんですわ！」括くくるが叫さけんだ。「幻想もいいところです！　好きならなんでもできる!?　そんなわけがないでしょう？　そのような幼稚な――」

「その詭弁を、現実にやろうとしている奴やつらがいるんです」

　――――空気が変わった。

　あまりにも唐突に。不意打ちに。

　括は金縛りにあったように動けなくなった――引き込まれた。

　文ぶん七しちの眼に。

「あいつらの状況なんて絶望的なくらい大変なんですよ。周りの奴らは軽々しく『すごいすごい』なんて言ってるけど、そんな簡単じゃないんです。そんなお気楽じゃない。それは彼女の方がそうとわからないように振る舞っているからで、本当はもっともっと大きな問題で、『すごい』なんて一言で済ませられるようなものじゃない。でも、それでも」

　文七の、真しん摯しな眼まな差ざしが。

「それでもあいつらは頑張ってる」

　括を真っ向から射抜いていた。

「俺おれから見てもかなり空回ってるんですけど、それでもあいつらはお互いに考えて悩んで、気を遣つかって、努力している。なんとかしようともがいてる。それは間違ってますか？　無意味なこと、無駄なことですか？……そんなわけないッス。まだ何も状況は変わってないけど、ケンカしてるけど、頑張ってる。それだけで正解だとは思わないですか？　正しくないと言えるんですか？　俺ははっきりと断言できますよ」

　そして文七は笑った。

　ここ一番の、極上の笑顔で。

「あいつらは、圧倒的に正しい」

　とても嬉うれしそうにそう、言い切った。

　　　＊

　長い沈黙が続き、もしかして諦あきらめてくれたのかなとそう思ったとき。

「――――ッ！」

　ゆかりはびくっと顔を上げた。扉の向こうで、鉄てつ平ぺいが何かを叫んでいる。その内容までは聞き取れないけど――確かに何かを、叫んでいる。

　そして今まで以上に激しく扉を叩たたいていた。

　どくん、とゆかりの心臓が高鳴った。

　――来る。

　鉄てつ平ぺいが、来る。

　それは全く根拠のない、けれどほとんど確信的なものだった。鉄平は来る。どうやるのかは見当もつかないけれど、ここにやって来る。この分厚く硬い扉の向こうから。

　ゆかりは経験的にそのことを知っていた。クリスマスのときもバレンタインのときも、鉄平は必ず自分の元へとやって来た。どんなに絶望的な状況であろうとも、それをぶち破って来てくれた。

　――鉄平くんが、来る。

　ゆかりは扉から離れた。それは「鉄平が来る」という事態に思わず腰が引けてしまったためだった。自分を引き止めるために。編入させないために――彼は、来る。

　――ダメ。

　ゆかりは一歩一歩、扉から遠ざかった。今来られたら、揺らいでしまう。

　決心が揺らいでしまう！

　そしたら、いつかきっと鉄平に―――てしまう。

　嫌だ。そんなの嫌だ。

　来ないで。お願いだから来ないで鉄平くんッ!!

　そう叫さけぼうとした声は、

「来――――」

　爆発音にかき消された。

　その瞬間をゆかりは確かに見ていた。あの分厚かったはずの鉄扉がこちら側にへこみ、凄すさまじい圧力に歪ゆがむ。電子ロックの基盤に火花が走り、それどころか壁のコンクリートごと弾はじけ飛んだ。押し出された扉の隙すき間まから熱風が吹き込む。

　全すべては一瞬の内に起こり、爆発はそれで収まった。鍵かぎを失った鉄扉は耳障ざわりに軋きしみながらゆっくりと押し出されるようにこちら側に開いていく。煙と光と外の空気がなだれ込んでくる――

「ゲホゲホ……マジかよこれっ？　こんなの食らってたら、俺おれの身体からだなんてひとたまりもねえよ……大おお目め玉だまの野郎、何考えてんだ？」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら、煙の中からその人は現れた。

　あのバレンタインのとき、屋上に閉じ込められたゆかりの元に駆け付けたように。

「ゲホゲホ……よう」

　五十嵐いがらし鉄平は、現れた。

「三倍返しに来たぜ」



　大目玉の手によってつけられた首輪の爆弾は、結局つけた当人によって解除された。とはいえそれは時限式の機能がなくなり鉄てつ平ぺいの首から外れたという意味で、爆弾としての機能自体はまだ生きていた。

　鉄平はそれを、捨てていなかった。

　何な故ぜと言われても鉄平は困っただろう。爆弾の機能が残されているから気をつけろと言われて捨てづらかった――というのが強しいて挙げられる理由。無造作に放り投げて何かの拍子に爆発でもしたら、そこを誰だれかが通りがかったら――そう考えると易やす々やすとは捨てられず、時間もなかったので仕方なしにポケットにねじ込んでいた。

　鉄平が用意したのは、コンクリートブロックとバドミントンのネット。前者は草むらの中から、後者は体育館に忍び込んで探し当てた。鉄平はすぐさまそれらのセッティングを始めた――爆弾の針金にネットを結び（本当はネットを引きちぎって一本の長い紐にしたかったのだが、それを断ち切る道具が見つからなかったので丸ごと使用した）、爆弾をシェルターの前に置く。そして針金の上にコンクリートブロックを敷き、それらから十メートルほど離れてネットを一気に手繰り寄せた。勢い良く引かれた爆弾はブロックに衝突し、その反動で針金が抜けた――爆弾の作動条件が満たされたのだ。

　凄すさまじい爆発だった。人ひとりを爆死させるのにこんな威力は必要ないだろうというほどの、火力。距離をとっていたはずの鉄平の全身に熱風が叩たたきつけられ、防災シェルターの鉄扉を、粉々にするとはいかないまでも凹へこませ鍵かぎを破壊させたのである。やはりテレビ局の性なのか、やることがいちいち派手過ぎる。

　結果オーライではあるが――鉄平は大おお目め玉だまに恨み言を吐きながらシェルターの中へと足を踏み入れた。

　薄ぼんやりとした、予備灯の照明。

　入り口から離れたところにゆかりがいた。こちらに背中を向けて、立っていた。びしょ濡ぬれの背中。

「……ゆかり」

「どうして、来たの」

　震える声。その肩も震えていた。

「来てほしく、なかったのに」

「……」

「どうして来たの……？」

　それは弱々しい響きではあったが、しかし確かに責める色も帯びていた。

「言いたいことが、聞いてほしいことが、あった」鉄平は引かなかった。「だから来た」

「私は、自分の荷物は自分で背負いたいの！」

　ゆかりの叫さけび声が、響き渡った。

「自分の脚でしっかりと立って、自分の力で社長の仕事もこなしたい。誰にも迷惑をかけないで、誰だれにも頼られるような、ひとりじゃダメだとか思われないような、そんな強い人になりたい――そうありたいの！　それは鉄てつ平ぺいくんに迷惑をかけないで、妙な重荷を背負わせたくないから――そのためだって言ったじゃない！」

「……」

「なのに……どうして邪魔するの？　どうしてわかってくれないの？　好きにさせてよ……帰ってよ……」

　……

　すう、と鉄平は息を吸い、静かに吐いた。

　――ここが正念場だ。

　ここで失敗したら、多分自分たちは終わる。この機会を逃せば今後どうつくろったってぎくしゃくして、もう元には戻れなくなる。きっとそうなる。

　だから今しかない。

　――俺おれたちの未来を。

　今ここで、決めるのだ。

　浅い呼吸の繰り返し。よし……行け。

　鉄平はおもむろに言った。「ここ最近、寝不足なんだ」

「…………え」

「勉強、始めたから」

「……ッ」

　ゆかりの背中が、揺れた。

　鉄平は続ける。「ケンカしてからずっと考えてたんだ。やっぱりゆかりの編入には反対だ。俺はゆかりと一緒に同じ学校を卒業したい。たまにしか会えないなんて嫌だ。もっともっとたくさんの時間を過ごしたい……けれど、それじゃダメなんだとも思った。俺はごちゃごちゃ言う前にまず真っ先に行動しなくちゃいけない、って。行動して証明して見せなくちゃゆかりには届かないって、そう思った。だからとりあえず第一目標の『大学進学』のために勉強してみた」

　ふるふると、ゆかりは震えている。

「覚えてるか？　すげえいい大学に入って、ＫＯＴＯに就職して、実力で源げん之の助すけさんに認めてもらうってやつ。それが実際にできることなのか、自分に試す必要があった。……そしたらさ」鉄平は苦笑した。「そしたら俺、めちゃくちゃ頭悪いの。全然問題が解けなくて大学どころの話じゃなかった。諦あきらめようかと思った。やっぱり俺には無理だって、諦めようかと思った。何度も何度も」

　微かすかに、雨音が聞こえる。

　自分たちの間を埋めるような、雨音。

「――でも、諦あきらめなかった」

　ふたりを包むように、降り続いている。

「何度も投げ出したくなったけど、諦めなかった。諦めたくないと思った。それでやっとわかったよ。俺おれは本気だって。俺の気持ちは本当なんだって。自分を信じることができた。だから――言う」

　そして鉄てつ平ぺいは、

「俺は、諦めない」

　一歩、踏み出した。

　ゆかりに向かって。

「ゆかりが嫌がったって、俺はやる。勉強する。大学に入る。ＫＯＴＯに入社する。上を目指す。そうやっていつかはゆかりと肩を並べる。俺は諦めない」

「私はやめてって言ってるんだよ……」

　ずっと震えっぱなしの声。そこにわずかな湿り気を、鉄平は察した。

「そうやって鉄平くんが背負ってしまうから……そんなことさせたくなかったから……私はここにいるのに。どうしてわかってくれないの……？」

「わかんねえよ」また一歩、踏み出す。「全ッ然わかんねー。ちょっと今から怒るからな」

「……え？」

　言葉は自然と胸の内から抜け出した。

「俺の人生を、勝手に決めるな」

「……ッ」

　息を飲む気配。凍りつく空気。

　鉄平は止まらない。

「これは俺が考えて俺が決めて俺が貫き通そうとしているモンだ。それをゆかりがどう思おうと構わないし否定するならしてくれてもいい。でも――これは俺の人生なんだ」

　言葉を繰り出す。

「俺が決めるものだ。ゆかりが決めるものじゃない」

　一歩一歩を、繰り出す。

「俺は全力をもってゆかりに追いつく。止めても無駄だぜ？　しつこいからな、俺」

　ゆかりに、近付く。

「ゆかりが俺を嫌いにならない限り、俺はやる。絶対に追いついてみせる。これが俺のやり方だ」

「迷惑、だよ……！」とうとう耐え切れずにゆかりは叫さけんだ。「自分勝手過ぎるよ……！　それ、結局私の意見は何も聞いてくれないってことじゃ――」

「聞いた上で、俺自身が判断するんだ。間違ってるか？」

「そん、な……」

　ゆかりの声は徐々に力を失っていく。

「そんなの、やっぱり、勝手過ぎるよ……だってその選択の何ど処こに、私はいるの？　私の意志は、何処に――」

「俺おれの意志に、ゆかりの意志なんてない」

　きゅっ、とゆかりは拳こぶしを握った。

　鉄てつ平ぺいはその三歩ほど後方に立ち、



「だからゆかりの意志にも、俺の意志はない」



　そう言った。

「……え？」

　ゆかりは困惑の声をもらす。鉄平は続けた。

「俺の人生は俺が決める。だからゆかりの人生も、ゆかりが決めろ」

「……」

「俺は編入には反対だ。けれどゆかりが意地でもやるってんなら、それでもいいと思う。それを聞いた上で判断しろよ。ゆかりの人生を。生き方を。生き様を」

「……」

「俺はそれを受け入れる」

　後ろ姿なので表情は見えないはずなのに――鉄平には目に見えるようにわかった。ゆかりのぽかんと口を開けた間抜け面づら。少し笑いそうになった。

「聞かせてくれ。ゆかりの選択。俺は手の内は全部見せたよ。後はゆかり自身が決めることだ。ゆかりが編入試験を受けるって言うんなら、俺ももう何も言わない。別にいいんだ。ゆかりはゆかりで自由にしていい。ゆかりのしたいように、好きなようにやって、いいんだ。……でも俺だって諦あきらめないからな。試験云うん々ぬんは関係ない。ゆかりが試験を受けても受けなくても、もうやるって決めた。絶対に自力でゆかりの場所にまで追いつく。何年かかってでも……だから答えてくれよ」

　俺はどんな選択も受け入れる。

　その答えを聞くのは、どうしても試験前でなくてはいけなかった。たとえゆかりが試験を受けて編入したとしても、これからも自分たちはやっていく、自分はそのために闘う――という姿勢を、鉄平は前もって示しておく必要があったのだ。試験後に言ったのでは、どう言いつくろったって「やっちゃったモンはしょうがないから、妥協する」というようなニュアンスが出てきてしまう。だから試験前に自分の考えを告げ、ゆかりにはその上で選択してほしかった。たとえゆかりが編入しても自分は諦めないから、安心して選択していい――そういうことを伝えてあげたかった。

　そして何を大事にして、何を選ぶのか。その答えを聞きたかった。

「ゆかり」

　……

　雨音はもう、聞こえなくなっていた。雨が止やんだわけではないのだと思う。少なくとも鉄てつ平ぺいが今感じ取っているのはお互いの息いき遣づかい。気配。

　そこにゆかりがいるということ。

　それだけで十分なのだ。

「私は」長い沈黙をかけて――ようやくゆかりは口を開いた。「ひとりで闘おうと、思ってた。鉄平くんに負担、かけたくないから」

「……俺おれじゃ頼りない？」

「そういう意味じゃないの。そうじゃなくて……迷惑とかそういうのが、私が嫌なだけ……」

「ゆかりはさっきからそればっかりだな」

「……」

「なんか隠してるだろ。本当に――それだけなのか？」

「……」

「本当にそれだけの理由で、ひとりで闘おうと思ったのか？　俺は構わないんだ。いつかゆかりのいるステージまで上がれるよう頑張る、ただそういうことなんだ。それは俺の負担じゃない。俺の生き方なんだ。迷いはない。不安はない。ただ俺は目指して、叶かなえるだけだ。それでも嫌だって言うのか？　俺にはそれだけがわからない。一体何が――嫌なんだ？」

　鉄平は、言う。

「いい加減、腹を括くくれよ。わかってんだろ？　ゆかりがどうしたってきっとＫＯＴＯの問題は付きまとうんだ。絶対に、逃れられない。俺らはそれと闘っていくしかないんだ。それがわかっていて――なんでそんなに意固地になるんだよ」

　ゆかりの手が、スカートの裾すそを握っている。強い握力で握られた布地は、ぽたぽたと水滴を垂らした。

「…………れないから」

「え？」

「……思われたく、なかったから」

「ごめん、もうちょっと大きい声で――」



「鉄平くんに『重い』なんて思われたくなかったからッ!!」



　突然――

　ゆかりが声を張り上げたので、鉄てつ平ぺいは瞬まばたいた。

「私と付き合うのって、すごく面倒くさいと思う！　環境とか体裁とかそういうのがいつもつきまとっていて、それをなんとかしなくちゃ認めてもらえない――すごく面倒くさいと思う！　そんな私とこれから先付き合っていったら、鉄平くんだって嫌になるときが来るかもしれない、嫌気が差しちゃうかもしれない！　『重い』って思われるかもしれない!!　それは嫌――絶対に嫌ッ！　だから、だから私はひとりで頑張りたいの！　鉄平くんに『重い』から『別れよう』なんて言われたくないから、鉄平くんに嫌われたくないから、鉄平くんに何ひとつ負担をかけたくなかったの！」

　ゆかりは今までのか弱さが嘘うそだったかのような剣幕で吐露した。

　真実の心。

「本当は転入なんてどうでもいいの――」

　上辺を取り払った、ゆかりの正直な気持ち。

　ひとりの女の子としての、言葉。

「私はただ、ずっとずっとずっと鉄平くんと一緒にいたいだけなんだよッ!!」

　ゆかりはその全すべてをぶちまけた。

「……なんでそれを早く言ってくれなかったんだよ」

「だってなんか、みっともなくて嫌だったんだもん……！」

　鉄平は嘆たん息そくした。

　――やっと、ここまでたどり着いた。

　本音を聞き出せた。

　自分の本気の言葉はゆかりに届き、そしてゆかりからも本気の言葉が返って来たのだ。

　もう気を遣つかう必要はない。頭を悩ます必要はない。だってそうだろ？

「じゃあ聞くけど」

　考えるまでもなく、

「俺おれは『重く』ないか？」言うべきことはひとつだ。「『ゆかりに追いつこうとする俺』は、『重く』ないか？」

　虚を突かれたようにゆかりは硬直した。

「…………重い、かも。正直」

「じゃあ背負ってくれよ」

　鉄平は再びゆかりに歩み寄った。あと三歩の距離を。

「こんな俺を、背負ってくれ。んでもって――」

　易やす々やすと飛び越え。

「ゆかりを、背負わせてくれよ」

　ゆかりを後ろから抱き締めた。

　とても小さな肩だった。

「ずっ……ずるいよ……」濡ぬれた声で、ゆかりは言った。「そんなこと言われたら、そんなことされたら私、もう何もできない……」

「バレンタインのこと、覚えてるか」

「忘れるわけ、ないよ」

「うん。じゃあ、あのとき言った『ふたりで悩んで、ふたりで答えを出す』ってやつは？」

「……覚えてる」

「うし。俺おれらはさ、あれのことを忘れてたんじゃないかなって、思う」

「……」

「お互いがひとりで悩んで、ひとりで答え出して、それが噛かみ合わなくてケンカして」

「鉄てつ平ぺいくんだって、さっきひとりで答え出しちゃったじゃない……」

「じゃあもっともっと向かって来いよ。ガンガンにゆかりの意見をぶつけて来いよ」

「……」

「何度でもケンカしてやる。バカみたいに何度も、何度でも。そうしてりゃ何かしらの結論だって出るさ。そうやって俺らなりにやっていこうぜ。それが俺らの『ふたりで悩んで、ふたりで答えを出す』だ」

「すっごい不器用……」

　鉄平は小さく笑った。

「それが俺らなんだよ。……ところでまだ答え聞いてないんだけど」

「……もう、言ったよ」

　そっとゆかりは鉄平の顔を振り返った。ほんの数センチの距離に、互いの顔。

「ずっと一緒にいたい、って――」

　もう少しで触れてしまいそうな、距離。



    

  
    
      


【epilogue】

残り〇メートル



「――さてさてこうしてエンディングなわけですが」

　一人の白ずくめの女が、濡ぬれた芝生の上を歩いていた。その周りを音声マイクやカメラなどを持った男たちが取り囲んでいる。どうやら何かの撮影らしかった。

「結局のところ今回五十嵐いがらしさんは、何と闘っていたのか」女――槍やりヶが岳たけはカメラに向かって問いかける。「百ゆ合り百ゆ合り学園？　ＢＴＶブラックテレビ？　それとも謎なぞの婿むこ候補が用意した、戦車でしょうか？」

　いくつか列挙してから、槍ヶ岳は間を空けた。

「……そうです。もうおわかりですね？　ぶっちゃけそんなものは敵ではなかったのです。五十嵐さんが本当の意味で闘っていた相手は、」

　槍ヶ岳はニヤリと笑う。

「古こ都とゆかり――彼女です」両腕を広げ、「故に私たちＯＴＶお気楽テレビは、今回に限っては不干渉の立場を取らせていただきました。まあ多少の手助けはしましたが――それも些さ細さいなこと。積極的な関かかわりを持とうとしなかったのは、これが、五十嵐さんが自力で解決しなければいけないことだったからです」

　槍ヶ岳は何ど処こか遠くを見やり、

「バレンタインのときにふたりの課題として挙げられていた『ふたりで悩んで、ふたりでぶつかっていく』――今回のホワイトデーで彼らは早速その問題にぶち当たったわけです。これの解決に私たちが全面的な援助をする――果たしてこれは正しいことでしょうか？」

　槍ヶ岳は首を振った。

「答えは否です。正しくない。ここで誰だれかに助けられていては、ふたりはずっとあのままです。進歩もなくきっと同じことで幾度もケンカを繰り返すようになっていたでしょう。下へ手たをすれば破局すらもあり得た。そういう意味で、今回の放送はとても重要なファクターになりました」

　フッと笑い、

「カップルの問題は、カップルで解決する。お付き合い成立までお節介してあげた私たちですが、そろそろふたりも成長すべきです。責任を持って――自分たちの力で、お互いを受け止めるべきなのです。五十嵐さんは見事自力でその課題を乗り越えました。本気の言葉をぶつけ、ゆかりさんの本音を引き出しました。こうして今回の企画もフィナーレというわけです。ぶっちゃけ破局しちゃったらどうしようとウチのディレクターはビビッていたのですが、まあなんとかなりました」

　槍やりヶが岳たけは右手で指し示した。スロープの下にある、シェルターの入り口を。

「《ホワイトデーＢＴＶブラックテレビに便乗企画『五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいＶＳ古こ都とゆかり』》これにてフィナーレです。さあ、それでは迎えに行きましょう。我らが主役、最高のバカップルに突撃インタビューです――」

　　　＊

　括くくるは世界が終わるのを見ていた。

　――何ですかこれ。

　今まで自分が築き上げてきたものが瓦が解かいしていくのを、見ていた。

　――何なのですか、これは。

　それまでふたつに分かれていたはずの集団が、今はひとつになっていた。

　羽は原ばら羽ばねと百ゆ合り百ゆ合り学園。

　男の子が女の子に、真っ赤になりながら告白している。女の子は真っ赤になりながらそれを聞いている。そんな光景がそこかしこで見られた。皆でやれば怖くない――そんな集団心理が働いたのか、人前で告白することへの気恥ずかしさは消えているようだった。羽原羽の生徒たちがそれぞれ思い思いの学園生に想おもいを伝え、学園生はじっとそれを受け止めている。何な故ぜか女の子が学園生に「お、おおおおおおお姉様！」とアプローチしているところもあったが、とにかくそういう集団告白が目の前で展開されていた。中には複数人でのコンパを企画している学生もいる。

　――理解できない。理解できませんわ。

　こんな幸せな光景、認められない。

　フラれている男の子もいた。同性からの告白ということで引かれている女の子もいた。なのにそういう少年少女たちも含めて――どうしてか括にはとても幸せそうに見えた。

　皆、恋をしていたから。

　頬ほおを染めて。唇は緩ゆるやかに曲線を描き。照れくさそうに頭を掻かいたりスカートの端を引っ張ったりして――恋をしていた。目の前で、たくさんの若者たちが。

　閉じたはずの括の世界に、たくさんの学生たちが括の持ち得なかったものを持ち込んでいた。それを目まの当たりにしている括はみしみしと軋きしむ音を聞く。世界の軋む音。世界の終わる音。

　胸が押し潰つぶされそうになる気持ち。いたたまれなさ。

「括先生？」茫ぼう然ぜんと立ちすくむ括に、男の子が声をかけてきた。「大丈夫ですか？　ぼうっとして」

　藤ふじ森もり文ぶん七しち――足踏みをする羽原羽高校と百合百合学園の背中を押した男だ。

「どう、して……」

「え？」

「どうしてこんなことしたのですか……」虚うつろな眼まな差ざしを、括くくるは文ぶん七しちに向けた。「こんなもの見せられたら、わたくしはもうここにはいられない……こんな幸せなものを見せられたら」

　胸が押し潰つぶされてしまう。

「ここが、わたくしの唯一の居場所だったのに」括は両手で顔を被おおった。「失ってしまいました……」

　きっかけは、ずいぶんと昔のことだった。

　括が中等部にいたころ、他校の男子生徒が学園内に侵入するという事件があった。彼は偶然そこに居合わせたひとりの学園生を襲おうとして取り押さえられ、幸いにしてその学園生に怪け我がはなかった。

　その学園生が、括だった。

　思い出したくもない、忌いままわしい事件。外傷こそなかったものの、括の心は深く傷つけられた。それ以来異性に近づくことができなくなり、今でもあのときのことを夢で見ることがある。

　――男なんて嫌い。

　汚らわしい生き物。自分の欲を満たすことしか考えていない。そんな獣に恋するなんて、どうかしている。狂気の沙さ汰たとしか思えない――

　中等部生だった括は、決心した。自分は異性と触れ合わない。近付かない。

　一生恋をしない。

　その決心を頑かたくなに守り続けた。たとえ年を経るごとに男がそういう人間ばかりでないということを知りつつも、守り続けた。意地になって、殻に閉じこもった。

　――いつからでしょう？

　恋をしなかったことを、後悔するようになったのは。

　後悔していると自覚しないように、見ないフリをするようになったのは。

　今わかった。自分はずっと恋がしたかった。でも怖くて踏み込めなくて、ずっとその機会を逃していて、それを『決心』などという言葉で誤ご魔ま化かしていた――ただそれだけだったのだ。恋を否定した自分を後悔したくなくて、学園の中に引きこもっていたのだ。

　――わたくしは恋がしたかった。

　この押し潰されそうな胸で、知る。学生たちの幸福そうな顔に後悔の念がじわじわと込み上げてくるのがわかる。もうこの想おもいを打ち消せない。後悔、してしまった。

　自分は、過去の自分を否定してしまったのだ。

　もう後戻りはできない。

　ここでは生きられない――

「失ってなんてないッスよ」不意に文ぶん七しちが、言った。「括くくる先生は学園の先生なんですよね？　だったらここは括先生の場所ですよ」

　――何もわかっていません。

　わからない。わたくしの気持ちなんて、誰だれにも――

「守ってやってくださいよ」

「……え」

　きょとんとする括に、文七はニコリと笑った。

「先生なら、あいつらを守ってやってくださいよ」

「まも、る……？」

　そうッス、と文七が顎あごで指し示したのは羽は原ばら羽ばねと学園生たち。

「守るんですよ、あいつらを」

　守る――？

　文七は頷うなずき、「これからあいつらは闘い続けなきゃいけない。個人的な問題から家庭環境の問題まで、交際を制限している《学園》という存在ともね。本当は自分たちでなんとかするのが当たり前なんですけど、全員が全員、上う手まくやれるわけじゃない。そんなときに括先生に助けになってほしいんですよ。学園と闘ってくれってわけじゃなくて、単純に相談に乗るだけでもいいんです。それだけでもかなり力になる。……括先生の『居場所』っていうのがどういう意味なのかは俺おれにもよくわからないですけど」

　文七はニコニコと笑っている。

「多分そういうことやっているうちに、できるッスよ。新しい居場所」

　括は瞠どう目もくした。

　新しい居場所。

「もしかしたらそれは、今よりももっとあったかい場所かもしれないッスよ」

「できる、かしら……」このような痛みを感じずにいられる、「わたくしに、そのような場所が」

　他人の幸せに痛みではなく喜びを感じられるような、そんな幸福な場所が。

「できます」文七は即答した。「だから守ってやってください。あいつらのためにも――括先生のためにも。あいつらが頑張るように、括先生も頑張ってください。俺、応援してますから」

　ぶわ、と括の目に涙が浮かんだ。

　――やってみましょう。

　まだ誰かの恋を見るのは辛つらい。そこにある幸福を純粋に祝福はできない。それができるようになるなんて根拠もない。

　それでもやってみようと思った。この痛みを乗り越えてみようと思った。

　この少年を信じてみようと、思った。

「……あら？」ふと疑問に思ったことを、括くくるは涙を拭ぬぐってから訊たずねてみた。「……あなたはいいのかしら？」

「へ？」

「見たところあなたは誰だれにも告白していないようですが……目的の方がいらっしゃらなかったのですか？」

「え？　あー……えっと」文ぶん七しちはぽりぽりと頬ほおをかき、「なんつうか、今回は俺おれ、友達のために来たんですよね」

「友達って……先ほどお話ししていたふたりのこと？」

「はい。どうにも放っとけなくて」

　はは、と文七は苦笑した。

　括はちょっと呆あつ気けに取られてから、けれどすぐにふっと笑った。

　――すごいですね。

　文七は嘘うそをついているようには見えない。本当に友達のためだけを理由にここまでやって来たのだ。戦車と闘ってまで。

　本当に大事な友達で。その友達が困っているから、全力でそれを助けようとした。それだけなのだ。深い意味はない。特別な理由はない。ただそれだけ。

　――見習います。

　誰かのために頑張れるということ。

　括はこの少年から学ぼうと思った。



　……新しん城じよう括、三十ピー歳。

　リスタートの日である。

「……あ、なんなら括先生、俺と付き合います？」

「んな――なななななななな何を言うのですか！」

　リスタートなのだ。

　　　＊

「そ、そういえばプレゼントがあるんだ」

「プレゼント……？」

「う、うん。今日ってほら、ホワイトデーだから」

「ホントにっ？　全然考えてなかったからすごく嬉うれしいよっ」

「へへ……ちょっと待ってな、内ポケットに……あ」

「？」

「あ、ああああ……！」

「どうしたの――ってこれ、何の臭におい？……油？」

「戦車のときのだ……」

「しかもべとべとだよ……。中は何だったの？」

「り、リボン……ゆかりってよくツインテールにしてたから……」

「……これ紙包装だから、きっともう、中は……」

「……うう、ううう」

「だ、大丈夫だよ鉄てつ平ぺいくん！　ちゃ、ちゃんともらうから！　ちゃんとつけ――られないけど！」

「いいよもう……つけてもらえないんなら、あげても仕方ないし。どうせ洗っても無駄だろ？」

「で、でも買うときとかやっぱり、その、恥ずかしかったんでしょ？」

「い、言うなよそれを……」

「そんな苦労を見過ごせないよ！」

「苦労って言うな！」

「とにかくもらうから！　ね？　元気出してよ！――あ」

「？　どうした」

「な、なんか身体からだもべとべとするんだけど……もしかして」

「あ、ごめん。プレゼントどころか俺おれが油まみれだったんだ」

「ええええええええ!?　ああッ、ホントだ、染みになってる！　どうしようこの制服、借り物なのに！」

「……そういえば疑問だったんだけど、なんで学園の制服なんて着てんの？　コスプレ？」

「こ、こすッ!?　そ、そんな言い方ないよ！　似合うよくらい言ってくれても……！」

「いやでもなぁ……びしょ濡ぬれだし」

「ひどいよ！　元はと言えば鉄平くんが追いかけるから！」

「なッ!?　それを言うならゆかりがこんなところに来るからだろッ？　大体なんで逃げたんだよ？　普通に話してくれりゃこんなことにならなかったのに！」

「そっちこそもっと早く言ってくれれば良かったのに！　教室でも無視してたし！」

「し、してねえよ！　無視してたのはゆかりの方だろッ？」

「私はただ気まずかっただけだよ！」

「俺だってそうだよ！　そもそも事の始まりはゆかりがデートに寝坊したり俺の手を振り払ったりしたからで――」

「む、蒸し返さないでよ！　鉄平くんって意外に細かい！」

「う、うるせえ！」

「う、うるさいって――前から思ってたけど鉄平くんの言い方ってちょっときつ過ぎるんだよ！」

「そんなことない！」

「そんなことあるよ！」

　……

　ジト目で見ていた。

　シェルターの入り口で罵ののしり合う鉄てつ平ぺいとゆかりを、槍やりヶが岳たけと文ぶん七しちがジト目で見ていた。

「……おいおいおい」文七は深々と嘆たん息そくした。「あいつらはどうなってるかと様子見に来たら……何やってんだ」

　槍ヶ岳は無言で真っ白に塗られたラジカセを取り出した。ぽちっ、と再生ボタンを押すといつもの脱力系ミュージックが流れ出した。

「あれ、もうエンディングッスか」

「ハイ。どうでもいいです」

「……さすがの槍ヶ、じゃなくて豆まめ子こ先生も呆あきれ返っております」

「インタビューは省略。テンション低めにお送りします」

「そうッスね。あんなの見せられたらやる気なくしますね」

「一応仲直りした五十嵐いがらしさんとゆかりさん、今後どうなっていくのかー」

「いくのかー」

「ちなみに羽は原ばら羽ばね高校も学園側も集団退学とかは世間体が悪いので軽い処分が下るくらいで済むと思います。若者に幸さちあれー」

「あれー」

「そしてついに姿を現した婿むこ候補ー」

「えー、いつの間にそんな奴やつがー」

「どうやら大おお目め玉だまに内緒でＢＴＶブラックテレビのディレクターが独自に接触していたようです。戦車の存在をいち早く知ることができたのも、ウチのスタッフが偶然にもその様子をパパラッチしていたからであります」

「……偶然スか」

「この注目の展開――あんまり期待せずにお待ちくださいー」

「ください――って、そういえば《薄幸少女》とかのネタってどうなったんスか？」

「リポーターは槍ヶ岳がお送りいたしましたー」

「ナチュラルにスルーされましたがサポートは藤ふじ森もり文七でしたー」

「よいホワイトデーを～、というわけで藤森さん、締めのお言葉を」

「え？　あー、っと」

　文七は困ったように頭を掻かいてから、言った。とうとう背中を向けてそっぽを向き合う鉄平とゆかりを一いち瞥べつして、



「……俺おれも彼女欲しいッス」



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　いっぱいいっぱいになりながら死ぬ思いで仕上げた『バレ上。』の初稿を担当のＫさんに提出したとき、Ｋさんが言いました。

「バレンタインの次はホワイトデーやりたいですね。二ヶ月連続刊行とかで」

　無理です。

　と、もちろんそんなことは言いませんでした。僕はＫさん、いえ児こ玉だま様に絶対服従ですから。児玉様からの電話の着うたはストレイテナーの『YES, SIR』ですから。



　そんなわけでこんにちは。

　三み浦うらです。

　本作『ホワイトデー上等。』略して『白上。』は上等シリーズの三作目にあたります。『バレンタイン上等。』に引き続き二ヶ月連続の刊行です。

　今回の刊行で最も苦労なされたのはイラストの屡る那なさんだと思います。一ヶ月足らずの期間で別の仕事もこなしつつ一冊の本のカラーと挿絵を仕上げる、これがどんなに大変なことなのか想像できるでしょうか？　屡那さんには北海道から土下座で謝辞を述べたいと思います。本当にお疲れ様でした。皆も労ねぎらってください。

　そして編集部並びに営業部の方々。売れてるのか売れてないのか微妙なシリーズに、ど新人の僕に二ヶ月連続刊行の機会を与えてくださったこと、本当に感謝しています。その企画を通そうと頑張ってくれた担当のＫさん（今さら）にも、三浦家一同深く深く感謝しております。でも二ヶ月連続はもうやめましょうね？

　今回もたくさんの人に多謝ですが、中でも冗談だと思ってインタビューを受けたら本当に新聞に記事を載せてくれたＳさん、これからもお仕事頑張ってください。応援してます。



　最後に、読者様へ。

　これで通算三度目の刊行になりましたが、相変わらずいろんな人に寄りかかりながらやっとのことで形にしているような状態です。創作活動というやつが何から何まで完全にひとりでこなせるものだとは思いませんが、それにしたってもう少し俺おれはどうにかならないのかといらだちを覚えます。けれど『バレ上。』のあらすじに「空回り上等」と書かれていたように、実際俺は空回り上等で突っ走っていくしかないんだと思います。こんな俺ですがこれからも応援していただけたら嬉うれしいです。

　それではまた、機会に恵まれたら会ってください。



　　　平成十八年一月下旬　三浦勇いさ雄お



    

  
    
      

　著者

　三浦勇雄（みうら・いさお）

　　１９８３年２月生まれの弘前大学人文学部人間文化課程卒業生。

　　現在は北海道の札幌市に在住。

　『クリスマス上等。』で第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の審査員特別賞を受賞。同作でデビュー。

　　前作『バレ上。』と今作『白上。』の二ヶ月連続刊行のためにますますテレビから遠ざかる。毎週楽しみにしていた『東○フレンドパークⅡ』さえ満足に観られない日々にわりと本気で絶望している。



　イラスト

　屡那（るな）

　　神奈川県在住。２月13日生まれのＡ型。

　　初詣に行こうと靴を履くと靴紐が切れてしまい怖くて出来るだけ家から出ないようにしている。

　　幸い趣味が読書、音楽、映画鑑賞なので困ったことは無い様子。

　　ホームページＵＲＬ「Ｒ／Ｌ」

　　http://waxing-moon.hp.infoseek.co.jp/
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